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ラーニング・コモンズを考える 
                        
中央教育審議会「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯
学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～（答申）」平成 24 年（2012）で、学生の主体的な学修
（アクティブラーニング等）のべースとなる図書館の機能強化が取り上げられたこともあり、各大学で
ラーニング・コモンズの設置が進んでいる。本学図書館でも、平成 25 年度（2013）に図書館 2 階にラ
ーニング・コモンズのスペースを開設し、学習環境の改善に積極的に取り組んでいる。 
中教審答申では、従来の「学習」という言葉に代わり、カリキュラムや教授法と関連した「学修」と
いう概念が使用されている。当然のことながら、ラーニング・コモンズによる学びも、学部・学科など
の教育と連携し、大学の理念や教育目標と密接に連動していくことが望まれる。 
ラーニング・コモンズ誕生の背景には、図書館が単に情報の検索や学習スペースの提供から一歩踏み
出て、学習者の主体的学習や協同学習を通した「知識の構築」が重要だとする「学習理論」の変化があ
る。学習者への情報や知識の「伝達」だけでなく、学習者による主体的な知識の「創造」を支援すると
いう「利用者中心」のアプローチへの変換である。 
最近の学生は独りで勉強するよりも、仲間と話し合いながら勉強するのを好む傾向にある。またイン
ターネットによってお互いがつながっており、知識の獲得や学習方法も大きく変化している。「コモン
ズ」はもともと住民の広場などを意味する言葉だが、図書館では学習スペースのデザインと関連して用
いられるようになった。 
本来、学習というのは単なる個人的な営みではなく、人々が相互に影響しあうことで互いの達成度を
高めていく協調的なものである。図書館も、学習者が様々な環境との相互作用を通して知識を形成して
いくダイナミックな「知識創造の場」を担うことになる。そのためには、学習者が学ぶ上で必要とする
様々な事柄を統合的に支援すること、具体的には「学生が自主的に課題解決を行う際の学習活動全般を
支援する」ための施設とサービスを構築することが求められる。 
しかし、学習のための施設やサービスをただ構築すればよいというものでもない。ラーニング・コモ
ンズで大事なのは、学生の学習活動全般に関わる課題を解決できる人的・技術的支援をワンストップで
受けられるサービスをいかに大学全体として展開していくかである。したがって、図書館だけでなく、
様々な部署、教職員、学生との連携・協力が必要となってくる。 
今日、大学教育に求められているのは、言うまでもなく学生が卒業までに何を身につけ、何ができる
ようになったのか、その成果（アウトカム）である。図書館（員）も、このアウトカムを得るプロセス
において、重要な役割を果たしていかなければならない。図書館員には、個々の学習者が抱える様々な
問題を汲み取り、多様な教育方法を適切かつ有効に活用できるスキルを体得することが求められる。一
方で、ラーニング・コモンズの構築を通して、高等教育の目標と図書館機能の接合の重要性を大学関係
者全員が認識することも不可欠である。（平成 26 年 6 月） 
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平成26年3月に２階から４階までの各フロアの改
装が行われた。 
２階にはグループ学習を目的とした「ラーニン
グ・コモンズ」が誕生し、２階カウンターで館内利
用ができるノートＰＣの貸出しも行うことになった。 
プレゼンテーションエリアもあり、学生同士がよ
り積極的にコミュニケーションをとり主体的かつ相
乗的な学習をすることができるようになった。 
３階は個人学習エリアになり、１４８席のすべて
の座席にＰＣが設置され、座席ごとに仕切り版で区
切られ、学習に集中できる環境を整えた。 
４階のＡＶフロアは、明るいイメージと災害時の
導線も考慮した安心・安全なブースレイアウトを実
現した。個人視聴席も広くなり、ノートを使用しな
がらの視聴学習が可能になった。 
機器についても誰でも使えるシンプルで直感的な
操作性にこだわっている。  
この改装は、平成 25 年度私立大学等改革総合支援
事業の対象校としてタイプ 1、タイプ 2 の選定を受
けたことに伴い、補助金の採択を受けている。 
 
 
 
 
 
 
 
２階フロア 
 
 
 
 
 
２階フロア 
 
 
３階フロア 
 
４階フロア 
太田記念館２階、３階、４階の改装 
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 平成 24 年度に続き在学生を対象に、図書館運営
への参画、共同学習、利用促進を目的として亜細亜
大学学生選書ツアー*1を２回実施した。平成２５年
度は広報の一環として新たに POP 作成を盛り込んだ。
毎回の参加者数は小人数ながら、就職活動や講義、
留学体験の話など、学部学年の異なる間柄での情報
交換の場としても機能しており、事後アンケートで
も好評を得ている。 
今後の課題としては、参加人数の確保と選書から
配架までの作業期間の短縮、展示場所の有効活用が
挙げられる。これらの改善を図りながら利用者と図
書館を身近なものにしていきたいと検討を重ねてい
る。＊スケジュール、選書活動概要は次のとおり。 
≪スケジュール≫第１回／第２回 
 
■説明会・テーマ発表 
①6月 12 日（水） 
②12 月 10 日（火） 
 
■選書ツアー 紀伊国屋書店新宿南口店 
①6月 13 日（木） 
②12 月 11 日（水） 
 
■報告会・データ登録・装備・POP 作成・展示作業 
①7月 4日（木） 
②1月 31 日（金） 
<参加者数各３名> <選書冊数合計１０５冊> 
 
 
≪学生選書ツアー 募集から展示までの流れ≫ 
（1）参加者募集 
①ポスター、ACSⅡにてツアー開催を告知。ポスタ
ー設置場所は１Ｆゲート、６Ｆエレベーター前 
②学生選書ツアーの概要をポスターと共にチラシ 
にして配置 
                                                  
1あらかじめ各自で考案したテーマに沿って、学生の視点で選書を行うもので、選書の
みならず書架に並ぶまでのデータ登録や装備といった図書館業務の一工程を体験する 
③参加者が 4 名以下の場合は実施日を公表のうえ
追加募集を行う。 
≪告知ポスター≫第１回／第２回 
 
（2）応募者受付 
①１Ｆカウンターで職員が受け付ける。応募用紙
を受け取り1Fで保管。参加者が決定したらGmail
でお知らせる。 
（3）参加当選者にメールで通知 
①学籍番号から Gmail で本人に通知* 。 
 お知らせ内容：当選、顔合わせ日、選書日、テ
ーマ設定の準備と担当者への返信 
（4）顔合わせ 
①図書館 4F ミーティングルームにて顔合わせ 
自己紹介、テーマ共有、今後の作業説明 
確認事項：選書基準（NG 集）、現地集合のため紀伊
國屋書店までの道のり、当日のスケジュール 
（5）選書ツアー日 
①紀伊國屋書店新宿南店6F外商カウンターにて待
ち合わせ 
②外商カウンターより、バーコードリーダーとそ
の取扱い説明を受ける 
③店内喫茶店にて休憩 20 分ほどを挟み、約 3時間
選書を行う 
④次回のミーティング日を決定後解散 
（6）⑥選書データ納品（選書翌日） 
①重複調査後、リストを各人にメールで送付。各
自で選書したものを再確認 
②POP にしたい図書を各自 5 冊ピックアップし担
学生選書ツアー 
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当者に返信。次回ミーティングまでに各自で選書
し発見した図書があれば併せて連絡する 
③発注 
≪作業風景≫第２回 
 
（7）POP 用図書の受け渡し 
①至急取寄せ依頼したPOP用図書を早急に装備し、
選書者へ貸出を行う。 
（8）選書後ミーティング 
①選書結果報告と POP 図書の紹介 
②各自 3冊ずつデータ登録、装備を行う 
③POP 作成 
④展示作業 
⑤アンケート提出 
⑥参加賞贈呈 
（9）広報アジア用記事作成 
 
 
 
 
1 名　　　称 ： 学生選書ツアー
2 年　　　間 ： 2～3回 （6月上旬、9月中旬、（12月中旬））
3 目　　　的 ： ①図書館のアピールと学生の図書館運営　への参加
②読書奨励
③学生視点での選書
④インターンシップ
4 募集人数 ： 3-6名程度／回　学部関係なく全学部募集
5 募集方法 ： ACSⅡ、掲示、ＨＰ、（報告：広報アジア）
6 応募者受付 ： １Fで所定の申請用紙に記入・提出
7 1人あたり予算 ： 30,000円
8 1人あたり冊数 ： 設定しない
9 ： 紀伊國屋書店（新宿南口）
個人で情報収集
10 選書時間 ： 180分以内（前回2.5ｈ）
11 参加者特典 ： 図書カード3,000円
12 参加者任務 ： ①選書テーマの設定
②ポップの作成
③アンケート提出
④書評（簡単な推薦文・任意）
⑤展示までの計画
13 ： 選書テーマを担当者に提出
当日スケジュールの確認
14 ： ①ポップ作成
②データ作成、装備、展示
③アンケート提出
④選書理由についての発表
⑤図書館についての意見交換
15 設置場所 ： 1F新書棚　今後1F新着棚を定位置にする
16 設置期間 ： １ヵ月間は1F新着棚の中央列に配架・展示
17 装　　　備 ： 「学生選書」シール貼付
18 OPAC特別表示の有無 ： なし
19 別途経費 ： 交通費　定期券圏内の者はなし
２０１３年度　学生選書概要
選書方法
場　　　所
選書後の
取り組み
選書前の
取り組み
展示完了 POP 付の図書は手に取られやすい 
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今年度、図書館学課程科目担当の安形准教授の依
頼により、図書館総合演習でのインターンシップの
受け入れを行った。 
学術情報課の担当が『ねらい』としたところは、
「実践的な司書としての体験を行うことで、「働く」
ということを意識した学びの場とし、資格取得の動
機づけとする。また、基本的な社会人としてのマナ
ーも身につける機会とする」である。『ポイント』と
して「インターンシップに際してあらかじめ示され
た具体的業務内容を、どのような態度で、何を行い、
何を学ぶのかを考えながら取り組むこと。また、図
書館のサービスを提供する側であるということを意
識すること」をあげた。受入学生は９名で、４名の
担当がそれぞれ、閲覧、雑誌受入、図書受入、広報
などを受け持ち、学生へのレクチャーを行なった。 
学生は、目録作成や装備など、授業で学んだ図書
館の業務を実際に経験できる機会に、一生懸命取り
組んでいた。 
 
 
昨年度に引き続き、近隣の中学校に在籍する生
徒の職場体験を受け入れた。 
この職場体験は、実際の職場で仕事を体験する
ことを通して将来の職業選択に役立てることを
目的としたものである。本学図書館が２５年度に
受け入れたのは、６校１７名で内訳は次のとおり。 
・武蔵野市立第二中学校 2年生 4名 
（平成 25.5.22～23） 
・武蔵野市立第五中学校 2年生 1名 
（平成 25.6.11～12） 
・小金井市立第二中学校 2年生 3名 
（平成 25.11.6～7） 
・都立武蔵高校附属中学校 2年生 4名 
（平成 25.11.13～14） 
・東京電機大学中学校 2年生 3名 
（平成 25.12.13） 
・小金井市立緑中学校 1生 2名 
（平成 26.1.15～16） 
 
 
亜細亜大学図書館インターンシップ【図書館総合演習】 
中学生職場体験 
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私立大学等研究設備等整備費交付要綱に従って
平成 25 年度教育・研究装置及び教育基盤・研究設備
に係る計画調書の提出を行った結果、申請が採択さ
れ、補助金の交付により大型図書資料を購入した。
この申請を活用した近年の大型資料の購入の一覧は
以下のとおり。 
 
 
ＶＨＳの製造が既に中止となり、機器の保守が出
来ない状況にある中で、各教室の機器についてＶＨ
Ｓ機器が無い仕様となるために、教材として利用し
ていたＶＨＳテープの対応策の案内を情報システム
課と共同して行った。 
記事文面は以下の通りである。 
∝∝∝∝∝∝∝∝∝∝∝∝∝∝∝∝∝∝∝∝∝∝ 
平成２５年１１月２２日 
平成２６年度 
科目担当予定 教員各位 
亜細亜大学 
亜細亜大学短期大学部 
学術情報部 
２号館機器改修に伴う VHS テープ（教材）の利用について 
 
ＶＨＳの製造が既に中止となり、機器の保守が出来ない状況に
あります。本学としても保守期限の過ぎたこのタイミングからの
機器改修につきまして、ＶＨＳデッキを購入出来ない状況です。
今年度末の機器改修に伴い、新旧２号館の各教室は新５号館と同
様にＶＨＳ機器が無い仕様となります。また、７号館についても、
平成２９年度の保守期限（7307,7038,7309,7310）もしくは、故
障の段階から随時改修されてまいります。 
つきましては、次年度のＶＨＳテープ（教材）利用の対応策に
つきまして、下記のとおりご案内を申し上げます。 
記 
１．大学図書館に配架されておりますＶＨＳテープにつきまし
ては、著作権法との関係から図書館においてコピーすることは出
来ません。次年度に授業でのご利用予定がある場合は、DVD、ブ
ルーレイディスクへの代替が可能か調査をいたしますので、学術
情報部学術情報課（内線 2523）までご連絡ください。 
２．ご自宅のテレビから録画したＶＨＳテープ（教材）につき
ましては、学術情報部情報システム課（内線 2584）へご相談をお
願いいたします。 
３．７号館への教室変更等については、教学課（内線 2320）へ
ご連絡をお願いいたします。             以上
No. 年度 資料名 推薦学部 概要
1 2005 「オックスフォード英国人名辞典」　全60巻Oxford Dictionary of National Biography
法学部
国際関係学部
紀元前4世紀から2000年没の人物50,000名を収録し、肖像画等も掲載
オックスフォード大学研究プロジェクト
2 2006
「冷戦・ポスト冷戦期世界の戦略と国際関係：Adelphi
Papers復刻集（全54巻）
Strategic and International Relations in the Cold War
and Post Cold War Worlds:40 Years of the Adelphi
Papers
法学部
国際関係学部
Adelphi Papersの創刊号（1961年）以降の40年分を、テーマ別の製本
版として復刻。「軍備管理と軍縮」「冷戦期の東西関係」「核戦争と抑
止」「石油と安全保障」などのトピックごとの巻に、「アメリカ対外政策」
「中国」「日本」「中東の政治と紛争」などの地域ごとの巻も含む。
3 2012
「アメリカ外交政策極秘文書シリーズ」
Digital National Security Archive(NSA).Online
恒久アクセスライセンス　資産図書扱い
国際関係学部
20世紀後半の米国外交・安全保障政策に関する貴重な公文書類を、
重要テーマごとに編集した一次資料コレクション群。非営利団体 The
National Security Archive(NSA)　が情報公開法に基づいて体系的に
公開請求を行って原資料を入手し、研究者や元政府要人等から成る
専門家チームによる整理編集を経て順次コレクション化された資料で
ある。
4 2013
Jouｒnal of Cultural Economics. Vols. 1-35. Norwell,
1977-2011. Reprint. Bound.
文化経済学（リプリント版）
経済学部
本資料は1975年に「文化経済学会」（Association for Cultural
Economics）を立ち上げたヘンドン教授の創刊により、同学会の機関紙
として、また文化経済学の分野における唯一の学術誌として、大きな役
割を果たしている。
5 2013
TAXATION & ECONOMIC REFORM IN AMERICA
A Historical Archive, 1781-2011 PartⅠ＆Ⅱ
米国税制・経済改革オンラインデーターベース
経済学部
法学部
アメリカの税制改革・経済政策に関する18世紀後半から現在までの制
定立法資料を電子化したものである。合衆国銀行の成立過程に関す
る資料から2008年のリーマン・ショックを契機に起きた金融危機に関す
る立法制定資料までを含む膨大なもので、米国税制・財政、経済政策
研究にとって必要不可欠な重要資料群が集積されている。
6 2013
新訂増補　国史大系　NetLibrary版
　第二期：律・令義解～続徳川実紀（32冊）
　第三期：公卿補任～尊卑分脉（11冊）
　＊第一期は購入済み
経営学部
法学部
昭和4年（1929年）に刊行が開始され、同39年に完結した58書目、4万6
千ページにおよぶ膨大な叢書。六国史以下の史書や物語などの古典
籍を収録するところから、日本史や日本文学を学ぶ者にとって、欠くこ
とのできない基礎史料となっている。
VHS が使用できなくなる旨の通知について（2013.11） 
補助金採択資料一覧（過去 10 年分）
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図書館内は原則飲食禁止であるが、ペットボトル
や水筒などネジ式等でふたがきちんとしまる飲み物
の場合、飲むことを可能にした。その場合の決まり
事などをドリンクポリシーとして館内にポスター掲
示を行った。 
 
学術情報部では防火・防災管理委員会からの命に
従い、部内でのプロジェクトを立ち上げ、緊急時、
防災対策としての行動マニュアルを作成した。 
行動マニュアルの基本設定は、首都直下型地震、
または南海トラフ地震を想定した震度 6 弱までを想
定した、太田記念館内での行動マニュアルとして作
り上げている。館内のみを想定し、一時避難までの
マニュアルのため、今後は学園全体の防災マニュア
ルとの整合が必要となってくる。 
部内では、7月 31 日に他部署の職員も参加を可能
とした説明会を行い、認識を新たにした。 
本マニュアル作成にあたり、出された要望、課題
等については、10 月 29 日に要望書という形で防火・
防災管理委員会へ提出、説明を行った。 
 
 
 
 
 
 
ドリンクポリシーの設定（2013.12） 
太田記念館防災時行動マニュアル作成について 
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今年度は図書館にオンラインデータベース（以下、
ＤＢ）の新規希望が教員から多く寄せられ、補助金
を活用するなど教育・研究の資料がさらに充実した。 
 次年度契約価格 25～30％の値上がりの主な理由
は、昨年からの為替レートの円安急進で、仕入外貨
定価・誌代 DB外貨の値上げや原データ作成費用およ
び検索インターフェースの運営・保守管理費等の値
上げ、手数料の消費増税による。予算作成にあたり
先ずは、3 年契約へ移行、購入価に見合わない低利
用のものや近年未使用のもの 2 件を中止、新規ＤＢ
導入 50 万円減額特典の利用、サーバ管理費が Nii
へ移管され、未徴収となるなどで減額した。しかし、
新規 DB 増や大幅な値上げの中、取次や直販業者に値
上げ理由、値上げ率を確認しながら交渉し、協力も
得られたので契約額の上昇を極力抑えられた。 
◇新規希望 DB 
・「Hein Online 米国税制・経済改革ＤＢ（Taxation 
& Economic Reform in America）」/経済[臼井・植
村]、法学[土屋]教員/補助金 2 月 
・「ebook collection」に国史大系（第二期・第三期）」
コンテンツを追加/補助金 
・「ブリタニカ・オンライン・ジャパン（「国際年鑑」
含む）」[日本語、英語版]（図書館） 
・「日経 NEEDS-Financial QUEST（FQ）」、「M＆A ＤＢ」
（経営[夏目・久保・小山]教員） 
・「Scopus」（世界最大級の抄録・引用文献ＤＢ）経
営[川又]教員 
・「D-1Law 税務・会計法規（総合編）」（追加） 
法学[土屋]教員 
・JCER 日本経済研究センターオンラインサービ  
ス（会員制/アジア研究所〔石川〕） 
◇中止 DB ～H26（2014）3 まで 
・「Books in Print with Reviews(Online)、Books out 
of Print」（5年に 1回程度代替冊子購入） 
＊年間検索利用回数：(H23)年 110 回、(H24)年 8
回、H25（2013）年 12 回 
・「Proquest Dialog（５Fレファレンス業務用）」＊ 
◇中止電子ジャーナル ～H26（2014）3まで 
・「Journal of Transport Geography」 ISSN:09666923 
＊「Science Direct」OJ 
(CELL 教員新規希望 OJ と交換のため)1/31～ 
◇その他 DB 移動・サービス変更情報 
・「JDreamⅡ」がジーサーチ移管され「JDreamⅢ」に。 
・「Science Direct」：H25（2013）年「Scopus」導入
に伴う割引特典を利用し H26（2014）年 SD 契約 OJ
より 50 万円上限に、低利用 OJ(9 誌/合計 499,759
円）を休止。中止タイトルは「Scopus」の雑誌評
価指数：SJR、SNIP 等低位誌を参考に選定した。 
・「MAGAZINE PLUS 」5ID から無制限に変更 
・「18C HCPP」（ProQuest)H26（2014）2～NII-REO 搭
載でアクセス料金無料） 
・「アジア経済研究所出版物アーカイブ」・「アジア動
向(年報)データベース」（図書館 HP にアクセスポ
イントを置き、11 月サービス開始） 
・「GeNii（ジーニイ NII 学術コンテンツ・ポータル）」
サービス終了～H26（2014）3/31 
・「EBSCO Link Source」が無料提供された。これを
各契約ＤＢ会社へリンク（「Link Source で詳細を
確認」アイコン）の設定依頼を行う。（5/22～6/6） 
これは本学契約の他社ＤＢにこのリンクソー
スを張り付けることで、雑誌記事の全文があるタ
イトル同士が紐付され、アイコンをクリックする
だけで他 DB の同誌全文 OJ が入手できる等、最大
限の効果を発揮できる。 
・Google と Science Direct の連携プログラム（参
加）12/5  ＊SD 契約誌が google でも検索、全文
表示ができるようになった。 
・SCOAP3 参加意向調査（国情研）［不参加表明］ 
・大学図書館コンソーシアム連合(JUSTICE)(参加) 
◇長期 3年契約 DB：複数年契約で経費節減 
・「Westlaw International Academic Plan」 
期間：H26（2014）-H28（2016）＊PPV 契約形態な
オンラインデータベースの動向 
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し。JUSTICE 不参加。 
アクセス方法：パスワードと IP アドレスによる
(PW+IP と PW2 本）セット認証契約。両者で見られ
る DB 内容に違いがある。パスワード（DB 万能使
用可：ニュース【TV ニュース放送原稿、国内外新
聞合計 4,300 種+法律情報 カスタマイズ可】 
 IP アドレス【法律情報のみ】 教員・学生のヘビ
ーユーザーへパスワードを配布可。 
・「Science Direct＋洋冊子」 H25(2013)-H27(2015) 
・「Emerald EMej95+洋冊子」 H24(2012)-H26(2014) 
◇新規導入利用説明会(DB 名、実施月) 
・『アメリカ外交政策極秘文書（Digital National  
Security Archive）シリーズ』/平成 24 年東中野 
教員希望/（教職員対象）4月 
・「日本経済研究センター」WEB サイト利用ガイダン
ス(教職員対象）6月 
・「Scopus」、「FQ」、「レコフ M&A ＤＢ」、「ざっさく
プラス(導入平成 26 年)」(教職員対象)8 月 
・「Scopus」（CELE 教員対象）1月 
他「WEB オンライン講習会」（図書館 HP告知） 
・EBSCO host オンライン講習会/開催 4、10-3 月 
EBSCO host (基本編)  EBSCO host (応用編） 
EBSCO A-to-Z/Link Source  
・Science Direct オンライン講習会 5月 
「世界最大の電子ジャーナル Science Direct を
使いこなそう」 
◇図書館グローバル IP アドレス追加 
 館内 2・3F フロアリニュアルに伴い、快適な通信
を確保するため、契約 DB・OJ 各社へ 2・3 階用新グ
ローバルIPアドレスの追加連絡を行った。（2～3月） 
◇学外及び Walk in User の利用 
参考： Walk in user の概念/広義では外来者全般
を指すが、当館では図書館が利用を許可した学外利
用者を指す。「Ａ社ＤＢ契約書では「契約者（大学）
の安全認証によって，館内で PC を使用してライセン
ス製品へアクセスすることを認められた個人」とし
ている。版元の契約書は，正規ユーザーの定義だけ
でなく，不正利用の防止に留意した内容となってい
る。Walk in user 用 PC 導入における最大の課題は
ネットワークセキュリティの保全である。 
◇問題点・課題 
契約ＤＢ「J DreamⅢ学術 F」で特定利用者による
1 日の一括大量ダウンロードが起きている。これは
全体利用相当額が契約金額の 5 倍超過契約条項によ
り、翌年の契約金額が 1.1 倍に跳ね返り、これまで
２年間の契約金が毎年増額となり注視が必要である。
以下参考。 
利用日：2012 年 6 月 
DL 数・金額相当額：4,253 件・83 万円 
2013 年 9 月 6,537 件 131 万円 
対策：ログインの際には、学籍番号（教職員番号）
を入力の上、ログインボタンをクリックするように
DB の内容説明に表記し、周知した。このような大量
のダウンロードは他の DB の利用でも起きる危険性
があり、場合により違法行為となって罰則として大
学に対し一定期間ＤＢ利用が中止となることもある。
検索していて、多量の出力を指示した場合には「回
答表示多量出力通知」が警告として出るように設定
を引き下げる必要がある。 
◇SD トランザクション Pay per View[PPV]） 
PPV 方式 (有料 OJ 全文論文コンテンツ閲覧・DL に
課金するシステムであり、定額制（月額・年額）、利
用回数に応じた支払方式)がある。PPV のメリットは、
論文や章単位で Journal や eBook、バックファイル
か、カレントかなど無関係に購入でき、通常の SD
契約に比べて非常に自由に利用でき、出版社の全論
文など膨大なコンテンツが利用できる。デメリット
は、利用が多いタイトルの場合、タイトル単位の SD
契約額よりも場合により、割高になることがある。
及び、事前契約残金がなくなると、利用が休止とな
る点である(追加可能)。エルゼビアの冊子を止め、
全て PPV へ移行した他大学の事例等、エルゼビアに
この方式の説明を受けた。今後現契約を中止して、
エルゼビアが保有する利用の多いタイトルの個別契
約と PPV を組み合わせることで、価格や所蔵スペー
スの増加を抑える方法も選択肢として考えられる。 
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業務体制：佐々木（リーダー） 
 江野（10 月～閲覧チーム兼務、Ｈ26（2014）年 
１月～収書データチームへ異動）  
 田村 （和雑誌） 
 木野村（7 月 16 日～ *木曜 5F レファレンスカウ
ンター兼務、10 月～専従） 
 社会人アルバイト（１名：月～金）＊8月不在 
兼務(他チームメンバー氏名は省略) 
◇新所在コード検討(逐刊チーム) 
◇CiNii(国情研)へ本学紀要（目次・PDF）登録・メ
ンテナンス（江野、木野村 10 月～） 
◇データベース契約（佐々木）７月からの作業分担
（管理/逐次刊行物チーム〔今後利用統計を把握し、
来年度契約に結びつける〕 
  ＊活用・利用促進/閲覧チーム） 
◇教員への図書館利用インタビュー（江野、田村） 
◇図書館総合演習（安形先生）インターンシップ（江
野、田村、木野村） 
◇図書館２F ラーニングコモンズ運営検討会（木野
村）＊Ｈ26（2014）4 オープン 
◇図書選書委員(佐々木、江野：1月～) 
◇職場体験(江野、木野村) 
◇図書館 HP の管理・運用(江野) 
◇図書館 HP リニューアル検討委員会（江野、木野村） 
◇亜細亜大学図書館メールマガジン「Library mail」
（江野、校正：佐々木)             
◇「Library Notes（Calendar）」(江野)  
◇図書館貸出日・冊数設定(江野) 
 
◇主要な出来事 
・「5Ｆ展示雑誌コーナー」の配架雑誌を大幅に入 
れ替えた。ここには継続雑誌の一部のよく使われる
和雑誌の新着 1 年分が置かれているが、その展示雑
誌を専門・一般教養科目群に従い、以下の 3 群に分
け、誌名の ABC 順に並べ替えた。 
1.「一般教養娯楽和雑誌コーナー（南面）」（学部系
教養科目関係の雑誌[図書館、教職、歴史、哲学、
文学等]含む） 
2.「学部専門科目（関係）雑誌コーナ （ー正面・裏・
北面に続く）」 
3.「中国・韓国語雑誌コーナー（北面）」（中国・韓
国語で書かれた雑誌）（4月） 
・洋雑誌取引先：「EBSCO Information Services Japan」
雑誌部門から閉鎖通知。（6 月。～H26（2014）3
返金）＊H23（2011）年から取引 
・総合企画部学務課から「アジア研究所雑誌原簿（5
冊）」が移管される。（11月） 
・新聞閲覧台１Fへ移設(3 月：3F フロア改修により) 
・海外物データベース、洋雑誌、電子ジャーナル価
格の値上げ高騰に約 26％の円安、消費税 8％へ増
税と追い打ちをかけ、次年度契約対応に苦慮した。 
・雑誌・新聞の所在分割による OPAC 新所蔵欄の表記
（見せ方）を検討し、新所在を割り当て、各巻製
本にも新所在付け替え、蔵書点検読込資料 ID をリ
ンクした。 
◇新規希望雑誌(雑誌名、所属学部名/希望者) 
・「Journal of strategic management studies」 
ISSN:18839843（経営/館長徳永教員） 
・「東アジア近代史」（国際関係学部/青山教員） 
・「日中環境産業」ISSN:21872287→改題「環境パー
トナーズ」ISSN:21872287 
（アジア国際経営戦略研究科/范教員・院生） 
・「Journal of cultural economics（文化経済学） 
Reprint edition」/ N.Y.(Springer) 
   ISSN:0885-2545 v.1-35(1977-2011)  
（経済/[臼井・植村]、法学/[土屋]教員]/助成金） 
◇中止オンラインジャーナル（OJ） 
H26（2014）年洋雑誌契約から、「冊子＋OJ」で購
入していた雑誌の内、契約額と利用が見合わない OJ
の年間利用回数が 10 回以下のタイトルに関して、今
逐次刊行物チーム 
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年度一杯で OJ の契約を中止した。 
＊冊子は継続 (一部 OJ 無料公開有り) 
1. African and Asian studies ISSN: 1569-2094  
2. American sociologist. New series   
ISSN: 0003-1232  
3. Comparative sociology  ISSN: 1569-1322  
4. Crime and delinquency  ISSN: 0011-1287  
5. Europe Asia Studies  ISSN: 0966-8136 
6. Human relations  ISSN: 0018-7267 
7. Indian economic and social history review   
ISSN: 0019-4646 
8. Journal of hospitality and tourism 
research  ISSN: 1096-3480 
9. Journal of hospitality marketing and 
management  ISSN: 1936-8623  
10. Journal of law and economics  ISSN: 0022-2186 
11. Journal of macromarketing  ISSN: 0276-1467  
12. Journal of management  ISSN: 0149-2063 
13. Journal of travel and tourism marketing  
 ISSN: 1054-8408 
14. Journal of travel research  ISSN: 0047-2875 
15.Law and philosophy  ISSN: 0167-5249  
16.Middle Eastern studies ISSN: 0026-3206  
17.Modern China  ISSN: 0097-7004 
18.Organization studies  ISSN: 0170-8406  
19.Quarterly journal of economicsISSN: 0033-5533 
20.Quarterly journal of experimental psychology  
ISSN: 1747-0218 
21. Sociology   ISSN: 0038-0385 
22. Theory and society  ISSN: 0304-2421 
◇洋雑誌 
購読洋雑誌数を極力維持するために、H26（2014）
年 1 月から洋雑誌（紙）の半分約 1,000 誌を電子ジ
ャーナルのみに切り替えた国立大学や、取引業者の
消費税値上げの経過措置（H26（2014）年契約を 9
月までに契約を締結すれば 5％にする）の前倒し契
約を利用した大学等、近郊大学で学術雑誌価格の高
騰とサービス維持に苦慮し、様々な取組がされてい
るのを目にする。 
本学の購読誌でも近年続く出版社価格高騰（5～
6％）に昨今の急激な円安（約 26％：円対 US$が昨年
10月の同時期と比べ78円から98円の円安になる）、
4 月からの消費増税が追い打ちをかけ、昨年を大幅
に超過する値上がりとなっていた。 
次年度予算作成のため、昨年同様個別雑誌の相見
積で価格を比較したが期待した結果とならず、 次
に今年は books（ハードカバー形態雑誌）、有料オン
ラインジャーナル付き冊子を、OJ と冊子の別々でも
比較した。そして年間利用回数が 10 回以下の低利用
OJ23 誌の中止で冊子契約のみを残し、取次各社の協
力もあり、値上がり率を極力抑えることに努めた。 
◇ＥＪ・冊子重複調査(洋雑誌) 
Ｈ24（2012）年度重複調査結果の扱いは今年度回
しとなり、それも含め調査対象基準を年額 10 万円以
上の雑誌と条件を変更し、昨年に引き続き前期に電
子データと冊子の重複調査を行った。結果は 10 万円
以下で１点のみ該当したため、今年は図書館運営委
員会に休止提案をしなかった。 
＜調査内容＞ 
調査対象：継続全誌/271 誌 
調査対象基準：１誌/年価格 10 万円以上の全継続冊
子。(SD・エメラルド DB の購読誌、冊子+OJ のセ
ット誌は除く) 
調査方法：当館契約データベース（EBSCO A to Z 等）
又は Web（OA[オープンアクセス]ジャーナル）で
最新号まで全文電子入手可のもの 
重複調査結果：10 万円以上で対象該当なし 
但し、以下では昨年重複とあがった１点のみが対
象となった。 
最新号までの電子重複数：１（2012 調査で発見） 
ISSN：02525704 
誌名：Economic and social survey of Asia and the 
Pacific(United Nations)年額：9,402 円 (5 年保存) 
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◇和雑誌  
定期購読の見積りは前年度実績で H26(2014)年 1
月～3月までは所費税 5％、以降は 8％と明記したも
のを作成した。購読新聞は紙数の増減はないが中韓
系新聞に値上げがあった。購読雑誌では廃刊等で減
額となり、製本費が減ったことで全体予算としては、
マイナスになった。特殊資料（年鑑・年報・白書類）
は Web 上で最新版まで全文を入手できるものは、で
きるだけ経費節減から EJ への移行を優先し、冊子体
の購入は中止した。 
◇国立情報研究所「CiNii」に紀要目次・全文登録 
 本学の紀要が発刊されて、図書館に配布された時
点で、原則当日に目次を CiNii に登録している（デ
ータ更新/毎週水曜日）。 
今年は、本学紀要「AIBS ジャーナル」を CiNii へ
追加登録申請（5/17）し、現在 10 誌が（著作権処理
済の全文 PDF があれば同時に）登録されている。 
◇雑誌蔵書点検後処理 
昨年 12 月の遡及登録の点検を含めた（初）雑誌蔵
書点検の後処理（点検時エラー処理：未登録 136 冊、
未点検 586 冊）を開館しながら行った。8 月には点
検が終了し、9月「H24(2012)年度蔵書点検結果報告」
として取りまとめた。（巻末資料 1・2参照） 
Limedio（リコー図書館 Web システム）の蔵書点検
システムはまだ Window’s 版である。そのため図書
と雑誌、和洋別には分けての点検ができない。同一
所在に上記のものが混在していたが同時に行うこと
になった。（WEB 版にした場合には点検可能） 
蔵書点検対象冊数：93,886 冊（内、「別館 4F 参考」、
「B1 判例法令・別館４F」は同一所在に図書と雑誌
を混配していた為、今回の点検から除外） 
最終点検結果は、不明雑誌 6 冊（内訳：和雑誌 3
冊、洋雑誌 3冊）（合計金額：139,466 円）となった。 
雑誌の蔵書点検で残ったものは図書と雑誌で共用
している所在コードのもので、今後は図書との共同
作業となる。この点検により課題も見えてきたので
以下に列記し、今後の作業計画の参考としたい。 
・蔵書点検の結果、配架の分かり易さ、点検実施の
容易さから、雑誌和洋の区別や雑誌の配置場所単
位で所在を切り分ける（分割）必要が生じた。 
・５F（マイクロ）、５F書誌、別館５F参考、６F白
書等、図書と雑誌が混配の所在がある。これらを
蔵書点検する場合、その都度配架誤りが多数出る。
今後混合所在はどうするのか、もし配架場所と所
在名を区別するのであれば最善策を検討し、現物
からの読み込みが必要になるかもしれない。所在
分割は配架の切り替え労力、毎年 OPAC 所蔵覧を最
新年に繰り上げる作業と雑誌移動時の所在変更に
よる所在メンテナンスの労力も考慮しながら、利
用者の立場でわかりやすさを追求すべきである。 
・4 月からスタートした「新所在コード検討会」で
早急に所在コード体系を構築し、新所在への移行
が出来るよう準備を進める必要がある。 
◇新 OPAC 雑誌表記、所在分割・新所在検討、ハン
ディーターミナル読込製本データの製本各巻への
LINK 
以下の日程にて打合せを行った。 
4/26～新所在コード体系検討開始(第 1回) 
/藤懸・大石（今回から参加）・逐刊チーム 
5/10 新所在コード体系打合せ（第 2回） 
5/21 新所在コード体系打合せ（第 3 回）/大石、藤
懸、雑誌チーム ＊コード表作成案(藤懸) 
6/19 新所在コード体系打合せ(第 4 回）大石、雑誌
チーム 
7/10 雑誌蔵書点検事後処理（未点検再調査[別２・
４F、B2・5F]・HTPC アップ完了 12・OPAC アップ
17・18）（10～19） 
7/31 雑誌蔵点・所在分割打合せ：逐刊チーム 
8/1新所在コードへの製本雑誌読取HTデータ移行方
法打合せ（第 5回）/藤懸、逐刊チーム 
9/24 新所在コード(雑誌空コード：10500）利用打合
せ（第 6回）：逐刊チーム 
9/25 リーダーミーティングで雑誌の所蔵（OPAC 表示）
の新所在表記提案 
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10/2 新所在コード・名称打合せ（第 7 回）：逐刊チ
ーム(新コード体系の見直しが進まず雑誌単独使
用の所在のみ空コードを利用し、移行することに
なる。図書と雑誌の混在所在は新体系時に実施) 
10/3 新所在コード・名称・体系打合せ（第 8 回）：
逐刊チーム、藤懸、大石 
10/9 新所在コード・名称打合せ（第 9 回）：逐刊チ
ーム 
10/15 リコーと打合せ（雑誌所在分割、製本 ID/HT
データリンク、サンプル準備、図書・雑誌混在デ
ータ処理）：藤懸、逐刊チーム 
10/21 雑誌理想一括配架・新所在・所在メンテナン
ス課内打合せ：部課長、逐刊チーム 
12/4 雑誌所在表示打合せ：逐刊チーム 
12/5 雑誌所在表示方針打合せ：課長、藤懸、逐刊チ
ーム 
12/12 雑誌新所在表示打合せ（所蔵欄：製本所蔵年
表記、新設製本状態表記）：課長、藤懸、逐刊チ
ーム 
12/20 新聞（未製本）所在検討：逐刊チーム 
2014.2/3 HT 読込製本雑誌データファイル移行打合
せ/分割：藤懸、逐刊チーム 
2/4 雑誌新所在へ製本 ID リンク試行 
2/5 ID リンク開始（数日間で和洋リンク完了）：田
村、木野村） 
2/18 雑誌単独使用所在分割終了（田村） 
 
 以前から利用者より、図書に比べて雑誌の配架場
所が理解しづらいとの意見があり、「OPAC で雑誌を
検索して、自身で容易に配架資料に当れるよう、利
用者目線で OPAC の資料所在表示を分かり易くする」
を目標に、蔵書点検後から他館の事例などを参考に
しながら、雑誌所在について検討を始めていた。 
最終形は、所在を切り分けてフロアごとに置いて
ある資料種別で所蔵を持つため、点検場所ごとに読
み取った製本 ID データをそれに見合った所在番号
に見直し、新所在に分割し、各巻資料を新所在に付
け直し、さらに読んだ製本 ID データをそこにリンク
させる大仕事であった。 
最初は雑誌所在のみを対象に、新所在（名称・コ
ード番号）を検討していたが、図書館システム担当
から、この機会に図書資料と共用の所在番号もある
ことから、図書も併せて全館所在を見直し、再構築
したいとの希望が出された。 
これにより検討委員は収書データチーム（1 名）、
図書館システム担当（1 名）、逐刊チーム（3 名）の
計 5名で構成した。 
 先ずは現状把握のため、事前準備作業として全使
用所在とそこに収蔵されている資料数を算出し、不
適当な収蔵資料、所在の誤りを修正することにした。 
新所在名、コード番号の大編成を検討するにあた
っては次の方針で行った。 
・図書と雑誌の共用使用は避ける。 
・2 つ以上の所在を連結させ、1 つとして使用し
ている所在（例：所在名称「5F・B2」を「5F 和
雑誌」、「5F 洋雑誌」）「B2 和雑誌」、「B2 洋雑誌」
等）を分割し新コードに移す。 
・蔵書点検では和洋別は所在で区別が必要 
5 月には新所在コード体系が図書館システム担当
者から提案され、検討を重ねた。しかし、新提案の
所在体系は所在の数が多く、また旧コードは削除で
きないため中に混在し、管理上危惧されるなど見直
しが進まなかった。また、新所在に移行する時期は
図書原簿からのデータ遡及作業が終わり、その後の
全蔵書点検が完了後の方がデータ整備がなされ条件
が整うため全所在再構築は導入を見送った（10 月）。 
雑誌は蔵書点検のデータを活かすべく、この好機
に所在の空番号を利用しての暫定新所在番号を決め
て先行実施し、全館の新所在コード再構築時には新
所在コードへ移行をさせることで継続検討となった。 
所在を切り分けてフロアごとに所蔵を持ち、それ
を OPAC で表示させる為には事前に各雑誌の所蔵刊
行年・巻号を調査しておく必要があるため、同時に
現場では時間と労力をかけての繊細な作業を行った。 
13
  
 
12 月には課長、図書館システム担当と逐刊チーム
で 2回の会合を持ち、雑誌新所在コード・名称を検
討し、表示方針及び OPAC 新表示の見せ方（所蔵欄：
製本所蔵年表記、新設製本状態表記（体裁））を決定
し、雑誌・新聞の所在分割・新所在付与作業を開始
した。(資料 3、「Library mail 2014 冬号」参照) 
2 月からはファイル移行の打合せ、雑誌所在分割
した個別製本へ資料 ID リンクを試行し、5日から本
作業を開始した。和洋別に作業を行い、数日間で終
了した。所在毎に所蔵されている資料の年度、巻号
の OPAC への書き出しを行ったこれらの一連の作業
の結果、利用者が雑誌・新聞を OPAC でタイトルを検
索すると、どこにどんな年度の巻号資料が配架され
ているのかが一目瞭然となり、より雑誌・新聞が探
しやすくなった。 
今後、見送られた新所在コード体系の再構築検討
は、図書蔵書点検が終了した段階から、再開される
ことになる。 
逐次刊行物で残った図書と雑誌の共通使用所在は、
ここで併せて検討されることになる。 
それまで、新所在コード検討会は現コードの洗い
出しと現物の確認作業は継続することになっている。 
 
 
2 階フロア ラーニングコモンズフロント 
 
2 階フロア グループデスク 
 
2 階フロア コモンズブース 
 
3 階フロア 自習 PC フロアフロント 
 
3 階フロア 自習 PC フロア 
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 専任 3名、委託 6名で、図書・視聴覚資料の発注、
受入、データ管理を行っている。今年度は、1 月で
専任 1名の人事異動があり、後任で逐次刊行物チー
ム兼閲覧チームより 1名が異動した。 
◇定例会について 
紀伊国屋書店に業務委託をしている関係で、2 か
月に１回、担当者とデータチームで定例会を開いて
情報共有を図っている。定例会で今年度決定した主
な内容は以下の通りである。 
○前年度のテスト納品を経て、Ｈ25（2013）年度 lot1
より CD 納品からデータ納品に切替。 
・今年度年間納品回数は 41 回に決定。 
 （→ 年度末、臨時が 1回入ったため、実際の 25
年度納品は 42 回） 
・復刻版図書の扱いについて 
セット継続図書は、過去の配架と同じ場所へ。 
単独購入、新規継続の配架場所は PLATON 上で指
示をする。 
・【和書】クロス（布）状装丁の図書にはブッカー
をかけず糊がけ、ラベルキーパーで対応。 
・【洋書】背ラベルと別置ラベルは離れてもかまわ
ない仕様にする。 
・新予算コードを追加 
 「追加コード」 
  予算コード    予算名称 
1111H   学部（和）ホスピ 
1111HA  学部（和）ホスピ・職員 
1111HB  学部（和）ホスピ・自動選書 
             （略称は自選） 
1114C   学部（和）多文化 
1114CA  学部（和）多文化・職員 
1114CB  学部（和）多文化・自動選書            
（略称は自選） 
  1131H   学部（洋）ホスピ 
  1131C   学部（洋）多文化 
・遊び紙を巻き込んでコーティングしない。 
・消費税変更に伴う対応について 
 3 月中にプロセンに納品されたものは 5％、4月
以降に納品されたものは 8％で処理する。（各書
店にも確認） 
 請求処理上、図書の伝票が 5％のものと 8％のも
のが LOT 内で混在しないように分けて納品する。 
・多巻物（VOL もの）で書誌データが分かれてし
まう場合、NC 書誌で納品されたものに、その旨
を記載した短冊を挟み込んで納品する。 
・DVD ケース装備は、ケースの内側の紙（ジャケ
ット）に背ラベルとバーコードを装備すること
に変更した。 
◇寄贈図書について 
25 年度に個人、各大学、企業等の寄贈図書は 628
冊にのぼり、重複調査などを経て、最終的に 223 冊
の図書を受入れた。 
平成 25 年度除籍図書リスト（資産分） 
の内訳について 
図書館では例年（＊）非資産図書も含め 3,000～
4,000 冊の本の除籍作業を行っている。 
除籍対象となるのは、紛失した資料のデータ(3 年
前インベントリー紛失分、学生紛失等）、重複 
している資料、使用に耐えない資料等である。 
退職された教員の研究室の戻り分、旧資料室の資
料も他の教員に再利用の後、重複がなく図書館で必
要と思われるものを選書委員会で選び、再整理した
うえで、残部を除籍している。 
平成 25 年度除籍リスト（資産分）の図書（視聴覚
資料含む）分は、和書 1,921 件、洋書 413 件、金額
(定価合計）は 9,811,066 円となっている。 
 
内訳 和書 洋書 件数計 ％ 
21 年度紛失分、
学生紛失等 
7 1 8 0.34
重複分、使用に
耐えない資料 
973 14 987 42.29
研究室戻り分 941 398 1,339 57.37
合計 1,921 413 2,334 100
受入データチーム 
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平成 22 年度インベントリーで紛失リストをもと
に現物を調査し、現在もなかった 61 件（資産 8件、
非資産 43 件、登録不要 10 件）を本年度除籍対象と
した。地下書庫より、重複している図書や使用に耐
えないと思われる資料（コンピュータ・情報関係、
古い資格テキスト等内容が陳腐化しているものな
ど）を 2,716 件(資産 987 件、非資産 1,729 件）選
んだ。研究室の戻り分は、1,339 件であった。 
（＊）25年度非資産図書の除籍は1,772件であった。
（資産・非資産合計 4,106 件） 
◇除籍図書の寄贈について 
毎年度、除籍した図書は一年間書庫で保管した後、
公益財団法人日本科学協会を通し、中国の大学図書
館などに寄贈している。平成 25 年で 14 回目の寄贈
となり、延べ約 5万 2千冊にも上る実績がある。 
平成 25 年度の寄贈は 3,102 冊、金額にして
15,188,533 円となった。現物を送る前に、法人にリ
ストをチェックしてもらい、不要な図書を除く。25
年度は情報関係図書、語学関係（特に、中国語）図
書、日中の歴史関係の図書 510 冊が除かれた。 
◇蔵書点検作業について 
 今年度は、研究室（洋）原簿（原簿 No.225）より
作業が始まり、研究室原簿は終了した。その後、
CALIS 原簿（原簿 No.235）に入った段階で作業の効
率化を図るため、仕様の変更を行い、点検項目を削
減した H26（2014）1～。今年度は、原簿 No.236 ま
で終了している。 
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 第1回図書館運営委員会 
開催日時： 4月23日（火）18：00～18：50    
出席者：徳永、若林、猪原、佐藤（知）、前川、 
荒井、宇田川、坪内  記 録：安田 
配付資料：「平成 25 年度図書館運営委員会名簿・出講
曜日一覧」 
     「JCER大学会員のご案内・継続希望資料」 
     「大型資料購入のご推薦について・大型資料
購入審議資料」 
「平成25年度図書館開館カレンダー」 
「平成25年度図書資料費 配分内訳表・平
成25年度図書予算」 
        開会に先立ち、徳永館長から、運営委員会の
メンバー紹介があった。 
〔審議事項〕 
1. 平成25年度の運営委員会開催日について 
2. オンラインデータベースの契約について 
3. 大型資料の募集について 
〔報告事項〕 
1. 平成25年度の図書館開館日程について 
2. 図書予算について 
3. 大型資料購入についての報告 
4. 次回の運営委員会について 
以上 
第2回図書館運営委員会 
開催日時：5月28日（火）18：00～18：45 
出席者：徳永、若林、猪原、佐藤（知）、前川、 
荒井、宇田川、坪内 記 録：安田 
配付資料：「選書図書基準・分野別選書基準案・コンス
ペクタス方式レベル表」 
 「2013年 オンラインデータベース有料契約一覧」 
 「自宅からのオンライン検索」 
「平成 25 年度以降アジア地域図書費の資料収集計
画」 
「学修環境充実のための学術情報基盤の整備につい
て」 
〔審議事項〕 
1. 選書図書基準について 
〔報告事項〕 
1. オンラインデータベースについて 
2. 図書館年報について 
3. アジア地域図書費の運用基準について 
4. その他 
5. 次回の運営委員会について 
                      以上 
第3回図書館運営委員会 
開催日時：6月25日（火）18：00～18：51 
出席者：徳永、若林、猪原、佐藤（知）、前川、 
荒井、宇田川、坪内 記 録：安田 
配付資料：「平成 25 年度新規要望オンラインＤＢ一覧
と各ＤＢのパンフレット」 
     「平成 25 年度大型図書購入希望一覧と各パ
ンフレット」 
〔審議事項〕 
1. オンラインデータベースについて 
2. 大型図書資料について 
〔報告事項〕 
1. 外国雑誌の高騰について 
2. 新食堂棟について 
3. 私立大学図書館協会東地区部会総会・館長会・研究
講演会について 
4. 次回の運営委員会について 
                      以上 
第4回図書館運営委員会 
開催日時：10月1日（木）17：50～18：38 
出席者：徳永、若林、猪原、佐藤（知）、前川、 
荒井、宇田川、坪内 記 録：安田 
配付資料：「関西学院大学の神戸三田キャンパスレポー
ト」 
 〔報告事項〕 
1. 後期の図書館ガイダンスについて 
〔その他〕 
1. 次年度図書館予算編成の要望事項について 
2. ＶＨＳが使えなくなる点について 
3. 次回の運営委員会について 
 
以上 
第5回図書館運営委員会 
開催日時：10月22日（火）17：50～18：54 
出席者：徳永、若林、猪原、佐藤（知）、前川、 
平成２５年度 図書館運営委員会 議題一覧
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荒井、宇田川、坪内 記 録：安田 
閲覧資料：「図書館年報（案）」 
〔審議事項〕 
1. 図書館年報について 
2. 内部監査について 
〔報告事項〕 
1. 図書館運営への要望について 
2. 図書貸出サービスおよび社会人の図書利用につい
て 
3. 学部への図書館インタビューについて 
4. アジア祭期間中の図書館開館日について 
5. 次回の運営委員会について 
                      以上 
第6回図書館運営委員会 
開催日時：11月26日（火）17：50～18：57 
出席者：徳永、若林、猪原、佐藤（知）、前川、 
荒井、宇田川、坪内 記 録：安田 
配付資料：「継続雑誌タイトル一覧2013」 
     「平成 25 年度補助金採択に係る図書館改修
計画（補正予算）」 
「平成24年度図書館年報」 
 〔報告事項〕 
1. 教員インタビューの実施について 
2. 新規事業計画について 
〔その他〕 
1. 図書館年報について 
2. ＶＨＳテープ（教材）の利用について 
3. 次回の運営委員会について 
以上 
第7回図書館運営委員会 
開催日時：1月28日（火）17：50～18：36 
出席者：徳永、若林、佐藤（知）、前川、荒井、 
宇田川、坪内 欠席者：猪原（経済） 
記 録：安田 
配付資料：「平成26年度 図書館カレンダー（案）」 
     「2013/14年オンライン契約一覧」 
「LIBRARY CALENDAR 2014 ２月３月４月」 
〔審議事項〕 
1. 平成26年度開館日程について 
2. オンラインデータベースの休止について 
 〔報告事項〕 
1. 春休みの工事の実施について 
2. 図書館西側の喫煙所について 
以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１階フロア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６階フロア 
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平成 25 年度学術情報部 重点目標 
スマートフォンに代表される機器等を活用した
ユビキタスネットワーク環境下でのサービス展開
を踏まえて、学内の教育・研究環境の適時な改善
を実施する。企業、大学等の団体との協働を通し
て ICT 関連の情報取集を不断に行い、より合理的
な導入、利用方法を考慮して、充実したハード、
ソフト、コンテンツ等のサービスの提供を実現で
きるよう、以下のような重点目標を設定する。 
重点目標に沿って、学術情報課と情報システム課
の目標達成実施項目を設定し、確実に目標を達成
する。 
新学科開設等に対する教育・研究環境の充実 
大学教育現場での ICT 環境の整備は、卒業後の
実社会でビジネスをリードする人材候補を輩出す
るために必要不可欠なことであり、すなわち即戦
力となる人材育成を支援することとなる。新学科
開設やグローバル人材育成推進事業のスタートを
機に、リプレイスするシステムを教育支援ツール
として有効な活用を促進する。また、カリキュラ
ムに適合する学術情報資料の収集はもとより、ア
ジア研究ほか高度な研究活動にも寄与できる環境
整備を実施する。 
学習サポート体制の向上等利用者支援の充実 
LMS とコンピュータ教室利用環境のリプレイス、
OS の更新によるサービス向上と利用支援を充実
する。これにより、図書館施設、サービスを活用
したラーニングサポート、ライティングサポート、
オペレーティングサポート等のヘルプデスクとし
ての機能を高めながら、より合理的な方法を把握
し、漸次学生・教学部門窓口への定着を支援する。
新 5 号館での授業支援システムの円滑な運用を早
期に実現し、その事例を新食堂建設、新 1 号館建
設の施設に関連した ICT 環境整備に活用して、学
習支援のための施設プランを策定する。 
防災対策と次世代 ICT 環境への対応準備 
震災等の被害を最小限にするための BCP 事業継
続計画の実施プランを再検証し、学園全体として
複数年計画で実施できるよう対応する。また、こ
の BCP の運用や ICT リソースを有効に活用してい
くため、セキュリティポリシー、ガバナンス、コ
ンプライアンス等の策定・運用及び関係法令の知
識について再度確認を実行する。次世代 ICT 環境
の対応準備として、クラウド導入・運用に関する
メリット、デメリット、リスクを適切に判断し、
導入後の必要な業務改善を指導・推進できる管理
スキルを修得する。 
 
学術情報課 目標達成実施項目 
＜短大新学科及びグローバル人材育成支援事業等
支援＞ 
＊ 各々の人材育成に必要な学習資料の選書基
準を設定し、運用を行う。 
＊ カリキュラムに沿った的確な自動選書を予
算の範囲で実施する。 
＊ 教員インタビュー等に基づく実態に即した
アジア研究等資料の重点整備を実施する。 
＜防災対策の見直し＞ 
＊ 薄れゆく防災への意識を取り戻すため、各種
マニュアルを作成し直すことで、円滑な避難
誘導を再確認し、学術情報部（太田記念館勤
務者）全体の共通理解をはかる。 
＊ 大学全体の防災・防犯対策と連携した仕組み
構築し、安心できる図書館運営を行う。 
＜学習支援を推進する環境整備＞ 
＊ グループ学習と個別学習者の各々の健全な
環境維持 
＊ 次年度以降に向けた各フロア運用、改修計画
策定 
＜育成＞ 
＊ 新任者への OJT、業務変更、業務委託を行う
為に必要なマニュアルの整備を行う。 
＊ レファレンス、ガイダンス等について全員の
知識の底上げを行うために、内容の精査と共
通理解をはかる。 
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図書館長
学術情報部
学術情報課
庶務チーム
施設維持・管理
稟議・支払
労務管理
受入データチーム
図書選書
図書購入
図書支払処理
図書検収・照合
図書受入・配架
逐次刊行物チーム
新聞・雑誌選定
新聞･雑誌受入配架
新聞・雑誌支払処理
オンラインDB管理
閲覧チーム
利用者支援
オリエンテーション・
ガイダンス企画・実施
図書館広報
情報システム課
図書館運営委員会
運営委員
経営学部
経済学部
法学部
国際関係学部
短期大学部
 平成 25 年度人事異動 
月 日 内容 氏 名 異動後 異動前 
４月１日 採用 木野村和人 学術情報部学術情報課 ― 
1 月 1 日 昇進 南井 玲子 キャリアセンター 
生涯学習課長 
学術情報部学術情報課 
３月３１日 定年退職 田村 京子 ― 学術情報部学術情報課 
平成 25 年度 図書館運営委員会 運営委員一覧 
図書館長 徳永 善昭 経営学部教授 
経営学部 若林 憲二 教授 
経済学部 猪原 龍介 准教授 
法学部 佐藤 知乃 講師 
国際関係学部 前川 輝光 教授 
短大 荒井 紀子 准教授 
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月 日
5 9・ 10 B-con　 セミ ナー  丸の内 坪内
16 専門図書館協議会関東地区総会・ 研修会  東京商工会議所 坪内
22～24 目録シス テム講習会（ 図書コ ース ）  国立情報学研究所 川北
25～7/7 私立大学図書館協会海外派遣研修  イ リ ノ イ 大学モーテンソ ンセンタ ー他 藤懸
6 4 専門図書館協議会研修会 東京商工会議所 木野村 
4 私立大学経常費補助金説明会 文京学院大学仁愛ホール 川北 
6 東京西地区情報交換会 東京女子大学 宇田川・ 坪内
12 専門図書館協議会　 研究集会 東京商工会議所 坪内
14
私立大学図書館協会東地区部会
　 総会・ 研究講演会
國學院大學 徳永館長・ 宇田川・ 坪内・ 南井
7 11～12 専門図書館研究会 機械振興会館（ 港区） 加藤・ 坪内
24～26 著作権講習会 東京大学本郷キャ ンパス 木野村 
8 2 リ コ ーLimedioセミ ナー 恵比寿； ウ ェ ス ティ ンホテル 藤懸・ 坪内・ 田村洋
28 東京西地区サマーセミ ナー 東京外国語大学 宇田川・ 坪内・ 木野村
28～30 私立大学図書館協会総会（ 前泊） ・ 研究大会 中京大学 館長・ 坪内・ 川北 
9 5～6
大学図書館コ ンソ ーシアム連合（ JUSTICE） 版元
提案説明会
東工大大岡山キャ ンパス 佐々木
18 日経テレ コ ンセミ ナー 日経テレ コ ンセミ ナールーム（ 神田） 坪内
18～20 目録シス テム地域講習会（ 雑誌） 国立情報学研究所 江野
20 2013 EBSCOセミ ナー  コ ンベンショ ンルームAP 東京八重洲通り 木野村
10 15 電気通信大学附属図書館主催講演会 電気通信大学 宇田川・ 坪内
29
30
31
第１ ５ 回図書館総合展 パシィ フ ィ コ 横浜
長谷川・ 木野村
加藤
坪内
31 丸善セミ ナー（ ラ イ ティ ング支援） 浜松町 川北
11 8 TOEICセミ ナー ベルサール半蔵門イ ベント ホール 藤懸
12 東京西地区秋セミ ナー 成蹊大学 宇田川・ 坪内・ 藤懸・ 木野村
14～15 私図協東地区部会研修会 桜美林大学 川北
12 2 IT基礎研修セミ ナー 富士通ト ラ ス テッ ド ス ク エア（ 浜松町） 木野村
3 第３ 回学園アーカイ ブセミ ナー 神田神保町東京堂ホール 加藤
6 短期大学図書館部会ＷＳ （ 日図協） 国文学研究資料館 藤懸
9 IT基礎研修セミ ナー 富士通ト ラ ス テッ ド ス ク エア（ 浜松町） 木野村
12 私図協東地区部会研修会 専修大学生田キャ ンパス 川北
1 29 創価大学ラ ーニングコ モンズ見学 創価大学 宇田川・ 加藤・ 藤懸・ 木野村
2 3 海外研修報告会（ 藤懸） 学内プレ ゼンテーショ ンルーム2 全員
7 第１ ８ 回「 震災対策技術展」 パシィ フ ィ コ 横浜 加藤・ 安田
21 東京理科大学図書館見学 東京理科大学　 葛飾キャ ンパス 宇田川・ 坪内・ 藤懸
26 大学図書館コ ンソ ーシアム総会 学術総合センタ ー（ 神保町） 木野村 
3 20 私立大学図書館協会　 海外研修発表打合 聖路加看護大学 藤懸
平成25年度
研修会名 場所 出席者
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平成 26 年 2月 23 日 
2013 年度 私立大学図書館協会 
 海外派遣研修報告書 
学術情報課 藤懸徳仁 
標記の件につき、下記のとおり報告いたします。 
 
１． 目的 ：○国際図書館プログラムへの参加（米
国イリノイ大学モーテンソンセンター） 
       ○下記 3点に関する情報収集 
・電子書籍について 
              ・情報リテラシー教育 
        ・学習環境 
２． 期間 ： 平成 25 年 5月 27 日～平成 25 年 7  
    月 7日 
３． 場所 ： イリノイ大学モーテンソンセンター 
シカゴ公共図書館等 イリノイ州・オ
ハイオ州にある公共図書館や大学図
書館 
４． 主催 ： 私立大学図書館協会国際協力委員会 
５． 参加者：9か国 11 名  (日本から 1名) 
６． 報告内容 
  私立大学図書館協会へ提出の報告書を参照 
 
平成 25 年 11 月 8 日 
私立大学図書館協会 
国際図書館協力委員会 
委員長 金 東瀅 様 
亜細亜大学 藤懸 徳仁 
 
2013 年度海外派遣研修報告書 
Ⅰ はじめに 
Ⅱ 参加目的 
Ⅲ プログラム概要 
Ⅳ プログラムの研修内容について 
Ⅴ 目的に関する情報収集 
Ⅵ ＡＬＡ報告 
Ⅶ セントトーマス大学図書館 / ミネソタ大学
図書館 
Ⅷ 研修を振り返って 
※ 謝辞 
 
Ⅰ はじめに 
 このたび私立大学図書館協会国際図書館協力委員
会の長期派遣研修により、アメリカのイリノイ大学
モーテンソンセンターで開催された国際図書館プロ
グラムに参加する機会を得た。期間は、2013 年 5 月
28 日から 6 月 25 日の１カ月のプログラムiである。 
Ⅱ 参加目的 
 電子書籍やオンラインデータベースなどインター
ネット経由で資料や情報収集でき、また学習スタイ
ルも個人からグループで討議しながら学習する時代
へと変わり、図書館へ来なくとも学習できる状況に
図書館が置かれている。本学図書館でもグループ学
習において、カリキュラムで少人数のゼミ教育やグ
ループ学習に対応していく必要から、新しい建物内
にグループで利用できる学習部屋の設置計画がある。
電子資料やグループ学習室など図書館サービスで先
駆的な取組みをおこなっているアメリカの図書館を
見学することにより、これからの図書館運営や学習
環境構築への参考、現在直面する問題解決の手掛か
りを見つけたい。 
 参加するにあたり、下記 3つの目標を掲げた。 
① 電子書籍について 
電子端末を利用した電子資料サービスについて、
図書館はどのように管理・運営を行い、利用者
はどのようなサービスを受けているのか考察す
る。 
② 情報リテラシー教育 
利用者に対してどのような形で効果的な利用教
育についてリテラシー教育を行っているかを担
当者に聞き、本学のリテラシー教育の授業やガ
イダンスに取り入れたい。 
③ 学習環境 
特にグループ学習部屋に注視し、快適な学習環
境を設置するためにハードとソフトの両方の面
から理想の施設環境の有り方を探る。 
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Ⅲ プログラムの概要 
 このプログラムは 1986 年に開始され、今までに
90か国から延べ900人以上の図書館員が参加してい
る。2013 年のテーマは昨年同様“Tool for the 21st 
Century Library”である。リーダーシップ、マネジ
メント、コミュニケーションスタイル、資金調達、
アドボカシー、電子資料や紙資料のコレクション、
専門家としてネットワークを築く方法、など学ぶ機
会を用意している。 
 モーテンソンセンターのディレクター：Barbara J. 
Ford 氏、サブディレクター：Suzan  
Schnuer 氏をはじめとし、事務手続き全般を担当の
Lindy A. Wheatley 氏、プログラムコーディネータ
ーの Suzan Harum 氏、日常生活や研修全般のアドバ
イザーの Stephanie Ahrang. Chung 氏の 5 名により
運営がなされている。講義は各図書館へでかけ、そ
れぞれのサブジェクトライブラリアンが講義や説明
を行い、見学においては公共図書館や大学図書館の
館長または担当ディレクターによる図書館案内があ
った。 
 次に参加者であるが、私を含め世界 9か国 11 名の
参加があった。大学図書館、国立図書館、特殊な図
書館など多岐にわたる。以下参加者と所属である。 
・韓国：Jihae Jeon, National Library of Korea 
・キルギス共和国：Elvira Niiazova, American 
Unversity of Central Asia 
・ ケ ニ ア ： Martha Nderitu, Communications 
Commission of Kenya 
・コロンビア：Juan Arboldea Nino, Banco de la 
Republica 
・コロンビア：Silvia Valencia Vivas, Banco de la 
Republica 
・サウジアラビア：Farasat Ullah, University of 
Mammam 
・パキスタン：Muhammad Idrees, COMSATS Institute 
of Information Technology(CIIT) 
・パキスタン：Muhammad Raja, COMSATS Institute of 
Information Technology(CIIT) 
・ブラジル：Erica Saito, Physical Education and 
Sport School – Sao Paulo University 
・ブルガリア：Milena Milanova, Sofia University 
“St.Kliment Ohridski” 
 
＜2013 年度研修参加者＞ 
 
Ⅳ プログラムの研修内容について 
 プログラムは主に（１）講義（２）研修（３）各
施設・図書館見学 3 つで構成されている。ここで
はいくつか選んで紹介する。なお、詳細スケジュー
ルについてはモーテンソンセンターのホームページ
iiに掲載されている。 
（１） 講義 
① 米国の大学図書館と公共図書館の現状  
 アメリカの大学図書館と公共図書館の現状につい
て講義があった。国内に公共図書館は本館・分館を
あわせて 16,604 館ある。運営費の 82％は地域の税
金で賄われ、様々なサービスを展開している。その
一つに、インターネットへのアクセスサービスがあ
る。ほとんどの図書館で利用環境を整えており、特
にビジネス向け・教育向けのオンラインデータベー
スを無料で利用提供、電子書籍も需要増に伴い 7 割
近い図書館で提供している。その他には、新しい移
民者へ住民サービスの情報提供や英語学習のサポー
ト、地域活動している団体やコミュニテーヘミーテ
ィングルームの貸出サービス、図書館へ来館できな
い人たちへ貸出図書を配達するサービス、図書館間
での相互貸借サービス、などアメリカならではのサ
ービスが充実している。公共図書館は、近年の経済
状況の悪化で需要が高まってきているとのこと。ア
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メリカの公共図書館に関する知識がなかったので、
研修期間中見学するにあたりこの講義がとても役に
立った。 
② Discovery  
イリノイ大学図書館で導入している Discovery サ
ービス ExLibris 社の「Primo」iiiについて Grainger 
Engineering Library の Bill Mischo 氏と Webscale 
Metadata Librarian の William 氏による講義があっ
た。Bill 氏によれば、同図書館の蔵書検索の結果の
ログを分析していくと、OPAC の全検索 66％はシング
ルキーワードによる検索で、また全実行数のおよそ
3 割は過去のランキングの検索結果を取得したもの
であるいうことが分かった。これは単にヒット回数
上位のものを持ってきているので、ランキング表示
の限界、使われていないものがあるなど利用者にと
って必ずしも最適な検索結果でないという。そこで
いくつかある Discovery サービスのうち「Primo」を
導入したことで、○検索の高速化 ○より正確なフ
ァセット機能による検索結果の絞り込みが可能とな
り、さらに「Primo」の特徴である、利用者の研究分
野や専門領域によるランキングを調整するスカラー
リンク機能を導入したことで、利用者とってより最
適な検索結果を上位に表示することを実現できた。
この点について、同氏は「Primo」をかなり高評価し
ていた。 
（２） 研修 
① ワークショップ；DISC 研修 
3 日間にわたり「DISC」という自己診断ツールを
使ったコンサルタントによる講義とワークショップ
を行った。自分や他者の行動パターンや強みを理解
することで、業務における行動やコミュニケーショ
ンを円滑し、より良い人間関係や生産性の向上を促
す。DiSC とは Dominance(D) Infuluence(I) 
Steadineee(S) Conscientiousness(C)の頭文字をと
ったものである。初日は半日使い自己診断を行い、
残りの 2日間で結果とそれぞれの 4つの特徴説明、
個々人の職場で上司や同僚に対してどう行動をおこ
していくか、ワークシートを使ったり、グループワ
ークを行うなどして学んだ。 
 Dominance(D)  ； 結果を求めるために挑戦・行動
をおこすタイプ 
Infuluence(I) ； 話すのが大好きで、熱中しやす
いタイプ  
Steadineee(S) ； 面倒見がよく・信頼できる、聞
き役になるタイプ 
Conscientiousness(C) ； 分析的で、正確で緻密
に仕事するタイプ 
上記４タイプに診断される。タイプ別にわかれそれ
ぞれの強みや弱みを分析し何が足りないのか、どう
改善すれば人間関係を向上できるかを考え、お互い
に発表しあい、自分自身について気づきが得られた。
また別の診断ツールを用いて所属する図書館の上司
のタイプを割出し、仕事においてアプローチや提案
の仕方について議論を行った。各タイプは全て各人
に備わっているのであるが、強みの中でも自分の未
使用の部分をどう伸ばしていくか、自分がどのよう
な人で他者に対してどう接しているか、またはどう
見られているかを認識したうえで、行動・仕事して
いくことが重要であるとのことである。講義の最後
には、陣取ゲームを行い、異なるタイプとのチーム
ワークの取り方や大切さ、大変さを学んだ。 
② ワークショップ；FISH !研修 
 研修最終日に、素晴らしい職場環境や良い人間環
境を構築するには如何したらいいのかをシアトル
“Pike Place Market”で取り組まれている FISH 哲
学のワークショップを行った。これは図書「スティ
ーブ・Ｃ・ランディ共著（2000 年）『FISH~鮮度 100％
ぴちぴちオフィスのつくり方~』」にもなっている。
マクドナルドから米国海軍など世界中の組織が本書
の哲学を実践し、成功しているとのこと。その哲学
とは「Choose Your Attitude（態度を選ぶ）」「Be There
（注意をむける）」「Play（遊ぶ）」「Make Their Day
（人を喜ばせる）」の 4つである。インストラクチャ
ーの Jan Ison 氏はコンサルタントであるが、図書館
勤務約 28 年と長いことから、例えが非常にわかりや
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すく、DVD やロールプレイを交えながらだったので、
終始楽しく学ぶことができた。 
（３）各施設・図書館見学 
①自動書庫見学：Oak Street Library in Illinois 
University 
 イリノイ大学内にある Oak Street Library を見学
した。ここは、主に一般の図書で利用頻度の低い図
書を保管する図書館である。約 333 万冊所蔵してお
り、今でも一日約 1000 冊受入れている。利用者は入
館して利用できないので、各図書館カウンターから
所蔵する図書の閲覧希望や貸出依頼をする。それを
受け Oak Street Library では大きな重機を使い該当
するトレイに入っている図書を引出、該当図書を取
ってくる。そして学内のキャンパスメールサービス
を利用し、依頼のあった図書館へ該当図書を届ける
といったシステムになっている。 
 
 
 
②公共図書館見学：Chicago Public Library 
 訪問したシカゴ中央公共図書館ivは、1991 年 7 月
に“Harld Washington LibraryCenter”といってシ
カゴ初のアフリカ系市長「Harld Washington」の偉
業を称えて名づけられた図書館である。歳入の約
80％はシカゴ市とイリノイ州からの収入となるが、
寄付金団体“Chicago Public Library Foundation”
が４％しめている。この団体は、図書館資料やテク
ノロジー技術へのイニシアチブ、図書館利用者とコ
ミュニティを結ぶ、ことをミッションとして活動し
ている団体である。現在「One Book, One Chicago」
といって、ある図書についての討論会や芸術作品の
展示、著者シリーズ本の紹介、など様々な無料のイ
ベントを開催して読書コミュニティ普及活動を行っ
ている。 
 建物は、地下含め 11 階建、各階ごと分野別に資料
が配架されている。8階“Listening/Viewing Center 
Practice Rooms”があり、個室でピアノやボイスト
レーニングの練習ができる部屋を用意している。見
学当日もボイストレーニングしている利用者がいて、
Jazz の街シカゴならではの施設である。 
 
 
 
3 階には幼児向けのフロアで、ベビーカーが通れ
るように書架間が広くしてあり、貸出返却デスクは
子供の身長に合わせて低くするなどの工夫がされて
いる。2階には“Thomas Hughes Children’s Library”
と呼ぶフロアで、主に高校生向けのフロアとなって
いる。読書・課題をするコーナー、ゲームコーナー、
ＰＣコーナー、3 つにわけられている。パソコンに
ついては、操作やプログラミングを教えられるスタ
ッフが常駐している。 
訪問した公共図書館に共通することは、紙の図
書・雑誌・新聞の閲覧や貸出といった従来のサービ
スに加え、子供へはパソコンに慣れ親しんでもらえ
るように言葉遊びのゲームを用意したり、社会人に
対してはパソコン利用や Wifi 環境の整備、不慣れな
利用者へは利用講習会など利用対象に合わせたパソ
コンやネットワークについてのサービスがとても充
実しているのに大変驚いた。 
Oak Street Library 
＜Illinois University＞ 
8th Floor  Practice Room 
＜Chicago Public Library＞ 
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③施設見学：ＯＣＬＣ 
 OCLCvはオハイオ州ダブリンにあるアメリカ合衆
国のＮＰＯで、国内の図書館や世界各国の大学や研
究機関で構成される図書館サービス機関である。研
修地イリノイ州からバスで東へ移動し、インディア
ナ州を通過して 6時間のところにある。 
OCLC は 45 年前の 1967 年、オハイオ州立大学のメ
イン図書館にてスタートした。現在正式名称 OCLC
は「Online Computer Library Center」であるが、
当時は大学内にあったので「Ohio College Library 
Center」の略称だった。使命は“Connecting people 
to knowledge through library cooperation.”（図
書館の協力を通じ、人と和をつなぐ）、ビジョンは
“The world’s libraries connected”（世界の図書
館はつながる）viである。約 3 億レコード数、20 億
蔵書数を数える。扱っている言語のレコード数のう
ち 60％は非英語圏のもので、そのうち日本語は８％
を占めている。1971 年 8 月に「仕事」「データ」「労
力」をシェアするといったコンセプトのもと、コン
ピュータ分野で OS の一種である DOS を使用し、初め
て蔵書目録がオンライン化された。現在は Worldcat 
→Worldcatlocal→WorldShare とプラットフォーム
をかえ、世界中の図書目録をインターネット経由で
検索できるようになっている。下記の写真は
「Worldcat」のサーバ室、OCLC の心臓部である。 
 
 
 
この部屋の床下は、ケーブルの増設やシステムを
追加で設置できるようフリーアクセスフロアになっ
ている。停電の時は地下にある発電システムから電
源を供給して、データが破損しないような仕組みに
なっている。ホストセンターであるオハイオ州ダブ
リン以外にも、オーストラリア・シドニー、カナダ・
トロント、イギリス・ロンドンの 3 か所にデータセ
ンターを持っており、万が一本体がダウンしてもサ
ービスが継続できるようなバックアップ体制を整え
ている。 
また、オンライン化した頃からここダブリンで働
く唯一の日本人、小鷹久子氏にお会いすることがで
きた。担当は、日本語サイトの構築やマニュアルの
作成から日系企業や日本人来訪者の窓口対応まで日
本・アジア地域を一手に引き受けている。同氏は家
族で渡米し、1976 年オハイオ州立図書館で 8年間勤
務後、1984 年から OCLC で勤務、来年で勤続 30 年に
なる。アメリカでの生活をはじめ、日本語への翻訳
やコンピュータに関する業務上の苦労話から将来の
学術ネットワークまでいろいろとお話を伺うことが
できた。お話によれば OCLC の究極のゴールは、「世
界の学術機関や研究所・図書館等の書誌・所蔵を一
つの窓で検索できることである。それには、世界各
国で異なるマークデータの一元化、非英語圏の言語
（特にアジア地域言語）にも対応したインターフェ
イスやマニュアル等の作成が必要だ。」ということだ
そうだ。 
④図書館内の飲食について 
近年、日本の図書館では東日本大震災以降、ペッ
トボトルや蓋付きのボトルであれば飲むことのみ可
能という図書館が少しずつではあるが増えてきてい
る。たが、多くは閲覧席での飲食は一切禁止である。
アメリカでは、公共や大学の区別なく、図書館には
コーヒーショップがあり、通常の閲覧席ではコーヒ
ーやジュースを飲みながら勉強や読書、インターネ
ットや会話ができる。そのことについて各図書館の
担当者に聞いてみると、今でこそ館内で飲むことは
可能であるが、６～７年前までは日本と変わらず飲
食についてどこの図書館でも不可能であったと回答
が返ってきた。さらに詳しく聞いていくと可能にな
Worldcat のサーバ室 
＜OCLC＞ 
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った背景には、a)インターネットの普及による来館
者の減少 b)大手コーヒーチェーンによるコーヒー
文化の定着 があるとのことである。 
従来は、雑誌や新聞を読み、紙の図書を借りに図
書館へ行く。そこにコミュニティが生まれたくさん
の人が集う。しかし 90 年代に入りインターネットの
普及により状況が変わり、自宅や研究所から図書館
へアクセスし電子図書を借り、また電子雑誌や新聞
を読むことができるので、人が図書館へ来なくなっ
た。そうした状況に危機感を抱いた図書館は、図書
館へ来てもらう様にするにはどのような政策やイベ
ントを行ったらいいかと検討したところ「コーヒー
ショップを図書館内に設置」するという一つの結論
に達した。スターバックスやタリーズコーヒーに代
表されるコーヒーショップには多くの人が集う。終
始リラックスして、飲みながら話す人もいれば、課
題や勉強をする人もいる。自宅での環境をそのまま
図書館に作れば、コーヒーを求めに図書館へ行くこ
とで、来館者も増えるというのである。こうした動
きは 2008 年あたりから始まっているようで、現在で
も一部の図書館では飲食や私物の持込を不可能とす
る図書館もあるが、今回見学したほとんどの図書館
の入口付近にコーヒーショップがあり、館内で飲む
ことも許可されていた。見学した大学図書館の一つ
Eastern Illinois University Booth Library の図
書館長に、飲食について伺った時のコメントを紹介
する。「家庭でコーヒー飲みながら、読書やインター
ネット検索するのと同じだ。それを図書館でもやっ
ているのさ。でも図書館それぞれの事情があるので、
それぞれであった運用でいいのだよ。」館長のこのコ
メントがとても印象的だった。 
 
以下、研修中に訪問した図書館・関連施設のリスト
である。 
 【大学図書館】 
・Illinois University Library 
・Ohio University Library 
・Loyola University Library 
・Eastern Illinois University Booth Library 
・Parkland College Library 
 【公共図書館】 
・Westerville Public Library 
・Chicago Public Library 
・Champaign Public Library 
・Illinois State Library 
・Urbana Free Library 
・Arthur Public Library 
 【図書館関連施設】 
・Upshot Library 
・OCLC (Online Computer Library Center) 
・ALA（American Library Association） 
 
Ⅴ 目的に関する情報収集 
（１）電子書籍 
今回の研修の目的の一つである図書館における電
子書籍サービスに関する情報収集を行った。 
 
 
 
ここでは、研修終了後に個人的に訪問したミネソ
タ州にある St.Thomas University Libraryviiの例を
紹介する。電子書籍については 4 年前にレファレン
スブックを中心に、Wiley や Gale などの出版社から
購入をしたのが始めだそう。簡単に購入ができ、ダ
ウンロードや管理の手間が省けるという理由だから
である。貸出できる電子書籍は、Amazon 社の
Reader：Kindle にダウンロードしてサービスを行っ
ている。サービス利用対象者は大学の構成員；教員・
学生・事務職員に限り、貸出期間は 3 週間、予約利
電子書籍貸出キット 
＜Champaign Public Library＞ 
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用があった場合に限り 1日延滞する度に 5 ドルの罰
金が科せられる。今後は電子書籍のタイトルや媒体
を増やしていくようである。それには出版社との貸
出やライセンス・価格に関する交渉が非常に大切で、
「かなりタフな仕事だ」とヒアリングした Dani 
Roach 氏は言っていた。また訪問した公共図書館：
Champaign Public Library でも同様のサービスを行
っていて求めに応じ、予め電子書籍をダウンロード
して Kindleviiiをはじめ 2週間貸出している。 
（２）情報リテラシーについて 
情報リテラシーについてイリノイ大学の The Dean 
of International Asia Library の Steve Witt 氏に
伺うことができた。 
 開催時期であるが、毎年 9 月に行われる。夏休み
に入る 6 月頃、教員があらかじめサブジェクトライ
ブラリアンへ授業で利用者教育を行ってもらうよう
相談・依頼をする。1 コマ 50 分～60 分（大学院；3
時間）、内容は、図書館の活用法、教員の専門分野に
関してのデータベースの利用方法、資料のサーチ方
法、著作権問題、ILL による資料の入手方法など様々
である。新学期が始まると各教室へ出かけ講義を行
い、実習が必要な場合は図書館内にあるガイダンス
専用ルームへ利用者に来てもらい、講義と実習の両
方行う。サブジェクトライブラリアンが独自で行っ
たり、個別対応もしているが、基本的には教員の依
頼に基づき実施するのがほとんどである。 
 また、右写真は研修中に見学した Eastern 
Illinois University Booth Library の“E-classroom”
というＰＣ24 台が設置してあるガイダンスルーム
である。この大学でも新学期前に教員からあらかじ
め依頼され、図書館資料の探し方やデータベースの
検索方法など実習を交えてガイダンスを行っている。
Eastern Illinois University は 1895 年設立、教員
養成の大学として創始した。大学のある街チャール
ストンは、全人口約 20,000 人、そのうち約 12,000
人が学生という小さな街にあるので、娯楽施設もな
いので地域住民は Booth library をよく利用する。
高校生対象に、“資料のリサーチの仕方を学ぶ”とい
ったイベントなどを開催して地域住民へリテラシー
教育をおこなっている。 
 
 
 
（３） グループ学習室 
 訪問先の大学図書館で全てグループ学習室を設
置している。机（1 脚）、椅子（定員数分）、液晶モ
ニーター（1 台）+ディスプレーケーブル（1 本）ま
たはホワイトボードが設置されている。いたってシ
ンプルな部屋である。利用者は Web 上から予約を行
い、所定の時間になったら利用する。部屋の外側は、
中が見えるようにガラス張りになっているので、開
放感がある。一部の図書館ではプライバシーに配慮
してくもりガラスになっているところもある。この
ガラス窓にすることで、部屋の利用者からは常に見
られている意識、反対に部屋を覗く他の利用者にと
って勉強や学習する姿をみて刺激を受ける、といっ
た効果があるそうだ。運用に関してはそれぞれであ
る。例えば、イリノイ大学のUndergraduate Libraryix
では、○予約は 1 週間最大 2 件まで ○グループワ
ーク・課題研究等を目的とする ○グループのみで
の利用、一方 Royola University Libraryxでは、○
1 週間最大 6 時間まで ○授業・講義・セミナー等
での利用は不可能、というふうにルールが定められ、
同じ大学図書館であるが運用は異なる。夏休みの期
間であったが、一人で黙々と勉強している学生、本
番さながらにプレゼンテーションの練習をする男女
3人のグループ、など利用風景を見ることができた。 
 
E-classroom 
＜Booth Library＞ 
28
  
  
 
 
 
 
Ⅵ ＡＬＡ報告 
同州内シカゴで6月 27日～7月 2日まで開催され
ている ALA(American Library Association；全米図
書館協会)年次報告大会 2013xiへ参加した。研修終了
後に大会へ参加できるようにプログラムされている。
参加は任意であったが、3人の研修会仲間と大会へ
参加した。ダウンタウンから公共バスで約 25 分、主
要ホテルからは大会専用シャトルバスで 15 分のと
ころにあるマコーミックプレイスという施設で行わ
れ、雰囲気は毎年日本の横浜で行われている図書館
総合展のようなものであった。さまざまな講演やポ
スターセッション、企業・出版社・団体等の展示ブ
ースがある。○Proquest ○EBSCO ○Wiley ○
Cambridge Press ○Margent ○3M ○OCLC  
等々日本でお馴染みの出版社もブースがでていた。
ちなみに日本国籍の企業は見る限り、出展してなか
った。 
 
 
 
28 日のオープニングセレモニーに参加した。 
冒頭で Rahm Emanuel シカゴ市長は、「協会の役割
は大変大きい。これからも各図書館や専門職機関へ
教育、様々な変化への多様性、情報を提供し続けて
ほしい」と挨拶。その後、協会に功績のあった方た
ちへの表彰や海外招待者の紹介のち、『FREAKONOMIC 
(邦題；ヤバい経済学）』の著者“Steven D.Levit”
氏基調講演があった。 
終了後は各ブースを見てまわった。まずは会場の
広さに驚く。日本の国際展示場と同じかそれ以上の
広さに約 2600 ブースがあって一日ではとてもまわ
りきれない。ブースでは各データベースや電子書籍
の紹介、図書自動貸出システムや自動書庫の展示、
ベストセラー本をもつ出版社はサイン会や書籍の販
売をするなど、我々が毎年参加する総合展とほぼ同
じ会場の雰囲気・活気だった。期間中、会場やどこ
でも“WiFi”よるインターネットへ接続可能、しか
もパスワードなしで利用でき、タブレット端末やＰ
Ｃを持っている人には大変助かるサービスである。 
 
Ⅶ セントトーマス大学図書館 / ミネソタ大 
学図書館 
今研修と ALA 年次報告大会参加終了後、アメリカ
北西部の五大湖に面するミネソタ州内にある
University of St.Thomas と University of 
Minnesota(Uof M) の 2 大学へ訪問。本学元客員講師
の協力を得て実現した。U of M は、Ohio State 
University や Arizona University に次ぐ全米第 4
Group Rooms 
＜Undergraduate Library＞ 
Group Study Room 
＜Loyola University Library＞ 
シカゴ市長の挨拶 
＜ALA 年次報告大会＞ 
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の規模を誇る大学で、今回ツインズシティー校の
Wilson Libraryxii内にある East Asia Library を訪
問した。東アジア地域でも、中国・韓国・日本を中
心に図書・雑誌や映像など 154,000 以上の資料を所
蔵、ホームページからは各国のオンラインデータベ
ースへアクセスできる。石ノ森章太郎氏の作品「サ
ボーグ 009」「HOTEL」などのマンガも所蔵していた
（右下写真）。特徴なのは、同大学図書館では学習や
研究目的にあわせてゾーンわけを行い、様々な利用
環境を提供している。○Group and Quiet Study ○
Studying with Coffee ○Deep Quiet Study 等であ
る。左下写真は Wilson Library 3 階にある「Deep 
Quiet Study」、より静粛な空間で勉強したい利用者
向けの学習部屋である。 
 
 
 
 
 
 
Ⅷ 研修を振返って 
 1 ヵ月間という長期間にわたり実際にキャンパス
で生活し、図書館に関する講義や見学、そして利用
することで多くのことを学ぶことができ、有意義な
研修であった。米国の大学図書館だけでなく公共図
書館も含めた地域で、サービスが充実しているのを
目にした。 
 多く見聞きしたが、一番感じたのは、生活や学習
スタイルにあった図書館運営である。例えばネット
ワーク環境。通信会社を気にしなくても、大学キャ
ンパス内のネットワークならアクセスが可能で、図
書館から、学生寮から、教室から、どこでも利用で
きる。公共図書館でも館内であれば利用でき、しか
も許可されている場所であればコーヒー飲みながら
利用できる。さらに、近年需要が高くなってきた電
子書籍の貸出サービスを始めたり、また静かに学習
したい利用者向けやグループ利用など目的や学習の
形態にあった学習室・ミーティングルームの設置な
どをしている。公共図書館と大学図書館と図書館の
種類は異なるが、両図書館共通して高水準で同内容
のサービスを展開している。その実現には、各図書
館のミッションやポリシーのもと、図書館員がリー
ダーシップを発揮して、常に利用者のことを思い、
何が必要かを考えているからである。 
 日本の図書館と比較して、電子資料やグループ学
習室など先駆的な取組みや利用者を意識した図書館
運営は非常に参考になった。今すぐにでも導入した
い。しかし、優れたサービスやシステムをそのまま
自館へ取入れることは、米国の文化や社会背景、歴
史があるので、大変難しい。今回の研修の取組み事
例を参考に日本社会に適した形にアレンジし、サー
ビスや図書館運営を行っていきたい。 
 
※ 謝辞  
研修期間中様々な方にお世話になりました。ディ
レクター：Barbara J. Ford 氏をはじめとするイリ
ノイ大学モーテンソンセンターのスタッフとイリノ
イ大学皆さん、OCLC、公共図書館や大学図書館の担
当の皆様、そして各国から参加した 10 人の仲間、充
実した研修会となりました。感謝申し上げます。ま
た貴重な機会と費用をサポートしてくださった私立
大学図書館協会、長期にわたり研修へ許可いただき、
Deep Quiet Study 
＜University of Minnesota＞ 
マンガ Willson Library 所蔵 
＜University of Minnesota＞ 
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快く送りだして頂いた亜細亜大学図書館の皆様には
心から深く感謝申し上げます。 
                                                  
i Mortenson Center for International Library 
Programs 
http://www.library.illinois.edu/mortenson/ 
ii View the 2013 program schedule 
http://www.library.illinois.edu/mortenson/assoc
iates/Schedule.pdf 
iii LibGuides@University of Illinois Library 
Primo 
http://uiuc.libguides.com/primo 
iv Chicago Public Library 
http://www.chipublib.org/ 
v OCLC 
http://www.oclc.org/en-asiapacific/home.html 
vi 紀伊國屋書店 OCLC サイト 
http://www.kinokuniya.co.jp/03f/oclc/oclctop.ht
m 
vii university of ST. Thomas library (Borrow a 
Kindle) 
http://www.stthomas.edu/libraries/books/kindle
s/ 
viii Chicago Public Library 
http://www.champaign.org/downloadables 
ix Undergraduate Library in Illinois University  
http://www.library.illinois.edu/ugl/about/collabo
ratories.html 
x Loyola University Chicago Library 
http://www.luc.edu/ic/groupstudy.shtml 
xi ALA Annual Conference &Exhibition 
http://ala13.ala.org/ 
xii Study Spaces in Wilson Library, University 
of Minnesota 
https://www.lib.umn.edu/wilson/study-spaces 
 
＜参考資料＞ 
聖路加看護大学図書館 佐藤晋巨氏「2112 年度海
外派遣研修報告書」 
文教大学越谷図書館 鈴木正紀氏「2011 年度海外
派遣報告書」 
立教大学図書館 伊藤秀弥氏「2007 年度海外派
遣報告書」 
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≪図書館概況≫ 
１．平成25年度図書受入冊数 
  総 数  １０，６２０冊（和８，７５１冊  洋１，８６９冊） 
     図 書      ９，１３９冊（和 ７，６４２冊  洋１，４９７冊） 
     視聴覚資料      ３４５冊（和   ３３３冊  洋   １２冊） 
     製本雑誌     １，１３６冊（和   ７７６冊  洋  ３６０冊） 
  （内数）寄贈受入冊数 
     総 数   ２３１冊（和３１３冊  洋 ３２冊） 
      図書     １８６冊（和１５７冊  洋 ２９冊） 
      視聴覚資    １７冊（和 １３冊  洋  ４冊） 
      製本雑誌    ２８冊（和 ２８冊  洋  ０冊） 
     評価額   ８６５，５７０円 
  ※定価の記載がない図書等の計上金額 
    和書：２，３００円 洋書：１０，１００円 
 
２．除籍図書（平成26年3月31日除籍） 
  総 数   ４，１０６冊（和３，６９２冊  洋 ４１４冊） 
  金 額   １３，０９７，９４４円 
 
３．蔵書冊数（平成26年3月31日現在） 
  総 数 ６７３，８６７冊（和４３１，５３２冊 洋２４２，３３５冊） 
  図 書        ５５４，３２５冊（和３７４，３２０冊 洋１８０，００５冊） 
視聴覚資料       １３，０６７冊（和 １０，６５３冊 洋    ２，４１４冊） 
製本雑誌       １０６，４６５冊（和  ４６，５５９冊 洋 ５９，９１６冊） 
 
４．雑誌タイトル数（平成26年3月31日現在） 
  総 数  ５，０５４誌（継続２，１７３誌  完結２，８８１誌） 
     和 文  ３，０９３誌（継続１，８６２誌 完結１，２３１誌） 
       内､紀要 １，１４０誌（継続    ８６３誌 完結  ２７７誌） 
     欧 文  １，９６１誌（継続   ３１１誌 完結１，６５０誌） 
 
 
 
◇資料の所蔵数
電子ジャー
ナル
和洋
図書
冊数
開架図書
の冊数
(内数)
内国書 外国書 和洋
内
2013年度
　受入数
和洋 2010年度(H22)
2011年度
（H23)
2012年度
（H24)
2013年度
（H25)
亜細亜大学/
亜細亜大学短期大学部
　図書館
673,867冊 566,312冊 3,093冊 1,961冊 12,088種類 345種類 36種類 14,237冊 12,252冊 11,364冊 10,620冊
　　　◇図書受け入れ状況
図書館名称
図書の冊数
　　　　　　（冊）
定期刊行物
　（誌）
視聴覚資料
所蔵数（冊）
亜細亜大学/亜細亜大学短期大学部
　図書館
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和書 洋書 和書 洋書 和書 洋書
総記・図書館 251 48 35 13 286 61 347 27,615 9,479 37,094 5.9%
哲学・宗教 293 28 5 5 298 33 331 19,144 7,953 27,097 4.3%
歴史・地理 747 60 15 3 762 63 825 36,446 15,481 51,927 8.3%
社会科学 4,010 1,097 570 290 4,580 1,387 5,967 211,199 145,960 357,159 57.2%
総記 143 34 18 2 161 36 197 22,879 17,450 40,329 6.5%
政治 448 288 39 1 487 289 776
法律 748 147 142 236 890 383 1,273
経済 420 216 74 37 494 253 747 35,879 28,321 64,201 10.3%
経営 739 123 70 8 809 131 940 49,489 28,109 77,598 12.4%
⾦融 243 34 33 0 276 34 310
財政 170 19 41 0 211 19 230
統計学 15 2 28 0 43 2 45 2,957 3,058 6,013 1.0%
社会学 585 160 95 6 680 166 846 23,337 14,154 37,492 6.0%
教育 305 33 19 0 324 33 357 10,849 1,872 12,722 2.0%
⺠俗 158 26 5 0 163 26 189
国防 36 15 6 0 42 15 57
自然科学 285 33 16 45 301 78 379 13,745 4,958 18,703 3.0%
工学 496 79 30 1 526 80 606 15,365 3,572 18,937 3.0%
産業 525 106 100 0 625 106 731 25,438 11,210 36,648 5.9%
農業・水産 170 13 29 0 199 13 212 14,550 7,254 21,804 3.5%
商業・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 209 59 31 0 240 59 299
貿易・交通 146 34 40 0 186 34 220
芸術 344 13 3 0 347 13 360 9,841 823 10,663 1.7%
語学 245 23 1 1 246 24 270 18,272 13,133 31,405 5.0%
文学 364 10 1 2 365 12 377 26,052 8,486 34,538 5.5%
　合計 7,560 1,497 776 360 8,336 1,857 10,193 403,118 221,053 624,171 100.0%
視聴覚資料等 414 13 414 13 427 9,781 2,307 12,088
未分類図書 4,638 1,833 6,471
アジア研究所図書 13,995 17,142 31,137
　総計 7,974 1,510 776 360 8,750 1,870 10,620 431,532 242,335 673,867
主題 図書 製本雑誌 合計 総合計
（平成26年3⽉31⽇）
49,121 45,196 94,317 15.1%
和書 洋書
14,408 2.3%
6,536 3,544 10,080 1.6%
◇図書館分野別蔵書構成◇25年度　分類別図書・製本雑誌新規受⼊数
合計 蔵書割合
10,888 3,956 14,844 2.4%
10,151 4,257
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38,400 42,144 47,801 61,905 9,972 14,878 31,336 34,929 33,911 38,912 3,942 1,903 360,033 30,003
26 22 26 31 14 22 27 26 21 19 15 15 264 22
1,551 1,881 1,817 2,109 877 810 1,352 1,565 1,732 2,191 385 207 1,475
2,770 4,058 4,627 5,521 1,771 2,137 3,784 4,791 4,758 4,552 610 287 39,666 3,306
12月 １月 ２月 ３月 合計 月平均６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月
35
2,744
79
15
法学部
国際関係学部
286
19
18
527
21
19
638
33
6
11,700
平成24年度平成23年度平成22年度平成21年度 過去５年平均平成25年度
5
11
13,653
1,222
3
10,667
2,129
3
3,723
6
6
42,346
6,780
30
2,474
82
22
464
29
9,523
1,655
2,082
3
3,224
1,258
6
9,599
1,713
1,239
11
13,269
1,232
3
1,240
487
6
42,608
6,9086,986
40,354
6
541
1,510
3
1,254
12,423
10
1,762
9,368
5
1,271
4,283
3
2,018
8,568
4
34
680
20
15
590
39
91
2,932
3227
2,595
95
17
220
13
11,305
1,780
30
979
33
6
11,232
1,873
6,871
10
12,931
1,243
2
1,334
554
31
2,358
76
10
6
44,660
3
4,064
1,280
6
5
10,444
31
2,621
85
21
343
1,172
2,052
3
3,763
1,263
6
9,646
２月
1,711
10
12,464
1,246
2
17
19
611
30
８月
483
6
41,064
6,887
９月 10月 11月 12月 １月
短期大学部
総平均
区分
◇図書館入館者数
◇一人当り貸出冊数の推移
◇図書貸出冊数
貸出冊数
　　　　月 ４月 ５月
1,223
408
区分
アジア・国際経営戦略研究
科
（経営学研究科）
経済学研究科
法学研究科
経営学部
経済学部
大
学
院
大
学
平均入館者
開館日数
入館者者数
　　　　　月
区分
＊各年度の学⽣数は５⽉１⽇の在籍数を基準とし、貸出冊数は３⽉３１⽇締め貸出冊数。
４月 ５月 ６月 ７月 ３月 合計 月平均
（平成25年度）
（平成25年度）
15
10
23
5
2,160
3
5
3,521
1,269
5
8,437
1,644
8
35,350
6,890
10,054
154
230
10,044
1,280
1
552
423
上段：一人当たり貸出し冊数
中段：学生館外貸出し冊数
下段：在籍学生
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平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度
平日 213 208 210 216 212
土曜 34 33 34 34 34
日曜・祝日 8 12 17 13 18
合計 255 253 261 263 264
学生 364,700 356,337 367,601 341,263
教職員 9,502 8,888 9,159 8,835
学外者 3,235 2,752 11,746 11,090 9,935
合計 337,667 376,954 376,971 387,850 360,033
学生 44,660 43,917 42,608 42,346 35,350
教職員 2,784 2,572 2,767 3,185 3,174
学外者 2,111 1,852 1,871 1,555 1,142
合計 49,555 48,341 47,246 47,086 39,666
回数 11 9 9 9 9
対象者 新入生 新入生 新入生 新入生 新入生
回数 37 10 11 14 20
参加者 566 461 156 238 337
学部学科指導 回数 29 51 50 48 46
回数 1 1 0 3 7
参加者 50 33 0 14 30
回数 78 71 70 74 82
参加者 - - - -
学生 599 563 386 396 248
教職員 92 61 34 88 4
小計 691 624 420 484 252
学生 227 123 183 66 37
教職員 24 8 8 14 3
小計 251 131 191 80 40
学生 826 686 569 462 285
教職員 116 69 42 102 7
小計 942 755 611 564 292
依頼 113 135 125 143 87
受付 339 305 213 225 234
依頼 17 16 24 23 5
受付 43 40 17 17 16
依頼 10 19 12 7 18
受付 26 24 16 25 18
依頼 1 1 1 0 2
受付 11 12 6 11 7
依頼 44 126 35 50 75
受付 81 78 31 40 82
依頼 5 13 3 6 4
受付 3 3 6 3 2
依頼 7 20 13 10 18
受付 34 23 19 10 20
依頼 1 1 2 0 8
受付 11 13 7 15 8
国会図書館 （借） 8 1 2 2 4
卒業生 32 35 40 34 44
社会人（一般） 15 12 9 11 12
合計 47 47 49 45 56
経営学部 9 31 9 1 19
経済学部 4 10 3 10 1
法学部 8 10 12 15 8
国際関係学部 11 22 24 12 19
大学院 15 53 45 34 10
短期大学部 0 0 0 0 0
合計 47 126 93 72 57
文献複写
東京⻄地区
相互協⼒（内数）
　相互協⼒
　利⽤者
　ガイダンス
図書館ツアー
文献指導
ＣＤ－ＲＯＭ・
オンライン
合計
利⽤者サービス
所蔵調査
事項調査
合計
　レファレンス
　開館日数
　入館者数
334,432
　貸出冊数
　図書館利⽤証発⾏数
　希望図書制度利⽤状況
紹介状
東京⻄地区
相互協⼒（内数）
相互貸借
東京⻄地区
相互協⼒（内数）
参考調査
東京⻄地区
相互協⼒（内数）
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No. 分野 有料データベース名 概　　要 接続形態 同時アクセス
1 洋雑誌新聞
ProQuest
　人文社会科学、ビジネス、自然科学の学術雑誌・論文DB
人文社会科学系から自然科学など160の学術分野に及ぶ雑誌や新聞、学
位論文、調査レポート等を複合的に収録したデータベース。＜全文DB>
・ProQuest Reserch Library（総合分野データベース）
・ABI/INFORM Complete（ビジネス・経済）等12,600誌を収録。
・新聞は、The Wall Street Journal/ The Los Angeles Times /The
New Nork Timesほか、世界主要500紙を収録。
自動認証 無制限
2 洋雑誌 EBSCOhost　人文社会科学、ビジネス、経済、観光の学術雑誌・論文DB
人文・社会科学、理工学系の学術雑誌を中心に、幅広い学問領域の雑誌
論文を網羅した外国雑誌データベース。＜全文DB＞
・Academic Search Elite（総合分野）+Business Source Premire
（経営・経済)+Hospitality & Tourism Complete（サービス業全般）
・EconLit with Full Text（経済学・4アクセス）・EBSCOhost機能を
利用した電子書籍（=「Net library」）サービスも提供している。
自動認証 無制限(4)
3 洋雑誌 Science Direct　Elsevier社会科学分野電子ジャーナル
オランダElsevierが出版している学術雑誌のオンラインＤＢ。冊子体購
入45タイトルが電子ジャーナルとしてオンライン閲覧できる。購入のな
い雑誌を電子ジャーナルのみ閲覧できるサブジェクトコレクション（ビ
ジネス、マネージメント、会計学、経済学)も付加。＜全文DB＞
自動認証 無制限
4 洋判例 Westlaw International　米国判例、法令、行政資料、法律雑誌等法律情報検索DB
米国最大のTHOMSON REUTERが提供する法律全文情報検索システ
ム。法律、ニュース、ビジネスまで、アメリカ判例・法令の全文を中心
に、行政規則、議会情報、LAW REVIEWなど情報を網羅。＜全文DB＞
自動認証 無制限
5 洋雑誌法学
Hein-On-Line
　法律雑誌フルテキストサービス
William S. Hein & Co., Inc.提供で法学分野における約1,200タイトル
以上の主要定期刊行物をフルテキストで収録したDB。アメリカ政府の
発行する官報「Federal Register」、「U.S.Reports」「Treaties and
Agreement Library」イギリスの判例集、法案、判例など、アメリカ
法、国際法に関するコンテンツを収録。＜全文DB＞
自動認証 無制限
6 洋書誌法学
Wilson Index to Legal Periodicals & Books
　法律学分野書誌DB  ※EBSCOhostより検索
米国、プエルトリコ、英国、アイルランド、カナダ、オーストラリア、
ニュージーランドの主要な法律誌、年鑑、研究所・弁護士会機関誌、大
学出版物、法律レビュー誌の記事の書誌DB。法律学の学術雑誌、年
鑑、学会誌、裁判関係の雑誌、大学の出版物、法学関係の書評、政府刊
行物等に収録されている記事のデータを収録。全文提供なし。
自動認証 1
7 洋雑誌国際
Source OECD
　経済協力開発機構出版物DB
OECDの出版物について、単行書、雑誌を中心に、統計資料などを収録
したDB。＜全文DB＞単行本と定期刊行物は1998年以降現在までに出
版された資料のすべてと絶版になって冊子体では入手できない資料も、
PDFファイルで閲覧、ダウンロードが可能。StatisticsはエクセルTMな
どの形式で過去最長1960年から直近のデータまでダウンロード可。
自動認証 無制限
8 洋情報国際
United Nation ODS
　Official Documents System
1946年以降公開された国連資料（総会､安全保障会議等）がインター
ネットを通して高速に検索閲覧できる情報提供サービス。＜全文DB＞ 自動認証 無制限
9 洋情報国際
EIU Country Report & Profiles
　Economist Intelligence Unit Country Report
英国の国際経済誌「The Economist」の企業間事業部門であるＥＩＵに
よる政治・経済の最新動向を分析したレポートで、各国別にEIUによる
政治見解、経済政策、国内経済、及び産業部門の動向や外国貿易に関し
解説した報告書DB。政治経済分析は世界的な定評があり、本学ではア
ジア諸国を中心に17カ国の情報が入手できる。＜全文DB＞
自動認証 無制限
10 洋情報国際
integrum
　ロシア・スラブ系　総合データベース
ロシア中央および地方の新聞・雑誌をはじめとする、ロシア関係の資料
を集約した世界最大のオンラインコレクション。情報源の総数は5,000
以上、文書量4億件以上、毎日4万件以上の文書が追加されている。主要
紙は1990年代までさかのぼり、最新号は出版される前に入手が可能。
自動認証 1
11 洋雑誌経済
NBER
　NATIONAL BUREAU OF ECONOMIC RESEARCH
NBER全米経済研究所は非営利・無党派の民間組織であり、米国の500
大学以上の著名な研究者の経済動向に関する最新のワーキングペーパー
等を収録しているDBである。＜全文DB＞
自動認証 無制限
12 洋情報財務
Mergent Online
　世界の主要な上場企業の企業情報、財務データＤＢ
米国、アジア、欧州、オセアニア、中南米の上場企業の企業情報、財務
データが入手できるオンラインDB。＜全文DB＞
収録データは、詳細かつ広範囲、長期にわたって蓄積され、すでに消滅
した企業の情報、アニュアルレポート、有価証券報告書や格付情報など
の付加価値情報も多数収録。最新の検索機能や分析リポート作成機能が
ある。また、環太平洋エリアの主要産業レポートも付加されている。
自動認証 5(1)
13 洋雑誌経営
Emerald Management Xtra
　マネージメント学術専門誌ＯＪ
Emeraldは、英国のウェスト・ヨークシャーのブラッドフォード大学を
中心とした経営学のスペシャリストによる出版事業MCB University
Pressから発展したマネージメント学術専門誌のフルテキスト・オンラ
イン･ジャーナル・コレクションで、世界の主要マネージメント雑誌の掲
載記事・論文に関する速報、レビュー、抄録をも提供するゲートウェイ･
サービス。図書館利用者すべてが利用可能。＜全文DB＞
自動認証 無制限
14 洋情報検索
ＩＭＤ
 IMD World Competitiveness
スイスの調査研究機関である国際経営開発研究所（ＩＭＤ）が様々な指
標を使って、国際競争力を評価し、ランキングしている年鑑。企業の競
争力を支えるために、経済・経営・施策環境などがわかる。
自動認証 無制限
15 中国雑誌法・済
CNKI　China Naitonal Knowledge Infrastructure
　中国学術文献オンラインサービス　法律・経済・管理
中国（台湾・香港・以外）で発行される法律、経済管理分野の学術的雑
誌や重要な新聞、研究機関が認定する学位論文、各種国際的学術学会で
発表された論文集等の文献が閲覧できるサービス。＜全文DB＞
自動認証 3
16 洋図書書誌検索
Books in Print /Books out of Print
　洋書籍の書誌情報DB
R. R. Bowker 社作成の米国で出版された図書に関する最も網羅的な情
報源。現在出版されている本と絶版本の書誌情報が検索できる。180万
近い既刊図書、49,000の出版社、卸業者、代理店と77,000以上の主題
見出しを含む米国の出版産業へのアクセスを提供。全文提供なし。
自動認証 1
17 英国議会資料
ＨＣＰＰ
　19c/20c House of Commons Pariamentary Papers
近代以降の英国、英国植民地及びその時代を取り巻いた諸外国の歴史・
社会・政治・経済、外交政策を研究する上で、欠くことのできない重要
な一次資料です。英国議会資料の中でもとくに重要視される下院議会文
書19世紀分と20世紀分をデジタル化してweb上で一括検索できる。
自動認証 無制限
18 英国議会資料
HCPP
  18C Pariamentary Papers
英国議会資料は、英国、英国植民地及び、その時代を取り巻いた諸外国
の歴史・社会・政治・経済、外交政策を研究する上で、欠くことのでき
ない重要な一次資料です。1688年名誉革命から1834年ウェストミンス
ター宮殿焼失までの各種文書約100万ページを提供する。
自動認証 無制限
19 米国文書 Digital National Security Archive　アメリカ外交政策極秘文書シリーズ
The National Security Archive (通称ＮＳＡ)は、情報公開法に基づき
体系的に公開請求を行い収集した米国国家安全保障の一次文献の中から
特に重要なものをテーマごとに整理・インデックス化したwebデータ
ベース。1945年以降の約80,000件、500,000ページの文書を収録。
自動認証 無制限
20 洋抄録・引用情報 Scopus
Scopus（スコーパス）は、エルゼビアが提供する世界最大級の抄録・
引用文献データベース。全分野（科学・技術・医学・社会科学・人文科
学）、世界5,000以上の出版社の20,500誌以上のジャーナルを収録して
いる。1996年以降の論文は、抄録に加えて参考文献も収録。
個別認証 無制限
21 和洋新聞雑誌
EBSCO　A to Z
　雑誌タイトルからリンク先を検索するサービス
出版社やデータベース間のリンク情報を管理し、購読誌、データベース
上のすべての雑誌をアルファベット順にリストアップするポータルサー
ビス。重複調査や統合利用統計など購読管理ツールの活用により、合理
的なデータベースの運用ができる。
自動認証 無制限
利用方法：武蔵野キャンパス内ネットワークからアクセスが可能です。図書館学内ホームページ（http://iwww1.asia-u.ac.jp/~lib/）の左側メニューの「オン
ライン検索」から、オンライン検索へのリンクページのアイコンもしくはテキストリンクをクリックしてください。ご自宅からのご利用は、教職員のみが対象
で、プロキシサーバーを利用した接続に限定されます。
ACSⅡにログインし、画面左側メニューの「他システム_1」「オンライン検索」から接続に必要なPC設定を行ってご利用ください。
ご案内：表中の内容は2013年4月1日現在のもので、掲載内容については各出版社の都合で変更されることがありますので、予めご了承ください。
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 No. 分野 有料データベース名 概　　要 接続形態 同時アクセス
22 和洋新聞雑誌
Factiva.com
　Dow Jones社提供ニュースサービス　総合的情報収集ツール
世界各国の主要な新聞、業界紙、雑誌などのニュースから、企業情報、
マーケット情報などビジネス情報を提供。日本はじめ200か国から23言
語で提供される約28,000の情報ソースの最新ニュースから過去にさかの
ぼる情報を横断的に検索。多言語のビジネス情報DBサービスで、
Investextが提供するアナリストレポートなども利用可能。＜全文DB＞
自動認証 3
23 和洋雑誌管理
RefWorks
　学術情報・研究成果の収集と管理を支援するwebサービス
研究者、教職員、学生、図書館員などあらゆる利用者層のニーズに対応
し、研究成果や電子リソースから収集した学術情報を蓄積・管理し、そ
れらを共有化したり、情報発信するためのウェブサービス。1アカウン
トあたり5GBまでのデータ保存が可能。
個別認証 無制限
24
和洋
事典・年
鑑
Britannica
  ブリタニカ・オンライン・ジャパン
ブリタニカ国際大百科事典（大項目事典・小項目事典）と国際年鑑を
データベース化した「ブリタニカ・オンライン・ジャパン」、240年以
上の歴史をもつEnclopaedia Britanicaのオンラインデータベース
「Britanica online」、2つのデータベースが標準仕様で利用できる。
自動認証 無制限
25 和記事検索
MAGAZINE PLUS
　マガジンプラス NICHIGAI WEB サービス
一般誌から専門誌、大学紀要、海外誌紙の記事検索DB。 亜大ＯＰＡＣ ・
WebcatPlus ・J-STAGE 原文・東洋経済DCL・JJRNaviの原文やRefWorksに連携。
国立国会図書館（NDL）の「雑誌記事索引」ファイルを収録するほか、
「雑誌記事索引」ではカバーしきれない年報類・論文集（14,000点・
62万論文）や、一般誌などを追加。MAGAZINEPLUS 雑誌24,806誌、
図書13,123冊、1,223万件（論文・記事）を収録。＜一部全文提供＞
自動認証 5
26 和記事検索
Web OYA-bunko教育機関版
　大宅壮一文庫　雑誌記事索引検索Web版
雑誌専門図書館・大宅壮一文庫の雑誌記事索引によって、週刊誌・総合
誌・女性誌など現代「マガジン」の記事情報が取得できる。1988年以
降最新までの約1200誌(刊行中400誌)から採録した索引総数560万件以
上の記事検索DB。月1回約15,000件データ更新が継続。＜全文提供＞
自動認証 1
27 和図書検索
BOOK PLUS
　ブックプラス NICHIGAI WEBサービス
昭和元年より現在までに出版された本の情報、約400万件を収録した
DB。情報は毎日追加・更新され、絶版書・非流通本なども多数収録。
1986年以降の本には、要旨・目次情報、あらすじ、2000年以降は、著
者紹介情報を掲載。最近2週間の新着情報（毎日更新、本の目次・あら
すじのほか、表紙のカラー画像付き）、ベストセラーと著者情報（毎週
更新、要旨・目次・著者情報付き）も掲載。全文提供なし。
自動認証 1
28
図書/雑誌
学術論文
検索
GeNii（ジーニイ）
　国立情報学研究所　学術コンテンツポータル
国立情報学研究所が運営するCiNii（日本の学術論文を中心にした論文情
報の検索）、 Webcat Plus（図書や雑誌を検索し、所蔵している大学図
書館等の検索）、KAKEN（科学研究費補助金DB）、JAIRO（日本の学
術機関リポジトリに蓄積された学術情報）、を統合的に検索。
自動認証 無制限
29 和文献検索
J Dream Ⅲ
　科学技術文献情報DB
科学技術や医学・薬学関係の国内外文献情報が検索できるDB。収録文
献は6,000万件で、科学技術の全分野にわたり網羅的に収録。内容は、
学協会誌（ジャーナル）、会議・論文集/予稿集、企業技報、公共資料
など。研究者や技術情報担当者向けDB。全文提供なし。
自動認証 10
30 和情報検索
JapanKnowledge +NK
　ジャパンナレッジ・プラスエヌケイ　百科事典
日本大百科全書のデータをベースとしたデータベースで、百科事典とし
ての機能のほか、英和辞典など15の事典や、「日本国語大辞典」「国史
大辞典WEB」、現代用語の基礎知識、経済週刊誌「エコノミスト」、
「東洋文庫」などを収録。辞書、事典を横断検索し読み比べが容易で多
面的な知識が収集できる。＜全文DB＞
自動認証 1
31 和雑誌検索
東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリー
　雑誌記事検索
『週刊東洋経済』『金融ビジネス』『Think』『一橋ビジネスレ
ビュー』『統計月報』を始めとする１８種の雑誌を収録し、掲載された
誌面のままのPDFやテキストでダウンロードが可能。また、『会社四季
報』『就職四季報』『CSR企業総覧』『日本の企業グループ』などの
データブックをオンライン上で見ることができるデータベース。レポー
ト作成、就職活動で有用な資料として活用できる。＜全文DB＞
自動認証 7
32 和情報検索
日経テレコン２１
　日本経済新聞社　新聞・ビジネス誌DBサービス
日経４紙をはじめ、国内120万社、世界5,000万社の企業情報や人事情
報等、幅広い分野の情報を網羅したDB。日本経済新聞の過去の記事を
1981年から収録され、情報リソースの一元化により、業界動向の情報
収集、取引先の業績、信用調査など確かなリソースから入手した情報を
収録。＜全文DB＞
自動認証 5
33 和雑誌 日経BP記事検索サービス 大学版　バックナンバー・ライブラリー
日経BP社が発行する雑誌のバックナンバー記事が、オンライン上で、テ
キスト形式（本文のみ）またはPDF形式（記事全体）でダウンロードで
きるサービス。最新号も発売日以降順次掲載され、読みたい情報がいつ
でも簡単に検索・閲覧できる。 （全40誌）＜全文DB＞
自動認証 12000本
34 和新聞記事
聞蔵（きくぞう）Ⅱビジュアル
　朝日新聞記事DB
朝日新聞社が著作権を有する新聞記事・ＡＥＲＡ・週刊朝日の記事、知
恵蔵の現代用語を収録しているDB。新聞記事は1879年の創刊から今日
まで、約1,300万件以上の記事と広告が検索できる国内最大級の新聞記
事オンラインデータベース。1985年から現在まではテキスト表示と
2005年以降は切り抜き・図表イメージで収録。 ＜全文DB＞
自動認証 5
35 和情報検索
D-VISION NET for University
　ダイヤモンド社企業情報DB
ダイヤモンド社が提供する企業情報DBサービス。有力企業８万社、１
９万事業所、役員・管理職２５万人の豊富なデータを収録。大学・学
校・図書館を対象とした企業・ビジネス情報検索サービスで企業研究、
レポート作成、卒論の資料、最新のビジネス動向の把握に利用できる。
『週刊ダイヤモンド』記事検索やバックナンバーも収録。＜全文DB＞
自動認証 2
36 和情報検索
EOL
　国内企業の財務情報データベース
有価証券報告書（1984年以降）、決算短信、財務データ（1989年以
降）、新規公開目論見書（2001年以降）、企業基本情報、企業ランキ
ングシステムデータベースなどの企業財務情報、企業日財務情報を収
録。eol版XBRLデータを活用した同業他社との財務データ比較や業界平
均値との比較も可能。
自動認証 3
37 和情報検索
月刊『国際問題』
　国際問題専門紙のオンラインサービス
月刊『国際問題』は、1960年4月に日本唯一の月刊国際問題専門誌とし
て創刊された。 流動する国際社会を的確に理解するため、わが国有数の
専門家が実証的かつ解説的な論文を執筆している。また、基礎資料、国
際問題文献、書評等も紹介している。＜全文DB＞
自動認証 1
38 和判例 TKCローライブラリー（LEX/DBインターネット）　ＴＫＣ法律情報DB
ＴＫＣローライブラリーは「判例」「法令」「判例解説」を中心とした
総合法律情報DB。明治８年の大審院判例から現在までの判例全文と関
連情報約75万件を網羅的に収録した「ＬＥＸ／ＤＢインターネット」
や、法務省責任編集による我が国最高権威の法令集「現行日本法規」に
基づいた法令DB「Ｓｕｐｅｒ法令」等が利用できる。＜全文DB＞
自動認証 7
39 和法律検索
D1-Law.com
　第一法規「判例体系」「法律判例文献情報」DB
「判例体系」の約22万件の判例と理解するための要旨・解説情報、「法
律判例文献情報」に収集した約55万件の文献情報等の法情報を掲載した
DB。判例は法律家が検討を加えた争点別の要旨を掲載。＜全文DB＞
自動認証 2
40 和法律検索
D1-Law.com
　税務・会計データベース
『税務・会計データベース』は、第一法規の税務・会計分野のWEB商品
を１つに集約した総合サイト。国税の主要税目である法人税、所得税、
相続税、消費税をトータルカバーしている。
自動認証 2
41 和情報 官報情報検索サービス 日本の官報（本紙、号外、政府調達公告版、資料版、目録）が検索できる独立行政法人国立印刷局から提供のサービス。＜全文DB＞ 自動認証 1
42 和情報 ＪＣＥＲ　日本経済研究センターのオンラインサービス
日本経済研究センターは1963年に日本経済の発展に寄与することを目
的に事業を開始した非営利の民間研究機関。オンラインDBでは独自の
経済予測・分析や景気指標、所属する研究員の研究リポート、学術論文
「日本経済研究」、政策提言誌「Asian Economic Policy Review」、
機関誌「日本経済研究センター会報」などを収録する。
自動認証 無制限
43 和情報 レコフM＆Aデータベース
日本企業のM&Aをどこよりも網羅的に、即日性をもって構築している
日本で最も信頼性の高いデータベース。日本のM&A市場、業界再編動
向、企業戦略などの分析ツール。
ID　PASS
５階閲覧カ
ウンター
1
44 和情報 NEEDS-Financial QUEST
日本企業のM&Aをどこよりも網羅的に、即日性をもって構築している
日本で最も信頼性の高いデータベース。日本のM&A市場、業界再編動
向、企業戦略などの分析ツール。
自動認証 10
45 和記事検索 ざっさくプラス
皓星社刊行の『明治・大正・昭和前期 雑誌記事索引集成』（１２０巻）
を基に作成された データベース。明治初期から現在まで、総合雑誌など
全国誌から地方で発行された雑誌が検索できる。
自動認証 1
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利⽤料 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 3000円 ー 3000円 ー ー ー ー ー
入館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
図書貸出 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × ×
貸出冊数 30 20 20 30 10 10 10 15 10 15 15 10 3 10 10 10 × × × × × × ×
貸出期間 3か月 3か月 3か月 3か月 2週間 2週間 2週間 1か月 2週間 1か月 1か月 2週間 １週間延⻑× 2週間 2週間 2週間 × × × × × × ×
⻑期貸出（夏・冬・春） ー ー ー ー ー ー ー 15 20 30 30 20 × 20 20 20 × × × × × × ×
指定図書貸出 ー ー ー ー ー ー ー × 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × ×
予約図書 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × ×
希望図書 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × × × × × × ×
４階ＡV資料 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × × ×
別館図書請求 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
２・３階ＰＣフロア 〇 〇 〇 〇 △ △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × × ×
モノクロ印刷上限（枚） ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ 600 1000 1000 300 300 300 300 300 × × 300 × × × ×
カラー印刷上限（枚） 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 50 100 100 50 × × 50 × × × ×
プレゼンルーム 〇 〇 〇 〇 △ △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × ×
M2L 〇 〇 〇 〇 △ △ △ 〇 〇 〇 〇 × × × × △ × × × × × × ×
ＩＬＬ・図書貸借依頼 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × × × × × × ×
ＩＬＬ・文献複写依頼 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × × × × × × ×
所蔵調査 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
電話による所蔵調査 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × ×
紹介状発⾏ 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × × × × × × ×
オンラインＤＢ 〇 〇 〇 〇 △ △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × × ×
オンライン代⾏検索 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × × × × × × ×
ＯＰＡＣ検索 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
ネット文献探索 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × × ×
ＣＤ-ＲＯＭ 〇 〇 〇 〇 △ △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × ×
Felica登録 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × ×
複写代⾏(業者） 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
資料⇒ＰＤＦコピー × × × 〇 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
※　別館資料請求の受付時間　（平日　午前９時から午後４時３０まで）　（⼟曜日　午前９時から午前１１時３０分まで）
※　別科生は春の⻑期貸出はありません。
※　△＝業務上の使用は可
※　ＵＡ：客員研究員　ＶＡ：留学生別科
※　大学院　Ａ：アジア・国際経営戦略研究科博⼠前期　Ｅ：経済学研究科　Ｌ：法学研究科　Ｂ：経営学研究科　Ｍ：博⼠前期　Ｄ：博⼠後期　ＹＧ：大学院研究生　ＷＧ：大学院委託生
※　ＺＡ：社会人聴講生　ＺＢ：大学院聴講生　ＺＣ：学部特別聴講生（単位互換）　ＺＤ：大学院特別聴講生　ＸＣ：教職課程履修生　ＸＤ：図書館学課程履修生　ＸＥ：社会教育課程履修生　ＸＡ：科目等履修生
（学部）　ＸＢ：科目等履修生（大学院）
※　ＹＡ：アジア研究所研究生　ＹＣ：英語教育研究所研究生
※　ＷＵ：学部委託生　ＷＡ：アジア研究所委託生　ＷＣ：英語教育研究所委託生　ＷＶ：留学生別科委託生
※　上記設定は、２０１３年３月３１日現在。
利用区分
利　　　用　　　者
教　職　員　等
⾒　学　者
学　生　等 学　外　者
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  2013 年 4 月 30 日 
教職員各位  
  このメールは、図書館からの情報発信を目的としています。 新
着図書や雑誌、オンライン等の情報を年４回に分けてお知らせ
いたします。今回は、4-6 月の開館日程と図書館の情報です。  
  ■□■□  目 次  ■□■□ 
 1. 図書館からのお知らせ！ 
 2. 4-6 月の図書館開館日程 
 3. オンライン情報 
 4. 新規雑誌（冊子体）情報 
 5. 新着図書情報 
  □■□■  ■ □  ■□■□ 
 今年度もこのメルマガを通して図書館から色々な情報をお伝
えしていきたいと思います。 
 どうぞよろしくお願いいたします。 
 
 ◆◇ 1. 図書館からのお知らせ！ ◇◆ 
 ① 新規オンライン「ブリタニカ・オンライン・ジャパン」、
「Eighteenth Century  Parliamentary Papers(HCCP)」、
「Digital National Security Archive（アメリカ外交政策極秘
文書シリーズ）」が入りました。 
 →詳しくは、「３．オンライン情報」をご覧ください。 
 ② 「5Ｆ展示雑誌コーナー」のタイトルを入替中です。 
5Ｆ東側に、よく使われるような雑誌の当年（2013 年）分を展示
している「展示雑誌コーナー」があります。そちらのタイトル
を少し入れ替え、本学の学部系専門・一般教養科目群に従い, 
次のとおり大まかに３群に分けて誌名の ABC 順に並べる作業を 
行っています。 
・「一般教養娯楽和雑誌コーナー（南面）」（学部系教養科目関係 
の雑誌[図書館・教職関係、歴史、哲学、文学等]も含む） 
・「学部専門科目（関係）和雑誌コーナー（正面・裏・北面に続
く）」 
・「中国・韓国語雑誌コーナー（北面）」（中国・韓国語で書かれ
た雑誌） 
*「書店 PR 誌」は 5Ｆバックナンバー室前「木製書架」にま 
とめて別置しています。 
 *「洋雑誌」の新着雑誌はすべて高書架にあります。 
なお、この展示雑誌コーナー（414 誌）にはスペースの関係で全
継続誌（2,200 誌）を出せないため、高書架に最新号を置いたま
まの雑誌もあります。ご不明の点は 5Ｆカウンターまたは逐次刊
行物チームまでお問い合わせください。 
 
 ◆◇ 2. 4－6 月の図書館開館日程 ◇◆ 
 ○ 4 月 10 日（水）～6 月（通常開館） 
       月 ～ 金   ： 9：00～21：00 
      土  ： 9：00～19：00      
（地下書庫・2Ｆ・4Ｆフロアは閉館 30 分前まで利用できます）  
       休 館 日   ： 各日曜日・祝日、5 月 1日（水)～5 月 6 日（月）      
======================================================== 
           特別開館 ： 6 月 23 日（日）   9：00～17：00 
4Ｆ/地下書庫は閉館 30 分前まで。2Ｆオープン PC は使えません 
======================================================== 
開館カレンダーはこちらから 
→http://iwww1.asia-u.ac.jp/~lib/info/info_calendar.htm 
                 
 ◆◇ 3. オンライン情報 ◇◆ 
☆・・・ オンライン検索は学内専用です。ご自宅からの設定
は別途お問い合わせください ・・・ 
《新規情報》 
① ブリタニカ・オンライン・ジャパン（ブリタニカ国際大百
科事典） 
ブリタニカ国際大百科事典（大項目辞典、小項目辞典）および
国際年鑑をデータベース化した「ブリタニカ・オンライン・ジ
ャパン（日本語）」と２４０年以上の歴史を持つ、Encyclopaedia 
Britannica のオンラインデータベース「Britannica Online（英
語）」の 2つのデータベースが標準仕様で利用できます。 
ブリタニカ・オンライン・ジャパンへはこちらをクリック  
→  
 ②  Eighteenth Century Parliamentary Papers(HCPP)（英国
議会資料データベース） 
英国議会資料は、英国、植民地、および周辺諸国の歴史、社会、
政治、経済、外交政策を研究する上で、欠かすことのできない
一次資料です。"Long 18th century"と称される期間（1688 年の
名誉革命から 1834 年ウェストミンスター宮殿焼失まで）の各種
文書約 100 万ページを提供します。 
Eighteenth Century Parliamentary Papers へは 
こちらをクリック →  
③ Digital National Security Archive（アメリカ外交政策極
秘文書シリーズ） 
The National Security Archive（通称 NSA）は 1985 年に設立さ
れた非営利団体で、現代米国の国家安全保障に関する一次資料
に関しては、米国政府に次ぐ最大の所蔵先と言われています。
当コレクションは、NSA の所蔵文献の中から特に重要なテーマに
関するものをデータベース化することにより、米国だけでなく
世界の研究者に利用可能とさせるものです。NSA にて選抜された
専門委員団によって収集・整理・インデックス化された一次資
料は、その使い易さの点で際立って価値の高いコレクションと
して、各国の研究者から高い評価を受けています。 
Digital National Security Archive へはこちらをクリック 
→  
《契約変更情報》 
① 本学が契約している「JDreamⅡ」が「JDreamⅢ」に変更に
なりました。2012 年度末を持ちこれまで JST が提供してきた
「JDreamⅡ」（科学技術・医学に関する、学術論文や解説的記事
などの文献情報を幅広く検索するデータベース）が、株式会社
ジー・サーチに移管され、「JDreamⅢ」としてリニューアルされ
ました。 
《更新情報》 
① EBSCO A to Z に東洋経済デジタルコンテンツサービスが
リンクされました。 
４月より EBSCO A to Z(雑誌タイトルからリンク先を検索するデ
ータベース）に東洋経済新報社の雑誌が検索できる「東洋経済
デジタルコンテンツサービス」がリンクされ、記事全文が見ら
れるようになりました。直接誌名を入力または、インデックス
タブから「東洋経済デジタルコンテンツサービス」をクリック
してください。 
 ＊電子ジャーナルは新刊の発行や契約変更により収録範囲が
頻繁に変わることをご了承ください。 
   
 ◆◇ 4. 新規雑誌（冊子体）情報 ◇◆ 
  * 保存年の延長または短縮のご要望があれば検討させて
いただきますので、雑誌係までお寄せください。 
【新規受入雑誌】 
 ① Journal of strategic management studies/International  
Academy of Strategic Management 
(ISSN:18839843) 【長期保存】 
②  Management & organizational history : M&OH  
(ISSN:17449359) 【長期保存】  
③ Sammlung arbeitsrechtlicher Entscheidungen / 
herausgegeben von dem Arbeitgeber-Ausschuss des Landes 
Nordrhein-Westfalen 
(ISSN:00489069) 【長期保存】 
【新規受入紀要】 
  ① 文化ファッション大学院大学ファッションビジネス研 
  究／文化学園文化ファッション大学院大学  
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        【5 年保存】 
  ②   作大論集／作新学院大学、作新学院大学女子短期大学部
[編] (ISSN:21857415)   【10 年保存】 
  ③ 青山ローフォーラム：ALF／青山学院大学大学院法学研
究科 [編](ISSN:21871671)   【10 年保存】 
  ④   国士舘大学経営論叢／国士舘大学経営学会[編] 
     (ISSN:21871701)  【10 年保存】  
【受入中止雑誌】 
   ①  日本語教育ジャーナル／アルク 
    26 巻 1 号（2013.春）を持ち、終刊となりました。 
 ②  アフリカレポート／アジア経済研研究所[編] 
(ISSN:09115552) 
           no.50(Mar.2010)を持ち、終刊となりました。 
  ③  月刊生涯学習／国政情報センター 
     6 巻 3 号（2013.3)を持ち、寄贈中止となりました。  
④  韓国語ジャーナル／アルク 
    44 号（2013.4）を持ち、終刊となりました。 
    ⑤ 中国語ジャーナル／アルク 
    13 巻 2 号（2013.4）を持ち、終刊となりました。 
  ⑥   Journal of Asian urbanism:JAU/ International Society 
of Habitat Engineering(ISSN:18836488) 
    8 号（2013.3）を持ち、寄贈中止となりました。 
  ⑥   Journal of political science and sociology 
/Keio University 
              No.18（Mar. 2013）を持ち、終刊となりました。  
 
◆◇ 5. 新着図書情報 ◇◆    
    新着図書は、図書館ＨＰより確認できます。 
    → 新着図書（7days)、新着図書（15days) 
現物は、図書館 1Ｆ「新着図書棚」に一定期間置かれ、その後各
階に配架されます。 
                                          
 
  
「図書館の PR 情報」はお休みいたします。 
  
次号の Library mail は、7月発行を予定しています。 
今後取り上げて欲しい話題やお知りになりたい事がありました
らご連絡いただければ幸いです。どうぞよろしくお願いいたし
ます。  
======================================================== 
  亜細亜大学図書館メールマガジン Library mail 第 21 号 
                ２０1３年４月３０日  
ご意見、ご感想、配信中止のご連絡はこちらまでお願いします。 
  → library@ml.asia-u.ac.jp  亜細亜大学学術情報課 
======================================================== 
 
 
 
2013 年 7 月 22 日 
教職員各位  
  このメールは、図書館からの情報発信を目的としています。 
 新着図書や雑誌、オンライン等の情報を年４回に分けて 
 お知らせします。 
 今回は、7-9 月の開館日程と図書館の情報です。  
  ■□■□  目 次  ■□■□ 
 1. 図書館からのお知らせ！ 
 2. 7-9 月の図書館開館日程 
 3. オンライン情報 
 4. 新規雑誌（冊子体）情報 
 5. 新着図書情報 
 6. 図書館の PR 
  □■□■  ■ □  ■□■□ 
  
 ◆◇ 1. 図書館からのお知らせ！ ◇◆ 
 ① 新規オンラインデータベースを準備中です。 
現在、下記の 4 つのデータベースを今年度新規導入のための準
備をしています。実際に利用できるようになりましたら、別途
ご案内いたします。また、それぞれトライアル期間も設ける予
定です。こちらも準備でき次第、HP 等でご案内いたします。な
お、現在「ざっさくプラス」のみトライアルを実施しています。
どうぞご利用ください。   
 1. 「FinancialQUEST」（様々な分野の経済・金融データをイ
ンターネットを通じて自由自在に検索、取得できる日本
最大級の会員制情報サービス） 
2. 「レコフ M&A データベース」（日本企業の M&A をどこより
も網羅的に、即時性をもって構築している日本で最も信
頼性の高いデータベース） 
3.  「Scopus（エルゼビア）」（世界最大級の抄録・引用文献 
データベース） 
4.  「ざっさくプラス（皓星社）」（明治初期から現在までの雑 
誌記事索引集成データベース） 
  
☆★ ☆★ ☆★ ☆★ ☆★ ☆★ ☆★ ☆★ ☆★  
     「ざっさくプラス」トライアル中            
    トライアル期間 ： 2013 年 9 月 4 日まで 
アクセス方法 ： http://zassaku-plus.com/ 
同時アクセス数 ： 1 アクセス 
 ※利用終了時には、必ずログアウトしてください 
       * なお、利用は学内のみです。 
 ☆★ ☆★ ☆★ ☆★ ☆★ ☆★ ☆★ ☆★ ☆★  
 
② 2F オープン PC コーナーの閉室時間が変わります。 
 7 月 10 日（水）より 2Ｆオープン PC の閉室時間が 30 分伸び、 
図書館閉館時間と同じになりました。 
     【開室時間】 平 日 9：00～21：00 
            土曜日  9：00～19：00 
③  「図書館マナー強化月間」開催中です。 
 以前から館内での私語や PC での動画閲覧など、勉強以外の 
用途で図書館を利用している学生が目立っています。そこで、 
定期試験で利用者が増えるこの時期を「マナー強化月間」と 
し、学生の図書館利用の意識を変えてもらおうとキャンペー 
ン期間を設けることにしました。 
    実施時期 ： 7 月 15 日（月）～8 月 6日（火） 
    周知方法 ： ACSⅡでのお知らせ／館内ポスター 
  もし、館内で騒いでいるグループや飲食している学生など 
を見かけましたら、ひと声注意していただければと思いま 
す。（グループ単位で学習したいという学生には、「8Ｆグル 
ープ学習会場」をご案内ください（オープン期間内のみ）） 
   ④  8Ｆ「グループ学習会場」オープン（～8 月 2 日（金）） 
  試験期に入り、図書館への入館者も増えてきました。その 
混雑・喧騒の緩和のために、7月 19 日（金）～8 月 2 日（金） 
までの間、8Ｆ青々会会議室を開放し、グループ学習室とし 
て運用します。グループで話しながら勉強したいという学生 
に案内をお願いします。 
  場 所 ： 太田耕造記念館 8Ｆ 青々会会議室 
  期 間 ： 7 月 19 日（金）～8月 2 日（金）【土・日・特 
別開館日除く】 
  時 間 ： 10：30～20：30（閉館 30 分前まで） 
  なお、パソコンを使って勉強したいという学生のために、各 
テーブルに PC とディスプレイを 1 台ずつ設置しています。 
⑤ 洋・華韓雑誌製本のお知らせ 
洋雑誌／華韓雑誌の製本作業を下記のとおり行います。 
ご迷惑をおかけいたしますがどうぞよろしくお願いいたします。 
 【洋雑誌】 
    製本対象年    2011 年 
    製本準備    2013 年 7 月 
    製本期間    2013 年 7 月～9 月 
    館内整理    2013 年 9 月～10 月 
 【華・韓雑誌】 
    製本対象年    2011 年 
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    製本準備    2013 年 7 月 
    製本期間    2013 年 7 月～9 月 
    館内整理    2013 年 9 月～10 月 
この期間にご利用になりたい方は、5F カウンターまでお申し込
み下さい。時期によっては製本業者からコピーを取り寄せるこ
ともできます。    
⑥  「学生選書」の本が 1Ｆ新着棚に展示されています。 
6 月 13 日（木）、新宿紀伊國屋書店にて「学生選書ツアー」を行
いました。「学生選書ツアー」とは、学生が直接書店に赴き、事
前に話し合い共有したテーマに則りそれぞれの視点で本を選ぶ
企画です。選んだ本は図書館の書架に並びます。今回は、3名の
学生が 57 冊の本を「選書」し、データ作成から本の装備・配架
まで行いました。また、それぞれの本について思わず読みたく
なるような素晴らしいポップも作成し、本と一緒に置いてあり
ます。1Ｆ新着棚に学生選書コーナーとして展示されていますの
で、是非一度ご覧ください。（しばらく展示したのち、6Ｆの「学
生選書」棚に配架されます。所在は「6Ｆ亜大ラベルコーナー」
です）次回の「学生選書ツアー」（時期未定）の募集は、図書館
1Ｆ掲示板および図書館 HP で行います。興味のある学生さんが
いましたら、お声掛けいただければ幸いです。    
  
 ◆◇ 2. 7－9 月の図書館開館日程 ◇◆ 
  ■ 通常開館 
   7 月 1 日（月）-8 月 6 日（火）、9 月 21 日（土）～ 
  平  日   ： 9：00～21：00 
        土 曜 日   ：  9：00～19：00   
（地下書庫・4Ｆフロアは閉館 30 分前まで利用できます） 
       休 館 日  ： 日曜日 
    ■ 夏期開館 
 8 月 7 日（水）～9 日（金）、8 月 22 日（木）～23 日（金）、 
 8 月 29 日（木）～9 月 12 日（木）、9 月 17 日（火）～20 日（金） 
   平  日   
             （2ＦオープンＰＣフロアは、夏休み期間中、閉室し 
ます。この間は、3Ｆ自習ＰＣフロアをご利用くだ 
さい。ただし、8 月 26・27・28 日は除きます） 
    1・3・5・6・7Ｆ      ・・・  10：00～19：00 
       4Ｆ        ・・・  10：00～15：30 
                   M2L         ・・・   12：00～18：00 
     地下書庫      ・・・  10：00～18：30 
         休 館 日  ：各土曜日・日曜日・祝日 
                 8 月 12 日（月）～8 月 21 日（水）【一斉休暇】 
         8 月 26 日（月）～8 月 28 日（水）【蔵書点検】 
          9 月 13 日（金） 
 （*蔵書点検期間中（8 月 26～28 日）は 2F オープン PC フロア 
のみ利用できます）【10：00～16：00】 
                                 
● ７月～９月の特別開館
======================================================== 
特別開館 ： 7 月 7 日（日）、14 日（日）、21 日（日）、28 日（日） 
      8 月 24 日（土）、25 日（日） 
                  9 月 22 日（日）   
9：00～17：00（4Ｆ・地下書庫は閉館 30 分前まで。 
2F は閉室です） 
【7 月 28 日は 4F の利用もできません】              
======================================================== 
    開館カレンダーはこちらから 
→http://iwww1.asia-u.ac.jp/~lib/info/info_calendar.htm 
  
 ◆◇ 3. オンライン情報 ◇◆ 
☆・・・ オンライン検索は学内専用です。ご自宅からの設定
は別途お問い合わせください ・・・ 
《新規情報》 
① 日本経済研究センター 
今年度から日本経済研究センターの大学会員として契約を結び
ました。 
日本経済研究センターは、短期の景気予測や経済構造も含めた
中期や長期の経済予測のほか、日本国内をはじめとするアジア
や欧米のさまざまな経済問題に関する調査・研究、経済分析・
予測等に関する研修や出版活動および経済学などの研究に対す
る研究奨励金の交付といった多くの事業を手掛けている非営利
の民間研究機関です。 
今回の会員契約により、会員限定の講演録や資料などが多数ご
利用いただけるようになりました。 
  
学内からサイトをご利用いただくには、亜細亜大学図書館 HP 左
側メニュー「オンライン検索」から「日本経済研究センター」
のバナーをクリックし、お入りください。 
学外からの閲覧を希望される場合は、「日本経済研究センター」
の HP のトップ画面右下にある「JCER NET メンバー」欄の『新
規登録はこちらから』で登録を行ってください。 
*こちらの申請には、本学のメールアドレスをご利用ください。 
それ以外では登録できませんのでご注意ください。 
  日本経済研究センターHP へはこちらから  
→  
    
 ◆◇ 4. 新規雑誌（冊子体）情報 ◇◆ 
  * 保存年の延長または短縮のご要望があれば検討させていた
だきますので、雑誌係までお寄せください。 
【新規受入雑誌】 
 ①  異文化経営研究／異文化経営研究会[編](ISSN:18845940) 
       【１年保存】 
*１年前までの記事は異文化経営学会のＨＰから読むことが 
できます。 
 ②  国際法研究／信山社  【長期保存】                                
③ 観光学評論／観光学術学会[編](ISSN:21876649) 
                       【長期保存】 
④  島嶼研究ジャーナル／島嶼資料センター 
       【長期保存】 
  ⑤  Asian economic policy review : AEPR／日本経済研究セ 
ンター(ISSN:18328105) 
                        【長期保存】   
  ⑥   東アジア近代史／東アジア近代史学会［編集］ 
            【長期保存】  
【新規受入紀要】 
 ① Asia Japan journal／国士舘大学アジア・日本研究セン 
ター  【10 年保存】 
 ② 龍谷大学大学院政策学研究／龍谷大学大学院政策学研究 
編集委員会[編](ISSN:21873054)   【5 年保存】 
 ③  PRIME occasional papers／明治学院大学国際平和研究所 
[編]  【10 年保存】 
 ④ プロフェッショナル会計学研究年報／青山学院大学大学
院「プロフェッショナル会計学研究年報」編集委員会
[編] (ISSN:18828132)  【10 年保存】 
 【受入中止雑誌】 
   ① 証券資料／日本証券経済研究所[編](ISSN:09132538) 
   no.150 (Apr. 2012)を持ち、終刊となりました。 
 ② Bookbird／マイティブック(ISSN:18847862) 
          12 号（2013.3）を持ち、終刊となりました。 
 【配信中止】  
 ① 海外論説速報／共同通信社 
  5 月 31 日の配信をもち、配信中止となりました。 
                              
 ◆◇ 5. 新着図書情報  ◇◆ 
  新着図書は、図書館ＨＰより確認できます。 
    → 新着図書（7days)、新着図書（15days) 
  現物は、図書館 1Ｆ「新着図書棚」に一定期間置かれ、その
後各階に配架されます。 
  
 ◆◇ 6. 図書館の PR  ◇◆ 
    第 2 弾 知っていると便利な機能 
知っていると便利な図書館サービスの紹介をしていきます。 
第四回目は、「亜細亜大学学術リポジトリ」です。 
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 「リポジトリ」とは、各機関で生産された研究成果を電子的に
保存し、機関内外へ情報発信するためのインターネット上の集
積庫です。亜細亜大学図書館でも、学内で作成された紀要論文
の情報などを「亜細亜大学学術リポジトリ」として蓄積し、全
国へ情報公開を行っています。 
「亜細亜大学学術リポジトリ」へは、 
こちらから →  
  
2013年、7月現在登録されている情報は以下のとおりです。（（ ）
内は件数） 
【紀要論文】  ・ アジア研究所紀要（365） 
         ・ 亜細亜大学国際関係紀要（218） 
         ・ 亜細亜大学教養部紀要（657） 
         ・ 亜細亜大学経済学紀要（510） 
         ・ 経営学紀要（204） 
          ・ ホスピタリティ・マネジメント（16） 
         ・ 亜細亜大学学術文化紀要（114） 
         ・ 亜細亜大学経営論集（662） 
         ・ 亜細亜法学（657） 
         ・ AIBS ジャーナル（準備中） 
  
【沿革資料】  ・ 回顧と前進（1） 
        ・ 自助協力：亜細亜学園学生に与う 
創立四十周年記念（1） 
        ・ 太田耕造の思想と教育（1） 
         ・ 藤原繁先生追悼集（1） 
  
現在は紀要論文が中心となっていますが、将来的には学内で作
成された様々な情報（文書だけではなく映像資料なども含む）
を取り込み、広く国内外へ情報発信を行っていきたいと考えて
います。もし、お手元の資料で何か載せたい情報等ありました
ら、図書館まで是非ご連絡ください。 
［参考資料］  現在公開されている各大学の「リポジトリ」の
一覧は、こちらからご覧いただけます。              
→ http://www.nii.ac.jp/irp/list/ 
    
次号の Library mail は、10 月発行を予定しています。 
今後取り上げて欲しい話題やお知りになりたい事がありました
らご連絡いただければ幸いです。どうぞよろしくお願いいたし
ます。 
 ======================================================== 
 亜細亜大学図書館メールマガジン Library mail 第 22 号 
                2013 年 7 月 22 日  
ご意見、ご感想、配信中止のご連絡はこちらまでお願いします。 
 → library@ml.asia-u.ac.jp  亜細亜大学学術情報課 
======================================================== 
 
 
 
2013 年 10 月 29 日 
教職員各位  
  このメールは、図書館からの情報発信を目的としています。 
 新着図書や雑誌、オンライン等の情報を年４回に分けて 
  お知らせいたします。 
  今回は、１０-１２月の開館日程と図書館の情報です。  
  ■□■□  目 次  ■□■□ 
 1. 図書館からのお知らせ 
 2. １０-１２月の図書館開館日程 
 3. オンライン情報 
   4. 新規雑誌（冊子体）情報 
   5. 新着図書情報  
   6. 図書館の PR 
  □■□■  ■ □  ■□■□ 
  ◆◇ 1. 図書館からのお知らせ ◇◆ 
    ① 「就職関連・文献調査法セミナー 
   企業情報の入手法―就活対策―」を開催いたします。 
 図書館では「就職関連・文献調査法セミナー」を下記のとお 
り開催いたします。 
 このセミナーは、「就職活動で必要な企業情報を、どのように 
収集したらいいか」を学ぶもので、キャリアセンターが配布 
しているジャンプアップノート（企業研究シート）作成の参 
考にもなる内容となっています。いよいよ就活が始まる 3年 
生や、企業情報を合理的に集める方法を知りたい学生がまわ 
りにいましたら、お声をかけていただければ幸いです。（事前 
申し込みは不要です） 
    日 程 ：  11 月 7 日（木） 
             12 月 2 日（月） 
    時 間 ： 16：10～17：10 
  （内容に多少の変更はありますが、どちらか都合の良い日 
でご参加下さい） 
    場 所 ： 7 号館 4階 7408 教室 
    対 象 ： 学部生・短大部生 
    内 容 ： 1. 雑誌から探す（東洋経済オンライン、 
会社四季報) 
          2. 新聞から探す（日経テレコン 21) 
          3.  オンラインデータベースから探す（日 
経 BP 記事検索サービス 
ダイヤモンド企業情報） 
          4. インターネットから探す（中小企業情 
報総合検索) 
    説明者 ： レファレンス担当 長谷川 勉 
②  6F・7F の PC プリンターがレシートプリンター（OPAC 
専用）になりました。 
  故障、紙詰まり等でご迷惑をおかけしていました 6F・7F の 
OPAC 検索専用プリンターは、10 月 16 日よりレシートプリンタ
ーに切り替えました。これにより、印刷は OPAC 検索結果のみ
の印字となり、その他の印刷はできませんのでご注意くださ
い。 
≪操作手順≫ 
 1. OPAC 検索結果の詳細画面の「印刷」ボタンを押します。     
2.  画面を確認し、「ファイル」→「印刷」ボタンを押します。 
     * 2 段階の印刷指示になります。 
なお、オンラインデータベースなどの検索結果を印刷したい
場合は、2・3・5F のパソコンをご利用ください。 
③ OPAC 詳細表示が変わりました（図書） 
OPAC 検索結果（詳細）の所蔵欄に「貸出区分」と「印刷」ボ
タンを付け加えました。 
「貸出区分」・・・参考図書や指定図書などの貸出できない
本に「禁帯出」表示が入ります。 
「印刷」ボタン・・・レシートプリンターに印刷するときに 
ここをクリックしてください。 
④新規オンライン「FinancialQUEST」「レコフ M&A データベー
ス」「Scopus」「ざっさくプラス」が入りました。 
前号でご紹介した 4 つのデータベースの正式導入が決まり
ました。 
 →詳しくは「3.オンライン情報」をご覧ください            
  ⑤ 「読書週間」が始まりました。 
10 月 27 日（日）～11 月 9日(土）は第 67 回読書週間です。 
今年の標語は「本と旅する 本を旅する」 
秋の夜長、お気に入りの本と一緒に、現実の世界を、本の世
界を旅するというのはいかがでしょうか？ 
図書館では様々な分野の本を取り揃えて、ご利用をお待ちし
ています。 
  ⑥ ノーベル賞受賞関連情報 
今年もノーベル賞発表の時期がやってきました。今年は残念
ながら日本人の受賞はありませんでしたが、せっかくですの
で亜細亜大学図書館に所蔵している本の中から、受賞者に関
連する図書を一部紹介して行きたいと思います。 
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  Eugene F. Fama 氏 / Lars Peter Hansen 氏 / Robert J. Shiller
氏【ノーベル経済学賞】 
  1. The theory of finance 
        [by] Eugene F. Fama [and] Merton H.Miller 
         New York : Holt, Rinehart and Winston, [1972] 
      B1 洋図書 341/F 13 
  2. Rational expectations econometrics 
        Lars Peter Hansen and Thomas J. Sargent ; with    
contributions by John Heaton, Albert  Marcet and  
William Roberds 
      Boulder : Westview Press, 1991 
            B1 洋図書 331.19/H 29 
  3. Macro markets : creating institutions for managing  
society's largest economic risks 
      Robert J. Shiller 
      Oxford ; New York : Clarendon Press : Oxford University  
Press, 1993 
            B1 洋図書 338/Sh 34 
 Peter W. Higgs 氏 / Francois Englert 氏 【ノーベル物理学
賞】（関連文献） 
  1. ヒッグス粒子の発見 : 理論的予測と探求の全記録 
   イアン・サンプル著/上原昌子訳. 講談社, 2013  
      7F 文庫新書コーナー(ブルーバックス:B-1798).  
 2. ヒッグス粒子を追え : 宇宙誕生の謎に挑んだ天才物理 
学者たちの物語  
          フランク・クローズ著/陣内修監訳/田中敦, 棚橋志行,  
田村栄治訳.  
         楓書店/ダイヤモンド社 (発売), 2012. 
              7Ｆ 429.6/H 55  
 Alice Munro 氏【ノーベル文学賞】 
 1. 英語圏女性作家の描く家族のかたち 
   佐藤宏子, 川本静子訳. ミネルヴァ書房, 2006   
(Minerva 世界文学選).  
     B2 和図書 933.78/E 37 
 *収録：男の子と女の子/ アリス・マンロー[著] ; 川本静子
[訳] 
 
 ◆◇ 2. 10－12 月の図書館開館日程 ◇◆ 
    ○ 10 月-12 月（通常開館） 
     平 日   ： 9：00～21：00 
        土 曜 日  ：  9：00～19：00   
 （地下書庫・4Ｆフロアは閉館 30 分前まで利用できます） 
*休日授業日も通常開館となります。（10 月 14 日（月）/11 月
23 日（土）/12 月 23 日（月）） 
    休 館 日   ： 各日曜日・祝日              
              冬休み期間中（12月26日（木）～1月8日（水））    
========================================================     
特別開館 ： 10 月 30 日（水）～11 月 3日（日）  
        9：00～17：00（2Ｆ・4Ｆは利用できません） 
   *11 月 3 日のみ、4Ｆは閉館 30 分前まで利用できます     
======================================================== 
    冬休み貸出は 12 月 7 日（土）からになります。 
        学部・短大生 ： 20 冊 
        大学院生  ： 30 冊 
     年始は 1 月 9 日（木）より開館します。 
  開館カレンダーはこちらから 
→http://www.asia-u.ac.jp/lib/info/info_calendar.htm 
  
 ◆◇ 3. オンライン情報 ◇◆ 
☆・・・ オンライン検索は学内専用です。ご自宅からの利用
設定は別途お問い合わせください ・・・☆ 
《新規情報》        
① FinancialQUEST（日経 NEEDS に収録される様々な分野の経 
済・金融データを取得できるサービス） 
日経 NEEDS に収録される企業財務、株式・債権、マクロ経済、
産業統計など様々なジャンルの経済データをインターネット経
由で取得できるデータ検索サービスです。分析に必要なデータ
を希望する検索条件で取得できます。ガイド画面の指示に従っ
て操作できるほか、ヘルプや操作マニュアル、 コードブックも
充実していますので簡単に利用できます。また日経 NEEDS のセ
ントラルデータベースにアクセスしますので、ダウンロードし
たデータはいつも最新の情報です。 
       → FinancialQuest へはこちらから 
② レコフM&Aデータベース（日本企業のＭ＆Ａデータベース） 
日本企業の M&A をどこよりも網羅的に、即日性をもって構築し
ている日本で最も信頼性の高いデータベースです。日本の M&A
市場、業界再編動向、企業戦略などの分析ツールとして、M&A 
業務に携わる方々、企業経営者、研究者の必須アイテムです。 
  *このデータベースは、図書館 5F パソコンのみで接続いたし 
ます（ID、パスワード管理のため）。 
  【受付時間】 通常開館時 月～金 9：00～17：00】 
③ Scopus（世界最大級の抄録・引用文献データベース） 
エルゼビア社が提供する世界最大級のデータ量を誇る抄録・引
用データベースです。全分野、世界 5,000 件以上の出版社の
20,500 誌以上のジャーナルを収録。レコード数は 5000 万。 
データ更新は毎日です。 
       → Scopus へはこちらから 
④ ざっさくぷらす（明治初期から現在までの雑誌記事索引集
成データベース） 
 皓星社刊行の『明治・大正・昭和前期 雑誌記事索引集成』（120
巻）を基に作成されたデータベースです。明治初期から現在ま
で、総合雑誌など全国誌から地方で発行された雑誌が検索でき
ます。 
       → ざっさくぷらすへはこちらから  
＊電子ジャーナルは、新刊の発行や契約変更により、収録範囲
が頻繁に変わることをご了承ください。 
 
   ◆◇ 4. 新規雑誌（冊子体）情報 ◇◆ 
【新規受入雑誌】  
①  日中環境産業／環境コミュニケーションズ(ISSN:21872287) 
【長期保存】 
   -49 巻 4 号(2013.3)で終刊 ⇒ 「環境パートナーズ」に改 
題となります。 
② 環境パートナーズ／環境コミュニケーションズ  
(ISSN:21876878)【長期保存】 
   －49 巻 8号（2013.7）で終刊です。 
  【受入中止雑誌】 
① 交流／交流協会(ISSN:02899191) 
             868 号（2013.7）を持ち、寄贈停止となりました。 
             以降は、交流協会の HP で公開されます。 
 
   ◆◇ 5. 新着図書情報 ◇◆ 
   新着図書は、図書館ＨＰより確認できます。 
                 → 新着図書（7days)、新着図書（15days) 
 現物は、図書館 1Ｆ「新着図書棚」に一定期間置かれ、その後
各階に配架されます。 
 
 ◆◇ 6. 図書館の PR  ◇◆ 
第 2 弾 知っていると便利な機能 
知っていると便利な図書館サービスの紹介をしていきます。 
 第五回目は、「図書の予約」です。利用したい図書が貸出中の
時は「予約」の制度をご利用ください。 
【予約方法】 
1. OPAC（亜細亜大学図書館蔵書検索システム）の検索結果の
画面で「予約」ボタンを押します。 
*貸出中および予約取置中の図書に限り、予約ボタンがあります。
貸出されていない本への予約はできません。 
2. ASCⅡの画面が開きますので、ID とパスワードを入力します。 
3. 資料名とご自分の名前を確認後、「この内容で予約」ボタン 
を押します。 
 
【本が返却されたときの確認方法】 
予約された図書が返却されると「マイライブラリ」*に返却され
たことを表示しますので、頻繁にご確認ください。 
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【予約本の貸出】 
・ 図書館 1F インフォメーションカウンターで貸出手続してく 
ださい。 
・ 取り置き期間は図書が返却されてから 5日間です。5 日間を 
過ぎますと自動的に予約は解除されますので、お早目にご来
館ください。 
【予約の取り消し】 
予約した図書が必要でなくなった場合、「マイライブラリ」*から
予約を取り消すことができます。 
  * マイライブラリとは？ 
現在借りている資料の確認や更新手続き、予約した本の状況、今
まで借りた資料の履歴、欲しい資料の新着案内自動アラート通知
（事前にマイライブラリでキーワード登録が必要）などを見るこ
とができる図書館ホームページ内の個人的なページです。 
図書館ホームページ中央にある OPAC 検索窓右横もしくは、OPAC
検索結果（詳細）の右上にある「マイライブラリ」からログイン
してください（ID、パスワードは ACSⅡと共通です）。 
詳しい内容は、マイライブラリの右上ヘルプから確認できます。  
 
次号の Library mail は、来年 1月発行を予定しています。 
今後取り上げて欲しい話題やお知りになりたい事がありましたら
ご連絡いただければ幸いです。どうぞよろしくお願いします。 
======================================================== 
 亜細亜大学図書館メールマガジン Library mail 第 23 号 
               ２０１３年１０月２９日  
ご意見、ご感想、配信中止のご連絡はこちらまでお願いします。 
 → library@ml.asia-u.ac.jp  亜細亜大学学術情報課 
======================================================= 
 
 
 
2014 年 1 月 31 日 
 教職員各位  
  このメールは、図書館からの情報発信を目的としています。 
  新着図書や雑誌、オンライン等の情報を年４回に分けて 
  お知らせいたします。 
  今回は 1－3月、4月（一部）の開館日程と図書館の情報です。  
     ■□■□  目 次  □■□■ 
  1. 図書館からのお知らせ 
  2. 1-3 月、4 月（一部）の図書館開館日程 
  3. オンライン情報 
  4. 新規雑誌（冊子体）情報 
    5. 新着図書情報 
    6. 図書館の PR 情報 
     □■□■  ■ □  ■□■□  
昨年は図書館運営にご協力をいただきありがとうございました。 
本年もよろしくお願いいたします。 
 
 ◆◇ 1. 図書館からのお知らせ ◇◆ 
 ① 太田耕造記念館改修工事に伴い、３月中は２Ｆから４Ｆフ 
ロアを閉室します。 
下記の日程で太田耕造記念館の改修工事を行うため、期間中、
２Ｆ～４Ｆフロアを閉室いたします。（マルチメディアラボのみ
図書館開館時の 10：30～16：30 で利用できます。）  
なお、工事期間中は７号館コンピュータ教室の利用が可能です。 
【月～金 9：00～17：00】 
その他のフロアは通常通りご利用いただけますが、工事に伴う
騒音等が発生することがあります。ご迷惑をおかけいたします
が、ご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 
             記 
  工事期間：平成 26 年 3 月 3日（月）～31 日（月） 
     *3 月 24 日（月）～31 日（月）は図書館は閉館ですが、 
7 号館は使えます。 
   工事区画：2Ｆ・3Ｆ・4Ｆフロア 
 ② OPAC での雑誌の所在表示が変わります。 
OPAC で雑誌を検索した際の所在表示を、巻号によって分割表示
する作業を行っています。 
今まで、製本雑誌は【5Ｆ・Ｂ２】など所在をまとめて表示して
いた上、一つの雑誌が展示架・高書架・バックナンバー室・地
下書庫などに分かれて配架されていたため、どこを探していい
のかわかりづらいとの声がありました。そこで、巻号（年月）
によって所在を分割し、探している巻号または年月で、どこの
階にあるのかが一目でわかるように表示することとなりました。 
また、短期保存は所蔵している所蔵年を表示、新しいものを展
示架に出している雑誌の備考欄には「今年分は 5Ｆ展示雑誌コー
ナーへ」と入れるなど、以前に比べ探しやすくするための工夫
を凝らしています。まだ作業中のため、年鑑・年報類や判例集
など旧表示が残っているものもありますが、おいおい作業を進
めていきますので、ご了承ください。 
以前のものとかなり変わっていますので、もし何かわからない
点等ありましたら、図書館職員にお尋ねください。 
 ③ 機器改修に伴う VHS テープ（教材）の利用について 
先日、文書でもご案内させていただきましたが、次年度の VHS
テープ（教材）利用について 下記のとおりご案内いたします。 
1. 大学図書館に配架されている VHS テープは、著作権の関係 
でコピーすることはできません。 
  次年度に授業でのご利用予定がある場合は、DVD、ブルーレ 
イディスクへの代替が可能か調査いたしますので、学術情 
報課（内線 2523）までご連絡ください。 
2.  ご自宅のテレビから録画した VHS テープ（教材）については、 
情報システム課（内線 2584）へご相談ください。 
3. 次年度に 3号館、7号館の教室使用をご希望の場合は、教学 
課（内線 2316）までご連絡ください。 
 ④ 「平成 24 年版図書館年報」を発行しました。 
平成 5年度版以降発行を休止していた「図書館年報」を１８年
ぶりに電子版として発行しました。24 年度の図書館の状況をま
とめてあります。是非ご覧ください。 
 図書館年報はこちらから。 
 ⑤ ScienceDirectとGoogleの連携により本学契約タイトルが 
Google で検索→全文まで可能となります。 
 ScienceDirect とＧｏｏｇｌｅの連携プログラムが 2014 年 1
月より立ち上がります。 
現在、Google では ScienceDirect に搭載されている論文の抄録
までが検索可能となっていますが、この連携プログラムにより
本学が契約しているタイトルに関して、全文までアクセスでき
るようになります。 
検索の網羅性がさらに高まり、図書館のリソースをより有効的
にご活用いただけるようになりますので、是非お使いください。  
⑥ 2014 年 1 月より高エネルギー物理学分野の電子ジャーナ
ル 10 誌がオープンアクセスとなりました。（そのうちの 2 誌は
本学でも以前受入れしてたものです（現在は中止）） 
2014 年 1 月より SCOAP3（高エネルギー物理学分野のオープン
アクセスプロジェクト）が正式に開始されることになりました。
それにより、以下の 10 誌がオープンアクセスとなり利用しや
すくなりました。（一部タイトルは、高エネルギー物理学分野
の論文のみ）。当館で以前購読していた雑誌も含まれています。 
SCOAP3 対象タイトル (出版社)               HEP 論文割合 
 1.  Physics LettersB  (Elsevier)                         100% 
 2.  NuclearPhysicsB  (Elsevier)                         100% 
 3.  Advances in High EnergyPhysics(Hindawi)     100% 
 4.  Chinese Physics C (Institute of Physics  
Publishing)                                      7.2% 
 5.  Journal of Cosmology and Astroparticle  
Physics (Institute of Physics Publishing) 
                                                 30.9% 
6.  New Journal of Physics  (Institute of Physics 
Publishing)                               2.7% 
7.  Acta Physica Polonica B (Jagellonian 
university)                                           22.1% 
8.  Progress of Theoretical and Experimental  
Physics                                           36.2% 
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        (Oxford University Press / Physical Society of Japan) 
9.  European Physical Journal C (Springer)         100% 
10.  Journal of High Energy Physics (Springer)    100% 
⑦ 和雑誌製本のお知らせ 
 和雑誌の製本作業を下記のとおり行います。 
 ご迷惑をおかけいたしますがどうぞよろしくお願いいたします。 
                 製本対象年度    2012 年 
                 館内準備     2014 年 1 月～2 月 
                 製本期間     2014 年 2 月～4 月 
                 館内整理     2014 年 4 月～5 月 
この期間にご利用になりたい方は、5Ｆカウンターまでお申込み
ください。 時期によっては製本業者からコピーを取り寄せるこ
ともできます。 
   
   ◆◇ 2. 1－3 月、4 月（一部）の図書館開館日程 ◇◆ 
   ○１月（通常（試験期）開館） 
        平  日  ： 9：00～21：00 
        土 曜 日   ：  9：00～19：00 
            （地下書庫・4Ｆフロアは閉館 30 分前まで利用できます）  
         休 館 日   ： 各日曜日・祝日、1 月 19 日（土）（大学入試 
センター試験）  
■《春休み長期貸出》 *卒業・修了予定者は除く 
    貸出受付 : 1 月 27 日（月）～3月 20 日（木） 
    貸出冊数 : 学部・短大生：20 冊 大学院生：30 冊 
    返 却 日  : 4 月 9 日（水）～ 
         *卒業・修了予定者の最終返却日は 3月 7日（金）です。 
 
    ○2-3 月、4 月 1 日～8 日（春休み開館） 
        平  日   ： 9：00～17：00  
        土 曜 日   ： 9：00～17：00（3 月 15 日と４月のみ） 
      *２・３月の土曜日は休館です（2 月 1 日は除く）   
  （地下書庫・4Ｆフロアは閉館 30 分前まで利用できます） 
        （2月は 2ＦオープンＰＣフロアは閉室します。この期間 
は 3Ｆをご利用ください） 
  （3月は 2Ｆから 4Ｆフロアを閉室します。（マルチメディ  
アラボを除く））  
        休 館 日 ： 各土曜日（２・３月（2 月 1日/3 月 15 日 
を除く））・日曜日・祝日 
       大学入試日（2月 3日（月)～7日（金）、26 日（水）） 
       館 内 整 備 （3 月 24 日（月）～31 日（月））  
 * 3 月中は 7 号館コンピュータ教室の利用が可能です 
（月～金 9:00～17:00） 
             * 春休み貸出は、上記 1 月の予定をご覧ください。 
                           4 月 9 日（水）から平常開館です。 
 平日：9：00～21：00  土曜日：9：00～19：00 
     開館カレンダーはこちらから 
→http://iwww1.asia-u.ac.jp/~lib/info/info_calendar.htm 
 
 ◆◇ 3. オンライン情報 ◇◆ 
《中止情報》 
昨年度までの利用実績などを鑑みて、以下のデータベースの契
約を解除します。（運営委員会で了承されました） 
① Books in Print with Reviews(Online) / Books out of Print 
② Dialog 
 
  ◆◇ 4. 新規雑誌（冊子体）情報 ◇◆  
 * 保存年の延長または短縮のご要望があれば検討させていた
だきますので、雑誌係までお寄せください            
【受入中止雑誌】 
1.   M&A review／ポリグロットインターナショナル  
(ISSN:09156097) 
      27 巻 1 号(2013.1)を持ち、終刊となりました。 
2.   パーキスターン／日本・パキスタン協会(ISSN:03897133) 
         246 号 (2013.3)を持ち、終刊となりました。     
 
  ◆◇ 5. 新着図書情報 ◇◆   
新着図書は、図書館ＨＰより確認できます。 
  → 新着図書（7days) 、新着図書（15days) 
現物は、図書館 1F「新着図書棚」に一定期間置かれ、その後各
階に配架されます。 
 
 ◆◇ 6. 図書館の PR 情報 ◇◆ 
知っていると便利な図書館サービスの紹介をしていきます。 
第六回目は、「研究所系のデータベース」です。 
本学では、様々なデータベースを契約・公開していますが、今
回ご紹介するのは、その中の「研究所系のデータベース」です。
（図書館ＨＰオンライン検索一覧よりアクセスできます） 
1. 日本経済研究センター 
 今年度から大学会員として契約を結んでいます。 
日本経済研究センターは、短期の景気予測や経済構造も含めた
中期や長期の経済予測のほか、日本国内をはじめとするアジア
や欧米のさまざまな経済問題に関する調査・研究、経済分析・
予測等に関する研修や出版活動および経済学などの研究に対す
る研究総額金の交付といった多くの事業を手掛けている非営利
の民間研究機関です。本学では、会員限定の講演録や資料など
が多数ご利用いただけます。 
また、登録していただければ学外からのアクセスも可能です。 
ID,Password の申し込みはこちらから。（登録には本学のメール
アドレスをご利用ください。それ以外だと登録できません） 
日本経済研究センターにはこちらから →  
（図書館ＨＰオンライン検索一覧からもアクセスできます） 
 
2. アジア経済研究センター 
大学でアジア経済研究所賛助会の会員になっているためご利用
いただけます。 
アジア経済研究所は、日本における開発途上国研究の拠点とし
て、世界への知的貢献をなすことを目指しています。そのため
に、それぞれの地域に密着した知識を収集・蓄積し、開発途上
国の実態と課題を明らかにし、開発途上国に対する深い理解を
広く国内外に提供しています。  
会員特典として、 
・『AIDE アジア経済研究所出版物アーカイブ』のすべてのデータ 
へのアクセス 
・『アジア動向データベース』（電子版「アジア動向年報」）のす 
べてのデータへのアクセスなどがあります。 
 AIDE アジア経済研究所出版物アーカイブへはこちらから 
 →   
      
アジア動向データベースへはこちらから           
→  
                    
（それぞれ図書館ＨＰオンライン検索一覧からもアクセスでき
ます） 
 それぞれのデータベースは、会員ならではのサービスがたく
さんあります。 
たくさんの資料が公開されていますので、是非有効にご活用く
ださい。 
次号の Library mail は、新年度の 4 月発行を予定しています。 
今後取り上げて欲しい話題やお知りになりたい事がありまし
たらご連絡いただければ幸いです。どうぞよろしくお願いいた
します。 
======================================================= 
  亜細亜大学図書館メールマガジン Library mail 第 24 号 
                  2014 年１月 31 日  
ご意見、ご感想、配信中止のご連絡はこちらまでお願いします。 
  → library@ml.asia-u.ac.jp  亜細亜大学学術情報課 
======================================================= 
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月
4
1
6
9
10
15
19
20
23
29
30
入学式
Library Notes no.73
午後４時閉館（暴風による天候悪化の為）
新入職員配属
館⻑会議：宇⽥川・坪内 / 場所：太⽥記念館4階館⻑室
3F自習PCフロア（148台）/既卒アルバイトで平日常駐運用開始（情
報システム課管理となる）
前期始業
図書館学課程科目(図書館総合演習：安形教員）初のインターンシッ
プ受入決定（⻑⽥・安形教員依頼）
学術情報部　木野村さん歓迎会
『アメリカ外交政策極秘文書（Dagital National Security
Archive）シリーズ』利用説明会（課⻑）
期⾸⾯接 / 場所：館⻑室
第1回図書館運営委員会
休日授業日（月曜日の時間割）
Library mail 第21号（図書館メールマガジン）
2
3
4
5
6
8
16
新規アルバイト説明会/ 場所：プレゼン②
新規アルバイト⾯接/ 場所：館⻑室
新規アルバイト⾯接 / 場所：館⻑室
アルバイト合格者及びシフトを決定
新規アルバイト合格者発表 / 場所：1Ｆカウンター
新規アルバイトガイダンス / 場所：プレゼン②
㈱プリザベーション納品　/ 場所：８階貴重書室
⾦剛㈱電動書架監視システム　アクセスポイント障害対策作業
5
1
13
14
15
22
28
30
ホスピルーム鍵セコム移管
教員への図書館利用インタビュー打合せ：宇⽥川、⽥村洋、江野、川
北、坪内
広報図書館HPヒアリング：江野、川北、坪内
「図書館総合演習（安形教員）」インターンシップ打合せ：江野、藤
懸、川北、坪内
中学⽣職場体験（武蔵野市⽴第⼆中学校）：2年⽣
図書館運営委員会 / 場所：太⽥記念館4階ミーティング室
AED、レスキューベンチ設置（１F入口）
9
10
16
22
24
28
B-con　セミナー / 場所：丸の内
↓
⻄地区⼤学図書館協議会役員会 / 場所：太⽥記念館3階
専門図書館協議会関東地区総会 / 場所：東京商工会議所
目録システム講習会（図書コース） / 場所：国⽴情報学研究所
↓
私⽴⼤学図書館協会海外派遣研修（〜7/7） / 場所：イリノイ⼤学
モーテンソンセンター他
7
9
16
⾦剛㈱：地下書庫監視システム作動確認
文科省多文化、現代タウンビジネス学科履⾏調査原稿学務提出
⾦剛㈱⽮賀部様　地下のステップの補修
6
1
12
23
25
28
Library Notes no.74
中学⽣職場体験（武蔵野市⽴第5中学）　2年⽣1名
館内フロア壁⾯携帯充電禁止（許可：キャレル・閲覧テーブル上コンセン
トに2F・3FPCを追加し統一）
オープンキャンパス
第3回図書館運営委員会
震災対応の打合せ
4
6
12
14
27
専図協研修 / 場所：東京商工会議所401議室
私⽴⼤学等経常費補助⾦説明会 / 場所：文京学院⼤学仁愛ホール
⻄地区役員会議・加盟館会議 / 場所：東京⼥⼦⼤学
NEW EDUCATION EXPO 2013 東京 / 場所：国際展示場正門
専門図書館協議会総会 / 場所：東京商工会議所
ブックキーパー⾒学会 / 場所：㈱プリザベーション・テクノロジー・ジャパン
私図協東地区総会・研究会 / 場所：渋谷　國學院⼤學
⽴教⼤学図書館⾒学 / 場所：⽴教⼤学池袋図書館
7
5
7
8
12
14
15
21
22
28
30
31
「図書館総合演習」インターンシップ：江野
特別開館（⽗⺟会）
Library Notes no.75
「図書館総合演習」インターンシップ：木野村、江野
オープンキャンパス（特別開館）
休日授業日（月曜日の時間割）
オープンキャンパス（特別開館）
Library mail 第22号（図書館メールマガジン）
特別開館
前期定期試験期間
学術情報部震災対応マニュアル説明会
7
11
12
22
24
26
私⽴⼤学図書館協会海外派遣研修（帰国）
専門図書館研究会 / 場所：機械振興会館（港区）↓
電⼦書籍に関する座談会 / 場所：Cambridge University Press；
天王洲アイル
著作権講習会 / 場所：東京⼤学本郷キャンパス
↓
16
23
入退館システムの定期点検 有限会社武南テクノ⼤谷/ 場所：1階フロア
インターロッキング沈下修繕 / 場所：１階職員通用口インターロッキング
8
7
24
25
26
夏期休暇開始
オープンキャンパス
オープンキャンパス
蔵書点検（8/26-8/30） / 場所：館内
2
28
28
30
リコーLimedioセミナー / 場所：恵比寿；ウェスティンホテル
⻄地区サマーセミナー / 場所：東京外国語⼤学
私⽴⼤学図書館協会総会（前泊）・研究⼤会 / 場所：中京⼤学
↓
26 地下移動書架定期点検・監視カメラ定期点検：⾦剛 / 場所：全館
ステップ試作品展示⾒学期間限定（１週間）：⾦剛 / 場所：地下
書庫
9
10
20
21
22
23
図書館HPリニューアル担当：課⻑、江野、川北 （一部担当；⻑谷
川・木野村）
卒業式（9月卒業）
後期始業
オープンキャンパス
休日授業日（月曜日の時間割
5
6
12
18
18
20
⼤学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）版元提案説明会/ 場
所：東工⼤⼤岡山キャンパス
短期⼤学図書館部会幹事会（日図協/ 場所：国文学研究資料館
日経テレコンセミナー / 場所：日経テレコンセミナールーム（神⽥）
目録システム地域講習会（雑誌） / 場所：国⽴情報学研究所
2013 EBSCOセミナー / 場所：コンベンションルームAP/Aルーム
↓
26 会計監査/ 場所：館⻑室
10
1
15
16
19
29
第4回図書館運営委員会 / 場所：４階ミーティングルーム
Library Notes no.76
レシートプリンタ設置：リコー
⼤型台風26号接近で全学終日休講（図書館19時閉館）
⼤型台風26号接近のため、全学で終日休講（図書館平常開館）
平成25年度学術情報基盤実態調査
箱根駅伝予選会の放映(図書館１F）
Library mail 第23号（図書館メールマガジン）
震災マニュアル・要望書提出
29
30
31
第１５回図書館総合展/場所：パシフィコ横浜展示ホールＤ
第１５回図書館総合展/ 場所：パシフィコ横浜展示ホールＤ
丸善セミナー（ライティング支援） / 場所：浜松町
第１５回図書館総合展 / 場所：パシィフィコ横浜
25 ⾦剛㈱　４段ステップ２台納品
11
3
6
7
13
14
19
20
23
26
オープンキャンパス
⼩⾦井市⽴第⼆中学校職場体験　2年⽣3名
↓
教員インタビュー打合せ
都⽴武蔵⾼校附属中学校2年⽣4名職場体験
↓
総合企画部学務課から「アジア研究所雑誌原簿（5冊）」移管
永年勤続者表彰；25年/⽥村洋、江野
休日授業日（土曜日の時間割）
第6回図書館運営委員会 / 場所：４階会議室
8
12
14
15
20
21
22
TOEICセミナー / 場所：ベルサール半蔵門イベントホール
⻄地区秋セミナー / 場所：成蹊⼤学
私図協東地区部会研修会 / 場所：桜美林⼤学
↓
第99回全国図書館⼤会　福岡⼤会
↓
↓
12
1
10
13
19
23
Library Notes no.77
Discoveryサービス『Summon』説明会（Proquest）；木野村（プ
レゼン１）
東京電機⼤学中学校2年⽣3名職場体験
図書館監査 / 場所：館⻑室
休日授業日（月曜日の時間割）
2
3
6
9
12
IT基礎研修セミナー / 場所：富士通トラステッドスクエア（浜松町）
第３回学園アーカイブセミナー / 場所：神⽥神保町東京堂ホール
短期⼤学図書館部会ＷＳ（日図協/ 場所：国文学研究資料館
IT基礎研修セミナー / 場所：富士通トラステッドスクエア（浜松町
私図協東地区部会研修会 / 場所：専修⼤学⽣⽥キャンパス
3
24
プリザベーション・テクノロジー・ジャパン横島　⾒積/ 場所：貴重書室
太⽥記念館ブラインドの交換・修理：㈱ブラインドサービスジャパン/ 場
所：８階、７階、６階、５階、４階、３階
1
14
15
16
20
23
25
27
28
31
振替授業日（月曜日の授業を実施）
⼩⾦井市⽴緑中学校職場体験１年⽣２名
↓
Library Notes no.78　　後期定期試験期間
図書館ラーニングコモンズ運 営検討会：部課⻑、川北　木野村　藤懸
推薦入試合格者の図書館利用（推薦入試合格者　指定図書準備）
第7回図書館運営委員会 / 場所：４階ミーティングルーム
Library mail 第24号（図書館メールマガジン）
3F改修備品撤去先、資料仮置き打合せ
29 創価⼤学ラーニングコモンズ⾒学 / 場所：創価⼤学⼋王⼦キャンパス 15 地下書庫エラーセンサー点検㈱⾦剛　地下　⼩崎　/ 場所：地下書庫
ラボ⾯接：⼩泉・⼩笠原 / 場所：館⻑室
2
12
14
17
19
20
今後10万以上の図書資料をリーダーミーティング会議で資料添付の上報
告し、報告後利用促進のため資料を課内回覧する。
図書館閉館（⼤雪の為開館短縮）午後3時
教員希望DB「⽶国税制・経済改⾰オンラインデータベース」補助⾦購入
期末育成⾯接 / 場所：館⻑室
↓
7
21
26
第１８回「震災対策技術展」横浜 / 場所：パシフィコ横浜
図書館⾒学会 / 場所：東京理科⼤学　葛飾キャンパス
⼤学図書館コンソーシアム総会出席 / 場所：学術総合センター（神保
町）
3
4
5
17
地下書庫定期点検及び⾞輪の交換　46〜49　⾦剛㈱ / 場所：地下
１階２階
地下書庫定期点検及び監視カメラ定期点検/ 場所：７階〜地下２階
地下書庫管理システム点検（メール発信の検査）⾦剛 / 場所：地下
１・２階及び１階
１階新書架搬入作業：⾦剛㈱ / 場所：図書館１階及び８階コン
ピュータ室
3 71020
日本図書館協会短⼤部会幹事会 / 場所：飯⽥橋ルノアール会議室
東京経済⼤学新図書館竣工祝賀会 / 場所：東京経済⼤学
私⽴⼤学図書館協会　海外研修発表打合 / 場所：聖路加看護⼤学
15
17
⾦剛㈱地下様：１階地下電動書架コントロールＰＣの動作確認/ 場
所：１階
１階書棚モール工事：⾦剛 / 場所：図書館1階
　図書館日誌　H25/H26　＜１＞
図書館全体 関係団体会議等出張記録 庶務チーム
52
  
月
4
2
3
4
5
6
8
18
19
22
25
26
図書館オリエンテーション（大学院）/ 場所：プレゼン①
新任教員図書館オリエンテーション / 場所：プレゼン①
法学部ガイダンス打合せ（教学課澤畑）
図書館オリエンテーション（経済/短大/別科・交換・大連）
ルーマニア　ブラショフ市からのご⼀⾏館内ツアー
図書館オリエンテーション（経営） / 場所：200教室
国際関係学部オリエンテーション / 場所：７号館ＰＣ教室
新入職員図書館ツアー/ 場所：館内
ビジネスリテラシー / 場所：プレゼン①
ビジネスリテラシーＦ,M組 / 場所：7307教室
短大ガイダンス（赤間先生）場所：プレゼン①
ビジネスリテラシーＨ,G組 / 場所：252教室
図書館ガイダンス（篠原ゼミ3年11名） / 場所：プレゼン①
図書館ガイダンス（１年生再履修20名
4
11
16
18
23
25
選書会議（1523）
選書会議（1524）
NIIレコード調整作業について
選書会議（1525）
紀伊国屋定例会/ 場所：ミーティングルーム
選書会議（1526）
NIIレコード調整作業について
1
2
11
12
16
17
18
26
29
「JDreamⅡ」がジーサーチへ移管（JdreamⅢ）。ブリタニカ・オンライン・
ジャパン新規DB契約、D1Law.com「税務・会計法規総合版」追加
2012年通期図書原簿（和洋雑誌）庶務提出
和雑誌（新聞・雑誌）年払請求書処理。⽀払台帳準備
新入職員（木野村）への業務説明（6月まで閲覧・ガイダンス補助配
属）
雑誌蔵書点検後打合せ（リコー）
「春の新聞週間」（キャリアへの協⼒/３F無料頒布）
「東洋経済オンライン(全文）」AtoZリンク設定
5Ｆ展⽰雑誌コーナータイトル⾒直し(3群へ）
2011年和雑誌製本配架時期改善要望(教員）(4月始業時には書架
に並んでいる状態に/20日改善策提⽰）
連休中の新聞留置き依頼
新所在コード体系検討開始（第1回）/藤懸・大石・逐刊チーム
教員新規希望会員「日本経済研究センター」契約
2011製本中雑誌へのコピー依頼（PDF)対応
5
7
8
14
15
17
21
28
29
31
図書館ガイダンス（法学オリゼミ3クラス,柏木ゼミ） / 場所：7401教室
図書館ガイダンス（法学オリゼミ３クラス / 場所：7408教室
夢カレ1年生ガイダンス/ 場所：プレゼン①
図書館ガイダンス（法学オリゼミ３クラス）/ 場所：7401教室
図書館ガイダンス（法学オリゼミ３クラス） / 場所：7404教室
図書館ガイダンス（国際基礎ゼミ６クラス） / 場所：7403教室
図書館ガイダンス（法学オリゼミ３クラス / 場所：7401教室
図書館ガイダンス（短大；鈴木先生 / 場所：プレゼン③
図書館ガイダンス（法学オリゼミ３クラス） / 場所：7401教室
図書館ガイダンス（法学オリゼミ３クラス） / 場所：7408教室
図書館ガイダンス（国際基礎ゼミ６クラス）/ 場所：7403教室
9
16
23
30
選書会議（1527
選書会議（1528）
選書会議（1529）
選書会議（1530）
7
8
10
13
15
17
21
22
23
30
2011年度製本和雑誌第1回納品（法律関係等186冊）/ 場所：7F
中国資料室
文科省多文化・現代タウンビジネス学科履⾏調査雑誌原稿提出
2011年度製本和雑誌完納（247冊）
新所在コード体系打合せ（第2回）
日図協大学・短大・高専図書館調査報告
契約DB・OJ利⽤統計/各社へ依頼
EBSCO（デスカバリサービス）業者説明
2011和雑誌製本受入・配架完了（2011年分）
新所在コード体系打合せ（第3回）/大石、藤懸、雑誌チーム
本学紀要「AIBSジャーナル」/Nii（CiNii）へ新規登録申請
EBSCOLinkSource無料提供/各契約データベースへリンク依頼(〜
6/6）
夏目・久保・小山教員新規希望DB「NEEDS-Financilal QUEST」、
「M＆Aデータベース」、川⼜教員「Scopus」調査開始（藤懸の代理）
（「Scopus」と競合商品「Web of science」比較）
教員新規希望DB「米国税制・経済改革オンラインDB/臼井・土屋・植
村先生]、冊子複製版BN「Journal of Cultural Economics（文化
経済学）/臼井・土屋・植村先生」購入調査開始
6
4
11
18
28
図書館ガイダンス（法学オリゼミ２クラス） / 場所：7401教室
図書館ガイダンス（法学オリゼミ２クラス / 場所：7401教室
図書館ガイダンス（法学オリゼミ２クラス） / 場所：7401教室
図書館総合演習 / 場所：プレゼン②
6
7
12
13
14
20
21
選書会議（1531）
図書館総合演習 / 場所：プレゼン②
学生選書ツアー打ち合わせ
選書会議（1532）
学生選書ツアー / 場所：新宿紀伊國屋書店（南口店）
図書館総合演習 / 場所：プレゼン②
選書会議（1533）
図書館総合演習 / 場所：プレゼン②
紀伊国屋定例会/ 場所：ミーティングルーム
4
5
19
20
26
「ざっさくプラスDB」業者説明
「Web of Science」、「日本経済研究センター会員」、「M&Aデータベー
ス」業者説明
新所在コード体系打合せ(第4回）
JUSTICE/H25年度契約実績調査報告提出
新規「日本経済研究センター」WEBサイト利⽤ガイダンス(課内向け）
ワイリージャパン業者説明
EBSCO Information Services Japan雑誌部門閉鎖通知(当館洋
雑誌取引〜2014/3返⾦）
7
5
10
19
図書館総合演習 / 場所：プレゼン②
須永ゼミ文献セミナー / 場所：プレゼンⅠ
図書館総合演習 / 場所：プレゼン① or ②
4
11
18
25
26
選書会議（1535）
学生選書報告会、POP作成
選書会議（1536）
選書会議（1537）
選書会議（1538）
紀伊国屋定例会/ 場所：ミーティングルーム
3
4
10
16
20
23
25
29
31
レコフ社契約打合せ
洋雑誌ＥＪ・冊子重複調査課内打合せ
日経デジタルメディア（FQ)打合せ
消費税値上げ（8％）の経過措置（2014年契約を9月まで契約）の
提案
雑誌蔵書点検事後処理（未点検再調査・HTPCアップ完了12・OPAC
アップ17・18）（10〜19）
オンラインDB（管理/雑誌チーム、活⽤/閲覧チーム
今後利⽤統計を把握し、来年契約に結びつける
課内⼈事：木野村（16日〜雑誌チーム配属＊木のみ閲覧）。江野
（後期〜閲覧チーム）
「日本経済新聞デジタルサービス」調査
洋雑誌電子重複調査結果まとめ
未製本保存新表記打合せ：逐刊チーム
日本経済新聞デジタルメディア（FQ)打合せ
SCOPUSトライアル開始
雑誌蔵点・所在分割打合せ
8
1
8
30
選書会議（1539）
選書会議（1540）
選書会議（1541）
1
2
5
6
7
8
9
22
「NEEDS-FinancalQUEST」、「M&Aデータベース」トライアル
新所在コードへの製本雑誌読取HTデータ移⾏⽅法打合せ（第5回）/
藤懸、逐刊チーム
社会⼈アルバイト（８月のみ休み）
SDトランザクション(PPV）2業者と打合せ
「Scopus」、「FQ」DB利⽤ガイダンス（教職員対象）
「レコフM&Aデータベース」、「ざっさくプラス」利⽤ガイダンス（教職員対
象）
2011年度分雑誌（洋223冊・華韓64冊）製本読合せ/発注（9）
⼀⻫休暇新聞販売店留置き依頼
SD問題（2014トランザクションの検討）
雑誌蔵書点検紛失最終調査日・limedio格納データ内蔵書点検終了
消費税値上げ経過措置調査・2014予算前倒し提案
9
30 図書館ガイダンス（経営；容ゼミ）/ 場所：7407教室 5 選書会議（no1542） 11
19
24
25
雑誌蔵書点検結果報告
2011年度分製本雑誌（洋・華韓）納品（前期監査の関係で10月よ
り受入。10/7配架完了）
新所在コード(雑誌部分空コード：10500）打合せ（第6回）：逐刊
チーム
2012/2013購読雑誌電子重複調査結果を報告
図書館日誌　H25/H26　＜２＞
レファレンスチーム 図書受入・データチーム 逐次刊⾏物チーム
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10
2
7
8
9
11
15
16
18
22
23
29
図書館ガイダンス；法学部1年基礎演習（大内・加藤・富塚） / 場
所：7408教室
別科生ガイダンス / 場所：プレゼン③
図書館ガイダンス；法学部1年基礎演習（上⽥・達希・⽥中 / 場所：
7408教室
図書館ガイダンス（多文化コミュニケーション学科１年） / 場所：7408
教室
図書館ガイダンス；法学部1年基礎演習（藤岡・鈴尾・⻑岐）/ 場
所：7408教室
図書館ガイダンス；法学部1年基礎演習（渋⾕・菅⾕・野澤 / 場所：
7408教室
図書館ガイダンス；法学部1年基礎演習（樋口・平井・佐藤）＜11月
6日に延期＞ / 場所：7408教室
図書館ガイダンス；法学部1年基礎演習（林・真島）/ 場所：7408
教室
図書館ガイダンス；法学部1年基礎演習（山本・真島・三井 / 場所：
7408教室
図書館ガイダンス（多文化コミュニケーション学科１年） / 場所：7408
図書館ガイダンス；法学部1年基礎演習（中益・木原・中島） / 場
所：7408教室
図書館ガイダンス；法学部1年基礎演習（転法輪・山岸） / 場所：
7408教室
3
10
17
22
24
29
31
選書会議（1546）
受入チーム打ち合わせ
4Fフロア検討会議：課⻑、データチーム、ダイトエレクトロン
選書会議（1547）
選書会議（1548）
紀伊国屋定例会/ 場所：ミーティングルーム
選書会議（1549）
岩波ブックレット所在変更作業
選書会議（1550）
1
2
3
9
14
16
18
21
22
25
2014予算/伊藤教員要望（現CNKIDB契約から全契約へ）で調査・
業者へ新契約提案依頼
2014予算DB：各社へ利⽤統計・⾒積依頼
新所在コード・名称打合せ（第7回）：逐刊チーム
NetLibrary業者説明：宇⽥川、坪内、木野村
新所在コード・名称体系打合せ（第8回）：逐刊チーム、藤懸、大石
新所在コード・名称打合せ（第9回）：逐刊チーム
范教員新規希望和雑誌（「日中環境産業」、「環境パートナーズ」）受
付
リコーと打合せ（雑誌所在分割、HTデータリンク、サンプル準備、図書・雑
誌混在データ処理）：藤懸、逐刊チーム
2014予算/洋雑誌相⾒積書比較検討
2014予算/洋雑誌契約⽅針・相⾒積検討
雑誌理想⼀括配架・新所在・所在メンテナンス課内打合せ：部課⻑、
逐刊チーム
2014予算/洋雑誌2次相⾒積依頼(回答24）
2014洋雑誌パッケージ扱い配送申込(〜29）
11
29 国際関係学部　福海先生ゼミガイダンス：江野 / 場所：プレゼン③ 7
14
22
28
選書会議（1551）
選書会議（1552）
選書会議（1553）
選書会議（1554）
1
5
12
14
雑誌配架新所在の検討打合せ
授業使⽤廃棄「読売新聞」を教員へ提供
アジア経済研究所(正会員)動向データベース・出版物アーカイブ（図書
館HPオンラインDB追加）
2014予算/洋雑誌３次Books扱相⾒積検討
2014予算/和雑誌⾒積検討
和洋雑誌⼀括予算表作成
各書店の和洋雑誌⾒積価格をlimedio次年度データ（税込価格）に
入⼒
12
2
3
5
19
文献探索セミナー/ 場所：７４０８教室
鈴木ゼミ就活⽀援文献探索/ 場所：プレゼンⅠ
鈴木ゼミ就活⽀援文献探索/ 場所：プレゼンⅠ
角⽥ゼミ文献探索セミナー / 場所：プレゼンⅠ
5
10
11
12
19
選書会議（1555）
学生選書顔合わせ
学生選書ツアー
選書会議（1556,1557）
選書会議（1558）
紀伊国屋定例会/ 場所：ミーティングルーム
1
2
4
5
6
9
12
20
24
25
Scopus契約
Web OYA-bunko契約更新申込書/Hein Online Justice参加申込
書提出
雑誌所在表⽰打合せ：逐刊チーム
雑誌所在表⽰⽅針打合せ：課⻑、藤懸、逐刊チーム
GoogleとScienceDirectの連携プログラム参加
SCOAP3参加意向調査（国情研）［不参加回答］
Scopus新規契約で2014SD契約（50万円分OJ減額特典）
雑誌新所在表⽰打合せ（所蔵欄：製本所蔵年表記、新設製本状態
表記）：課⻑、藤懸、逐刊チーム
リサイクル資料売却
新聞（未製本）所在検討：逐刊チーム
次年度契約DBの⾒積まとめ
新聞販売所へ留置連絡（12/26-1/8）
2014CNKIデータベース発注書提出
NIIに業務分析データの申請
1
16 上⽥ゼミ就活⽀援文献探索 / 場所：プレゼンテーションルームⅠ 16
23
24
30
31
選書会議（1559）
選書会議（1560,1561）
内⽥洋⾏打ち合わせ：部⻑、課⻑、データチーム
選書会議（1562）
学生選書グループワーク
1
14
15
16
22
23
30
31
課内⼈事（江野：逐刊チームから受入データチームへ)
eBook Library契約説明：部課⻑、木野村
廃棄年(5・10年保存）到来紀要の抜出作業開始
2014Scopusお客情報（利⽤者数）提出
新聞配達先セ入試期間変更依頼（1/18-19）＊⼣刊正門警備室へ
2012和雑誌製本準備
未製本紀要・雑誌・新聞保存年切れ抜出リスト作成と紀要抜出
Scopus導入利⽤説明会（対象：CELE教員）
2012年度分雑誌（和雑誌）製本読合せ/発注（2/5）397冊/29
（→4/8納品。4/11受入配架完了）
新規購入希望洋雑誌11誌（CELE千波教員）調査
2
6
12
13
20
21
27
選書会議（1563・1564）
今後10万以上の図書資料をリーダーミーティング会議で資料添付の上報
告し、報告後利⽤促進のため資料を課内回覧する。
選書会議（1565）
4FVHS整理
選書会議（1566）
紀伊國屋定例会/ 場所：ミーティングルーム
4F作業
選書会議（1567）
3
4
7
10
13
18
19
24
26
CiNii機関定額制WEB継続申込み
HT読込製本雑誌データファイル移⾏打合せ/分割
18C HCPP（ProQuest)NII-REO搭載連絡（Nii/維持料⾦無料に)
直送分雑誌の年払請求書確認作業
雑誌新所在へHT読込製本IDリンク試⾏開始（本番5〜数日間でリンク
完了）
逐刊チームアルバイト不在日（入試期間）
教員新規希望：オンライン版「中国英字新聞コレクショChinese
Newspapers Collection（1832-1953）」調査・⾒積依頼（次年
度予定）
紀要・雑誌の廃棄巻号Limedio確認（紀要は記載確認・雑誌はリスト
へ書込み）（12）
保存年切れ未製本雑誌抜出し（〜18）
雑誌単独使⽤所在分割終了（⽥村）
保存年切れ未製本雑誌limedioデータ削除（〜21）
保存年切れ未製本雑誌除籍OPAC所蔵修正(〜26）
契約DB各社へ館内IPアドレス追加連絡（〜3/末）
廃棄雑誌・希望者配布
Proquest Dialog ＤＢ解約（3/末）：ジー・サーチへ解約申請
3
6
10
11
12
13
17
18
19
20
27
選書会議（1568）
洋書別館移動倒し（B1・B2)
↓
↓
選書会議（1569）
6・7F書架和書倒し（選書委員）
↓
↓
↓
選書会議（1570）
選書会議（1571）
3
4
13
15
17
18
25
27
28
31
3F改修により新聞閲覧台を１Fへ移設
2014SD定期購読（修正契約書）2部サイン返却・JDreamⅢ検索
サービス〈学術固定〉継続申込
DB各社へ図書館追加IPアドレス訂正依頼
リサイクル資料売却
契約各社へDB2014起案⽤⾒積書依頼
教員新規希望冊子複製版BN「Journal of Cultural Economics」
補助⾦購入
不要資料売却（古本ジャンゴ）
2014ざっさくプラス利⽤申込書提出
「Time」継続確認封書提出
各課重複逐次刊⾏物回収
リサイクル⽤雑誌改修工事で展⽰延期（→5/14）
2013年度雑誌タイトル数・製本数統計算出
契約DBの「学外から及びWaik in Userの利⽤」報告
図書館日誌　H25/H26　＜３＞
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＜資料 1＞ 
2012 年度雑誌蔵書点検結果報告 
Ｈ25（2013）/09/11 
逐次刊行物チーム 
LIMEDIO 図書館システムへの変更でデータ移行で
きなかった雑誌補助カード分のデータ遡及作業（洋
雑誌 48,000 冊、和雑誌 33,000 冊＝81.000 冊）が終
了し、その検証も兼ね、初の雑誌蔵書点検を実施し
た。その結果について報告する。 
１．製本雑誌所在別総合計（参考資料） 
・図書館概要 Ｈ24（2012）/3/31 現在：和雑誌 44,975
冊+洋雑誌 59,276 冊＝104,181 冊 
・佐々木算出Ｈ24（2012）/6/25 現在：和雑誌 21215
冊+24851 冊+概算未遡及 67,000 冊 
（資源管理和 24,000+洋 43,000）＝113,066 冊 
・田村算出 Ｈ24（2012）/11/15 現在：和雑誌 44821
冊＋洋雑誌 68,241 冊＝113,062 冊 
＊Limedio 蔵書点検のシステム上、雑誌と図書及
び和洋区分ができない為、現状同一所在に混在する
ものは同時に点検をやるしか方法がない。よって同
一所在で図書と雑誌が混在するものは、図書のイン
ベントリーでいっしょに点検実施する。今回は、雑
誌配架場所は 1 つであるがそこに配架されているも
ので単独ないしは 2 つの所在コードを持つものを対
象とした。 
２．点検結果 
蔵書点検対象雑誌：遡及登録と自館登録の和洋雑誌 
(別館 5F、判例集、白書等は除く) 
 ＊点検開始前の注意事項：図書対象（標準）設定
から雑誌も対象とするよう Limedio SE(中西氏)に
対象追加を依頼。選択項目「雑誌資料の点検バー
コード値が設定されている製本雑誌」、「受入日
（null は含まない）【標準】」、「請求記号が設定さ
れていないものは対象外」を選択し、実施する。 
点検対象   93,886 冊（遡及雑誌 200*****、
製本雑誌資料 210*****、220*****
を対象） 
対象所在コード（名称）＊なお点検対象内であ
ったが別館 4F 参考 20410、B1 判
例法令・別館４F12404 は図書と雑
誌を混配していた為、今回の点検
から除外した） 
配架場所：別館２F  20204（別館２F） 
12505（5F・別館２F） 
          別館４F  12516（5F・別館４F） 
             20406（別館４F書庫） 
       B2 書庫  11201（B2 書庫） 
       ５F、５FBN 12202 （5F・B2） 
  点検開始日 Ｈ24（2012）/12/05 
 点検終了日 Ｈ25（2013）/08/22 
 HT 読込みスピード 17 件/1 分 
    未登録   136 冊 →33 冊 
   未点検   B2 書庫       471 冊 
        B2 書庫、BN 室、5F  90 冊 
         別館 2F        17 冊 
        別館 4F        8 冊 
  不明    14 冊→11 冊 
  配架誤り  17,720 冊 
発見貸出中    0（雑誌は貸出対象外） 
発見紛失     0  
発見除籍     0 
異常バーコード  0 
３．エラー別原因と対処 
 ◆未登録  
 【原因】 
・遡及 ID の転記ミスや入力ミスの為、登録で
きなかった為 
  ・植田文庫や複製版及び紀要の重複受入の為、
重複登録で撥ねられた為 
  ・付録にも遡及 ID が貼付されていた為 
・ジュリスト等旧図書館で製本せず別置してい
た雑誌は、製本している雑誌の巻号付と重複
していた為 
  ・書誌作成がなされていなかった為（後誌）      
【処理】 
  ・未登録リストを遡及 ID 順に並べ替えリスト化
し、所在別に現物に当たり、原因を１冊毎に
調査し、修正個所を特定する。 
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  ・原簿で除籍になっているかの確認をする。 
・遡及 ID しか記載がない場合は、登録後の近
い遡及 ID 番号を検索して前後で予測を付け
て、資源一覧で遡及 ID の抜けを確認して特
定する。 
  ・現場では直前・直後の請求記号を頼りに、遡
及 ID を一冊毎に点検し発見する。 
  ・登録の際は、原簿で登録番号・価格・受入日・
背文字巻号の調査をし、巻号複製の画面で登
録をする。 
・製本雑誌に一斉に遡及 ID を貼付した際、付
録（資源登録せず）にも貼られていた為剥が
し、遡及 ID は無効とする。 
  ・植田文庫等との重複や、紀要の重複受入が多
くあった為、登録の際すべて未登録として登
録できなかった為、複本は巻号複製画面の 2
分冊で登録した。 
  ・ジュリスト（臨増重要判例は、旧図書館では
別置扱いとし、製本せず別受入していた為、
巻号が重複しており登録できなかった。これ
らも巻号複製の 2分冊で登録する。 
  ・複本には、複製版やバックナンバー費として
書店より購入したものがあり、除籍はできな
い為、これらも巻号複製の 2分冊で登録する。 
◆未点検 
  現物から再読み込みを実施。 
  未点検で修正したデータを正しく登録後、読み
取った遡及 ID は蔵書点検ファイルに残る為、点
検管理で「正常」にしてファイルから削除する。 
◆配架誤配架（蔵書点検で読込んだ所在と資源一
覧の所在が異なっている場合） 
 【処理】確認後、資源一括更新で所在を変更する。 
◆配架誤り 
 【処理】所在が二ヶ所ある為、一ヵ所で読取後デ
ータ UP するともう一ヵ所の所在が配架誤りと
なる。その為にも今後の所在の持ち方は所在を
一つにする方向で検討する事。 
◆遡及登録期間に移動した雑誌の所在変更漏れ 
 【処理】別館 2Ｆへ移動した雑誌の所在と、遡及
データの確認をし、移動した所在に修正をする。 
◆発見・不明 
 【発見】3冊 
 ・資料 ID：20001126 請求記号：050/N 77  
誌名：日本及日本人 巻号：246-251  
発見場所：別館 3F（和図書）で発見 
原因：和図書書架に雑誌を返却/配架ミス 
・20075209 100/P 94 Proceedings of the American 
Philosophical Society : held 
 at Philadelphia for Promoting Useful Knowledge 
98(1-6)1954  
5F カウンターで発見 利用後の返却忘れ 
・20075473 253/C 15 Canadian review of American 
studies 6-7 1975-76 
 別館 3F（洋図書）で発見：使用後図書書架へ雑誌
を返却/配架ミス 
【不明】11冊（別添付ファイル） 
Ｈ24（2012）年の雑誌蔵書点検での不明雑誌は、11
冊でした。 
４．蔵書点検を踏まえて今後の課題 
・蔵書点検の結果、配架の分かりやすさ、点検実施
の容易さから雑誌和洋の区別や雑誌が置いてある
場所単位で所在を切り分ける（分割）必要が生じ
た。 
・図書も同様だが例えば「5F 書誌」の所在には、マ
イクロ（視聴覚資料）・図書（和・洋書誌）・雑誌
（和・洋書誌）が混在している。これらを蔵書点
検する場合、その都度配架誤りが多数出ることに
なる。 
・新所在コード検討会で早急に所在コード体系を構
築し、所在変更の移行が出来るよう準備を進める
必要がある。 
・逐刊チームでは新所在毎の所蔵巻号・所蔵年は調
査済みであるので、新所在と OPAC 表記が確定すれ
ば作業を開始したい。 
・所在分割は配架の切替え労力、毎年の所蔵最新年
繰り上げと雑誌移動時の所在変更による所 
在メンテナンスの労力も考慮しながら、利用者の
立場でわかりやすさを追求していきたい。 以上 
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＜資料 2＞ 
 
＜資料 3＞ 
雑誌所在分割・それに伴う所蔵表示について 
   逐次刊行物チームＨ25（2013）.12.12 
1.概要 
以前から「雑誌がどこにあるのか分かりづらい」
という声があり、それを利用者にとって、（OPAC を
見れば分かるというのが目指すところ）またスタッ
フにとって見易くするため作業を開始した。 
検討を重ねていく内に、所在だけでなく所蔵情報
についても話が及び、変更を行う事となった。 
主な変更点としては以下、 
・所在を資料の置いてある場所毎に分割を行い、新
名称、新所在コードの付与を行った。 
・製本雑誌は、所蔵巻号、所蔵年を最新のものＨ
25(2013)年とした。 
 未製本雑誌の所蔵年は最新年まで、所蔵巻号は所
蔵年の始めの年から継続中とした。 
 
・保存状態(保存年）の OPAC 検索結果一覧への記述 
・展示雑誌の備考欄への表記。 
4 点である。 
2.具体的変更点 
具体例を図として挙げつつ、今回の作業によって
変更した箇所について紹介する。 
A：所在分割 
i) 所在の分割 
 
 
 
 
以前は 5F・B2（図 1）のように所在が 1 つに纏め
て表記されていたが、これを資料の所在毎に分割を
行い表記する事とした(図 2)。分割したものにそれ
ぞれ新所在名・コードの付与を行った。(図 3 参照) 
No. 所在 請求記号 書名 所蔵巻号 所蔵年 資料ID 登録番号 価格
1 別館2Ｆ書庫 320/H 81 法学紀要（日本大学） 21 1979 20044937 ZS15976 750
2 5Ｆ・Ｂ2 334/J 52 国立社会保障・人口問題研究所年報 17-19 2005-2007 21012283 21012283 1,693
3 5Ｆ・Ｂ2 335/Ke 22 経営学紀要（亜細亜大学） 2(1-2)43-44 1994-1995 21001980 21001980 1,462
4 5Ｆ・Ｂ2 322/Z 2 Zeitschrift der Savigny-Stiftung fürRechtsgeschichte. Romanistische Abteilung 124 2007 22019008 22019008 89,561
5 B2書庫 602/A 44
American industry and manufactures in the
19th century : a basic source collection/
compiled from U.S. Government documents,
by Maxwell Reprint Company
3 1822 20059368 ZF10465 23,000
6 B2書庫 602/A 44
American industry and manufactures in the
19th century : a basic source collection/
compiled from U.S. Government documents,
by Maxwell Reprint Company
4 1840 20049739 ZF10466 23,000
139,466
最終不明状況
和紀要 2冊 2,212円
和雑誌 1冊 1,693円
洋雑誌 3冊 135,561円
合計 6冊 139,466円
H24(2012)年度第1回製本雑誌蔵書点検結果不明リスト　　H25(2013)/09/10　（修正H26(2014)/03）
＊3月に別館５Fより、不明の「日本及び日本人」が5冊発見されたのでこのリストから除いた。
図 1 B2・5F の旧所在
（所在/未製本の 5F） 
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ii)製本・未製本表示欄の削除・コード 2の削除（決
定事項） 
コード 2 は従来、所在（未製本）を入力するため
に用いてきた。しかし所在の分割を行う事となり不
要となったため、コード 2 を削除、所在の欄を削除
するという事を予定している。 
 
 
 
 
 
 
 
iii)5 階書架に配架されている雑誌には請求記号を
付与しない 
5 階書架にあるもの（5F 和雑誌・5F 洋雑誌）は、
ABC 順に雑誌が並んでいる事、また 5 階には案内や
レファレンスがある事を加味し、請求記号で検索を
する必要はないとの考えの下請求記号の表記の削除
を行った。(図 5) 
 
B：所蔵巻号・所蔵年 
i)所蔵年を最新年まで表示する 
利用者に分かり易くしようというために行った事
である。受入継続欄にある継続中の記載や巻号に付
く+記号があるとはいえ、所蔵巻号や所蔵年の数字し
か見ず、分からない学生が多いのではないかという
意見があった。次ページより雑誌の保存年別で記載
する。 
【継続雑誌(CONT)】 
・未製本雑誌 
購入から一貫して未製本となっている雑誌は、所
蔵年については今年分まで、所蔵巻号については所
蔵年の始めの年の巻号から継続中として表記を行
う。(図 1) 
・製本から未製本へと変更となった雑誌（年内保存、
○○年保存、未製本） 
途中まで製本を行っていたが、2007 年の見直しに
よって未製本へと変更されたタイトルが対象となる。
製本が行われているのは 2006 年まで、というケース
が多いため所蔵年・巻号の中抜けがある物が多い。
製本済みを記載、その後カンマで区切り未製本とし
て保管されている部分を表示する。 
(図 2 図では 5 年保存のため 2007 年が中抜けとな
っている。) 
図 2 分割
図 2 継続雑誌と中抜け 
図 5 空欄となっている請求記号欄
図 4 左側の所在（未製本）の部分 
図 1 2003 年の始めの巻号は 40(1)である。
そのため 40(1)+となっている 
【所在名称】
10500 1F新着雑誌
10501 5F展示雑誌コーナー
10510 5F和雑誌
10530 5F洋雑誌
10505 5F紀要
10515 5Fバックナンバー室和雑誌
10535 5Fバックナンバー室洋雑誌
10520 B2F書庫和雑誌
10540 B2F書庫洋雑誌
10525 別館2F和雑誌
10545 別館4F洋雑誌
図 3 新所在・コード一
58
 
・製本雑誌、長期保存雑誌 
以前は、製本済み年度である2年前(2011年)、2011
年最終巻までの表示であったが、最新年度である
2013 年、2013 年始めの巻号に継続中の CONT 記号を
表示する事とした。(図 3) 
 
 
 
 
 
 
 
 
※NACSIS 登録データについては据え置きとなって
いる。（正確性のあるデータを残しておきたいため） 
 
C：展示雑誌 
継続中の和雑誌の多くは展示雑誌コーナーに配架
されているため、その旨を備考欄に記載する事とし
た。今年分が展示雑誌コーナーに回っている場合、5
階和雑誌には 2012 年度分までしかないので、利用者
から今年分はどこにあるかを尋ねられる事があった。
それを解消しようと備考欄にこの記述を設けた。 
また、1F 新着雑誌へというものもあり。（図 4） 
                     以上 
図 4 展示雑誌コーナーの記述 
図 3 所蔵年、所蔵巻号比較（上 2011 年）
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歴代図書館長 
＜歴代＞＜館長名＞（担当専門科目）＜就 任＞ 
初代 浜中直樹 教授（中国語）1944（昭和 19 年）.5 
２代 小山文太郎 教授（社会学）1956（昭和 31 年）.12 
３代 今田竹千代 教授（倫理学・哲学）1963（昭和 38 年）.12 
４代 祥瑞専一 教授（英語）1965（昭和 40 年）.9-12 
５代 今田竹千代 教授（倫理学/哲学）1965（昭和 40 年）.3 
補佐：室伏 武 教授（図書館学） 
６代 小川太郎 教授（刑事政策）1972（昭和 47 年）.5 
補佐：室伏 武 教授（図書館学） 
７代 古川哲史 教授（倫理学/日本思想史）1976（昭和 51
年）.4  補佐：赤廣正男（事務職） 
８代 山田清市 教授（国文学）1983（昭和 58 年）.4 
９代 喜多了祐 教授（商法）1987（昭和 62 年）.4 
10 代 瀧川叡一 教授（民事訴訟法）1991（平成 3 年）.4 
11 代 鈴木義男 教授（比較刑事法）1994（平成 6 年）.4 
12 代 清瀬信次郎 教授（商法）1997（平成 9 年）.4 
13 代 中村精志 教授(国際情報システム）1998(平成 10 年）.4 
14 代 久我雅紹 教授（英語/西洋文学）2003（平成 15 年）.4 
15 代 森本哲夫 教授（政治学）2004（平成 16 年）.4 
16 代 渡辺恒利 教授（数学/物理学）2008（平成 20 年）.4 
補佐：長田秀一 教授（図書館情報学） 
17 代 徳永善昭 教授（経営学/経営戦略論）2012（平成 24
年）.4 
18 代 長田秀一教授（図書館情報学）2014（平成 26 年）.4 
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『平成２５年度 図書館年報』 
平成２６（２０１４）年９月発行 
編集・発行 学校法人亜細亜学園 
亜細亜大学/亜細亜大学短期大学部 
学術情報部学術情報課 
編   者 坪内みゆき・安田定彦 
発行責任者 宇田川 裕 
閲覧スペース 2,546㎡
視聴覚スペース 755㎡
情報端末スペース 331㎡
その他 546㎡
書庫 1,424㎡
事務スペース 423㎡
1,817㎡
7,842㎡
725席
16席
27,120ｍ
753,333冊
232,871千円
153,196千円
55,746千円
56,894千円
40,556千円
図書館施設環境
経費
用途別面積
閲覧座席数
書架収容⼒
（２）収容可能冊数　（（1）÷0.9×25）
（１）棚板延⻑
（１）サービススペース
（２）管理スペース
（３）その他
（４）総面積
総閲覧座席数
　　　うち教員用
　 c うち電子ジャーナル等
図書館経費
経常費
　うち資料費総額
 　a うち図書購入費      
　 b うち新聞・雑誌費    
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